
西夏語韻図

『五音切韻』の研究(下〉

西 田 寵 雄

〔まえがき〕

本稿(上)において，筆者lま西夏語韻書の系統について概観し， それらと対をなす韻図

『五音切韻』の位置づけを試みた。そして現存する数種類のテキストを比較検討した。序文

と二つの部分，韻表「九音之韻母鍾縄j頃」と韻図「衆漂海入門」かち成りたつ『五音切韻i

は，西夏語の音形式を再構成するため広~j: f 欠かすことのできない重要資料である O

この韻図全体はこれまで未発表であったが，現存する数種類のテキストを補い合わせると，

最後の三つの平声韻， 95韻， 96韻， 97韻を捺き，平声 1韻・上声 1韻かち平声94査員(上声は

86韻〉までつなぎ得ることが，筆者のコズロフ套料む調査によって判明した O

筆者は，本稿において，各韻図が示す枠組みを，それより少し遡った時代に編纂された韻

書『文海jの組織と照合する乙とによって，解明しようとしたむ

茜夏語の音彰式は， r文海j などの韻書において与えられる反切を基準にすることによっ

てはじめて確実に知ることができるが，その反切を整理する作業の詳細誌，この韻留の枠組

が解暁きれなければ，極めて困難になる D むしろ完全には解決され得ないと言ってもよい。

本稿(中〉において，筆者は反切による音形式表示の原則を述べ，平声 1韻・上声 1韻か

ち平声33韻・上声30韻までの韻図を取り上げ，韻園む枠組と F文海Jの組織を照合して，西

夏語のそれぞれの音節影式を再構成した。本稿(下)で辻，それにつづく平声34韻・上声31

韻かる，平声94韻〈上声86韻)に及ぶ韻図を扱い，現存しない平声95韻以降の韻図を『文

海Jの組織から複元したG そして最後に F文海Jの韻類全棒にまたがる哀切上字(=初頭音

を表示する〉の系聯表を掲げた。

ここで提供した結果は，西夏語の音組識を再講成するための基本的な材料となるであろ

o
 

v

つ

「五苦切韻jr衆漂海入門Jtま， 漢語の韻図を模倣して作られたものと考えちれるけれど

も，その組み立て万はやや相違していて， そこでは無声無気音 p-f-W[MJ-t-~- k-ts一

時一手ーと 1-r-zーなどの流嵐音と呼ぶ範障に入る子音にはじまる音箭のみを記入している G
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35. 韻国35 平声34韻・上声31韻

『五音習J韻JlNo. 620 の韻図35(25b) は， 酉夏語平声34韻と上声31韻の特

話忌 係|受注 O |者五

O IUL 。O O 

手持 O E乙 O 。

。
O 

前
戸月舟当

菌35 平声34韻・上声31韻 No.620 

ヰ降 o f~t O 。
No. 621三設E

ー

定の音節形式を霞示したものである O

韻圏第一段は，重唇・軽唇音，牙

音，歯頭・正歯音および喉音の枠に

西夏字が書かれており，舌頭・舌上

音の枠には丸印がある O 二段目は，

童頭・正歯音の枠に，三段目は牙音

と喉音の枠にそれぞれ酉夏字がある。

五段目と六段目の流嵐音に配当され

た枠には，五段自の下方と六段目の

上方に丸印が二つあるのみで酉夏字

は記入されていない。

この枠組は，酉夏語のどのような

形態を指示し，それが果して『文

海Jに記録された音節形式を特定の

条件で見た数と一致するのであろう

か。

T五音切韻』のそのほかの写本

との異同を語べてみると， No. 623 

(40a) と No.624 (17b)の韻密は，

上娼 No.620 と合致し， No. 621 

(24a)は，三段目の牙音の枠の文字

が別の文字に替っている C この No.

iE 
621の牙音の枠の文字は u文海Jl W文海雑類』の中に:ま登

録されていない。 No.7192は， 韻函の左の部分のみを残

O 

No. 7192 

す断片であるが，文字の配置は， No. 620， 623， 624と異

同誌ない G

筆者は，平声34韻・上声31韻の韻母として，関口韻 -1ε

と合口韻 -WIε を再構成した。 この二つの韻母の弁別を
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?文海』の反切によって確認したい O まず F文海J!34韻の各小韻の代表字と反

切，そしてそれらに相応すると考えられる上声韻形式を列挙する。

平韻代声表韻小字 f反文切海』 所『震毘小音J類 形;再式講成 上韻代声韻表小字 所F属同小音i類 再形式構成

34. 也重唇独 p-lε 

係重 唇 独 ph-lε 

1 え、T、ノえ 取~ê. 重唇 97 立1-1ε i蔽重唇 97 百1-U:

2 ヌ存 ~~~箆 重唇独 mb-lε 守JιJ4、、重唇独 mb-lε 

3 ー1占」E圃. -t蒸牙 19 k-lε 設定牙臼 k-lε 

4 書ZMJ4-nhj'』{λ奇宇宇骨多7・ー・ 牙独 kh-lε 

5 忽区 Jñ~ ~1L lE露 48 tS-lf: 議 E歯 48 tき-1ε

5 見 ~ñl綴 正歯 77 き-1ε

7 折 ~Jl 1t 喉 24 ?-1ε 

8 務 27iZヰ喉 28 ?y-lε 

9 庖 j仮百j与正歯独 tき_Wlε

10 .m.t ~fr IT与正歯独 tきh-wiε

11 JI皐 託危正歯独 きー曹1ε

12 抗争手i寺 牙126 k-lf:2 援ヒ牙127 k-Iεz 

13 駁!;後J1E正 歯独 き-1ε2 t~是正歯独 き-1ε2

14 系 ~ñ住 J~E 喉独 手-1f:2

1存涜恩 -1ε2 

再上声31韻に所属する文字として ~~m地<部姓>が登録されているが(淵9) ， 

これは平声34韻の鋒m凶く部姓>と同じ文字である o !i五音切韻J! No. 623に

は，上声31韻の所属字に鋒があるた め ， お そ ら く そ れ を 書 き 誤 っ た の で あ ろ

うと思われる o 上表吋誇を加えておく O

(1) さきに述べたように(本稿〈中)p. 3)， ここで使う上声韻字詰 E.KhIqaHOB， K. O. KenHHr， 
B. C. KOAOKOAOB， A. n. TepeHTbeBa-KaTaHcKH; Mope flU.CUleH， qaCTb 2. MocKBa 1969 

に記載されたものを， r五音亨j韻JlNo. 623に付けちれた文字によって，筆者が校訂したもの
である。ここであげる番号は，Mope flu.cb~teH で与えられた文字番号を示している。
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上記の反切下字を帰納すると，つぎの三類になる C

反切下字 Ia 民 7→ 綴 b 部-7Z=2th-k

E 古車=コ 員立 一曹1ε

E 有27-EL-1ε2

i類の a tま重唇音と正歯音の音節に， bは牙音と喉音の音節に使われて，

直接系聯ほしないが，相補関係、にあるため変例として扱い，共に関口韻 -1ε を

代表すると考える o II類は合口韻 _Wltを， 董類はそれらと対立する -le2を代

表している O

小韻12以i翠の牙音・正茜音・喉音の音節は，いずれも合口韻ではなかった G

もし合口韻であれば， (1)それらに合口韻の反切下字を使っている， (2)小韻の}1震

序が 9，10， 11よりも先に置かれている，(3)/J¥韻11と13が重韻となる，の諸点

で不合理である G さらに上の見方が正しいことは~五音切韻J の韻図35 にお

ける配置が証明する。 1類の反切下字をもっ文字は韻函の一段自に， II類の反

切下字の文字誌二段自に配置されるのに対して，車類の反切下字は二段目では

なく，一段自に置かれているので£る。

-le2の実際の音揺は，いまは明確には出来ないが

月琵 Slε 勝る ー1-i・ふ1宅島。長 円U 曹宅ム再』 速い 長引き1ε2 力が弱い

ー3ー，La- KIε 疎い 院 kie2 脅

の対立があったことは確かである C

占ぶ.

関山日時の枠 山 色 は 同 i-t新版では

Zιf 

t …つ… (一一注目目目一字事郭叩;は胡ま繍新一の的叩方劫が巾ιカが妊王注正山 凶山山;は一ま

pleε と読んだ。それiにこ該当する平声韻字はなかつた 9

!日版 F毘畜:Jl正蓄音類小類48は，所属字 2字かちなる小類であるが，新坂で

(2) -lt2など -V2とした韻母の実際の形式はいまの段階で誌推定し難い。本稿(中)p. 8ーを参照

されたい。
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はそれぞれ独字の項に所罵し，また注字が入れ替っている C

出版 F毘吾j -j拡
張

正歯 48

新版 F間苦J

ふ

私

悦

一

議

鋒
-
鉱
i

-

符

正 歯 独

正歯 48

正歯独

t主ε(平34) 〈笠を〉かぶる

注(左〉 tsit: (上31) 笠

信託(上31) 笠

注〈左〉 tきhiow(上43) (笠を〉かぶる

tき1ε(平34) (冠を)いただく

注〈右〉 piu (上52) 冠

信託(上31) 笠

注(左) tsh10w (上43) (笠を〉かぶる

西夏文『慈悲道場嶺法J にditijEく冠を戴く>の用例がある O したがって，

平声 tSle は動詞，上声 t釘ε は名語であったことが確認できる O また上声43韻

の ~t.C 鮒ow も動詔で，<笠をかぶる>を意味した。『同音J 新坂!日版共に独

字のお乙絡が登録されている c その注字設はさきに示した悩 ω 1)

<笠>である。なおこの酉夏字は<人間>年えの頭に冠みをつけた形をとっ

ている O

この酉夏語の<笠>と<笠をかぶる>の対立は，ピノレマ語やどス語のつぎの

形態に対応する O

酉夏語 ピノレマ語 ピス語
(3) 

笠 tき1ε(上声) *ch:mg tきong

守主をかぶる tき1ε(平声) ch:mff-saえ tshさng-ng";ε

F文海雑類iには，この韻類に属するつぎの二字が登録されている O

員じ ~疏jlt 平34上 mε 輪 正 歯 独

牧 統芸Z ーと31 ndzit: 信じる 正歯独

く輪>の反切下字にほ，上声韻字が使われず，平声韻字と上(声)の注をも

(3) こむ tsongはタイ語からの語尾語であろう。期待できるピス語形として匂ng一旬hongが考え

られる。形式が類訟することから，タイ語形と交替し易かったのであろう。茜田龍雄 fピス語

の系統J~東高アジア研究j 4巻 3号 1966参照。
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って指示する。

小韻 1の上戸字の派生関係ば，つぎのように分析:できる。

献血叫(上3)招く→〔意的取 mie(平34)招く

〔吾符ユ

j徹 miε 也1)音階

~ 

小韻 9RIL U;W1ε 叩 4)く雷音が鳴る〉は，抗告く免ぬ(平60) く冨が

鳴る〉と関係する。後者 kl~ は殺時制4) く冨>かち派生した文字であ

るc

小韻10it帥と小韻11ii.1ぬは同義語で，く速い>を意味し，字形は

百七と革手速から出来ている o

aiの略形-iと音の鋳 → 悦

弊の略形ゑと音の偏→ゲiε

流風雪類に罵する上声字経の初頭音は推定する根拠に欠ける O

平声34韻・上声29韻の韻母と声母の連続関係を表示するとつぎのようになる O

¥¥戸母| 翼
政母¥¥ 砧

舌一以
吉
上

軽
}岳

-1εi p-ph-

m-mb-

町 v

--1ε 

-le2 

No. 620 ! ?1ε tき1ε k'ie C 

O tきW1ε C O 
?le2 O kie2 O 

C 

内

0

0

O 
kiε(平声34韻代表字〉

kie (上声31韻代表字〉
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;.j二 山
幽
一
明

喉 流
風

正
歯

k-kh- ts-sー ?一手y-
nd堂一員ー

ts-tsh-
vnb 

k- ? v
Q
U
 

?ー

平声34韻・上声31韻の韻母は，

軽零音，舌頭音，言上音，歯頭

音を初頭音としなかったことが

わかる。

韻図35を，筆者の再構成形式

にしたがって書き改めると，左



のようになる。

36. 韻図36 平声35韻・上声32韻

韻国36は，酉夏語平声35韻と上声32韻の特定の形式を函示したものである O

。こノえ安虫、 O 

O 三百 O 

O 哀 O 

銭。
00  

すー血、{ 

議巳

。彰)

O O 

。{コ

-・・回同.

No. 620 (26a) ， No. 623 (40b) ， No. 

624 (18a) ， No. 621 (24b) はいずれ

も文字の配置辻一致していて，一段

目は，重唇・軽雲音の枠と歯頭・正

蓄音の枠に，二段呂と三段目は，茜

頭・正醤音の枠にのみそれぞれ西夏

字一字が記入されている O 流風音類

の枠は，五段Eの上方左側にのみ茜

夏字が書かれる o U文海iの平声35

韻は， ~まじめの 2 つの小韻〈所属字

5字)にあたる部分が残在するのみ

で，以下は散役しているために，こ

の韻類全体の小韻の数と反切は不明

であざ。したがって，それに相応す

る上声韻形式の推定も，また乙の韻

図の枠組みの控定も確実な根拠を欠

くことになる O しかし平声35韻に所
図36平声35韻・上声32韻 No.620 

罵する文字は， No. 621の『五音切

韻』かち判明するから，上述のような反切を根拠とした場合に比べて，確実性

では劣るけれども，韻留における配置とそのほかの転写資料にもとづいて，各

文字の音形式を大きい誤りなしに推定する乙とが可能である O

この韻図36と韻図登録文字の『同苦』における所j書類を基に，こ D韻類の韻

母は，軽唇音，正歯音，流嵐音以外の初頭音とは連続しなかったこと，少くと

も誌ーには， ts-tsw
- tふ2 の三形式の対立があった乙とがわかる O

筆者は以前平声35韻・上声32韻の韻母として -enを推定したが， この韻図

(4) r文海iの欠けた個所lまついては，損著『芭夏文字一解読のプロセスJ玉JfI大学出版部 1980. 

p.104ーを参照されたい。
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によると， -diのほかに，合口韻一%良と一ε九の二形式も含まれていたと考

えざるを得なくなった G

つぎに推定できる平声韻の小韻とそれに相応すると思われる上声韻小韻を列
(5) 

挙する O

平韻代声韻表小字 F反文切海j 所F罵詞小苦i類 形再式講成 上韻声代音表員小字 所『属同小音』類 形再式構成

35. 1 孟~1 侃 'lJ}軽震 4 f-di i託軽唇 4 f-ε良

2 長J.支$(. 4え+少 i-ー廿吉ー 正歯 25 t三一εfi 桜 正歯 26 tき-εfi

3 ff: (欠) 正歯 85 tきh-ε長 彩.w-..色仁 正茜 86 tsh-ε良

4 釘え 〈欠) 正歯 3 き-ε良 ifi E握独 き-ε且

5 Z存 (欠) 正歯独 tき-ε主2 締 正富 67 tき-εfi2

6 Z25 (欠) 正菌独 t主主-efi2

7 -nlt (欠〉 流民独 きー曹ε良

8 長安 (欠) 正菌独 tきー曹ε主 ~lt 正歯 78 ts-曹efi

小韻 1 の反切下字Il~l は，平声36韻に属している。軽唇音色色(平35) は，
fefi. (平36) とほとんど弁別できなかったのであろうか。 (p.13韻図 No.624)

小韻 30)平声韻と上声韻の配分は，韻図に記入されている韻類代表字と，u同
音Jにおける小類配置原則を根拠に決定した O

小韻 7の文字は，韻国と『同音J共に流風音類に所属させている O 類似した

字形の文字が正歯音類独字にあって紛らわしい O

ri1t zwdi (平35) 痘筆 流愚苦類1虫字

援も IIWaw也 0) 蹄，瓜 正書音類独字『文海雑類』

f文海雑類Jl ~乙は，平声35韻・上声32韻の韻母をもっつぎの文字が登録され

ている O

(5) 注(1)にあげた MopeflUCbAteflに平声35韻の所属字が掲弓rられているがくp.181ー)，はじめ
の軽唇音小類40)二字と正歯音小類25の三字が欠けている。

.":"': "、一三三三 ，ゥ ー守 ~ 

芸ヨ1~Ht 。妓怒ら乙
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~ 'Jit延長ε&由 2) 寒い

託 依存 叫2 (平知行く，遊ぶ

3免 悦 3Z2必ε邑出2) 有る

乙れきの韻母と声母〈初頭音)の連続関係をつぎに表示する O

重
唇

軽
唇

吉
上

舌
頭

牙 歯
頭 喉 涜

愚
正
歯

ーεa f-

韻図36を筆者の再構成形式に書

き改めると，左のようになる O

F毘音i軽雲音小類 4に属す

る2字は， 11世紀中頃の wdiか

らすでに無声音化して， (Mefi] 

に変化していたのであろう O そ

れを fdiで表記したoif島ω[MefiJ往く 彰j釧川]もつ

一曹efi

一εfi2

O tsefi O O fε員

O ts曹ε長 O O O 

O tきefi2 O O O 
2wefi 0 

O O 
tきhε五〈平声35韻代表字〉

tshefi (上声32韻代表字〉

37. 韻図37 平声36韻・上声33韻

tき-tきh-

ndき II-

tき-

ts-nd堂一

き-

るG

韻図37は，酉夏語平声36韻・上声33韻の特定の音節形式を函示したものであ

これらの韻類に所属する小韻と所属字の数は少なくなく，したがって韻図一

段自にはすべての枠に酉夏字があるほか，二段目は牙音の枠に，三段自は舌頭

・舌上音と歯頭・正歯音の枠に，四段目は舌頭音・舌上音の枠にそれぞれ酉夏

字が書かれている O 流風音の枠は五段呂上段右側(1-)と六段呂上段中央 (z-)

が使われている O

筆者はさきに平声36韻・上声33韻C韻母として， 関口韻 -enと合口韻ー曹efi

- 9ー



斎 ~ J」2砂多-度長 7険
。 O ヌ毛、 O O 

O ZJ与ゑ. 。友 O 

O O ぐコ 2託 O 

O 。議。

争O時t

]噌l主見宏司

1(1花

図37 平声36韻・上声33韻 No.620 

平韻代声韻表r字j¥ 反『文切海J 房F罵間小音類』

36. 1 I'~l 欠 重唇 33

2 ~Iち 欠 重唇 26

3 
IIn 欠 重唇 20

4 ね~ 欠 重唇 g 

5 Z良 欠 舌頭 83

6 否!ス 欠 舌頭 15

7 持 欠 苦頭 37

8 ~ミJコォK 欠 舌頭 44

ヨ d枕 欠 牙 52

を推定していたが，この韻図の枠

組から，そのほかに -efi2 と -wefi2

が必要なことがわかった G

しかし u文海』平声36韻は，

残念乍らはじゐの部分が欠けてい

るために，全体のノト韻の設定と反

切下字の系聯は完壁にはいかな

{， ¥ 
、‘い

いま推定できる小韻を含めて，

平声韻各小韻の反切とそれに相応

すると考えされる上声韻小韻の再

構成形式をあげてみる G

再形式構成 上話代声韻表小字 所『属同小音類』 形再式講成

p-efi 五令 重唇 33 p-efi 

ph-efi 一i事G手も- 重唇 26 ph-e五

m-efi 
専.ft 重唇 20 m-efi 

mb-efi A，E唄4t7b 重唇 8 mb-efi 

t-efi 終 舌顕 82 t-eh 

th-efi t私 舌頭 15 th-efi 

n-en 務?舌頭 37-38n-efi 

雨モ 吾頭 96 n-en 

nd-en ~t 舌頭44'"'-'45nd-en 
Ao'ら

k-en ~ñ仁 !1二 52 k-efi 

-10ー



10 ~式ヨ日4pk 多区鋒牙 20 kh-en 昇長牙 20 kh-en 

111る 殺そ会牙独 。g-e主
12ι当

7丹 精鋭牙 57 巧g-en 彩キ拘字h 牙57 写g-en

13 誇 級 j稔歯頭 1 ts-en 係書頭 1 ts-en 

14;す 議~- 手..-t.段-歯頭 26 tsh-efi 対""rhι1 露頭 26 tsh-efi 

15 ~あ 議委ご醤頭 73 s-efi 善良歯頭 73 s-efi 

16 1徐 紘手段菌頭 2 s-efi 

171芳3 え花会 E侯 4 ?-efi 

18 設t絡会喉独 手-efi 月等喉 71 手-efi

19 長ゑ 低手伝 a侯 54 ?-efi 持喉独 手-efi

20 手医 5忽Z反流風間 l-efi iZ 流臨08 l-efi 

21 寺弘 姦{，I，支流風独 l-efi 

22 :1t ~ñえ ~I秀芳問 k-wefi 前も牙悶 k-曹 efi

23 j噌7些f 絞殺菌頭独 tsh-曹 efi

24 ~l秀 務長支之、歯頭独 s-wefi 

252長 諸手伝仁舌頭独 t-efi2 

26 枝良 訟lint舌頭目 n-efi2 

27 鋭kii l~t 舌頭独 n-en2 

28 家 ;iji花歯頭独 ts-efi2 

29 ~長 2257Z牙46 司g-en2

30 ~nt 話会姦歯頭112 s-efi2 

31 i毛 令命t歯頭日2 s-efi2 

2 予防tす昼 2Z流風独 l-e長2

33 J~t 統萩舌頭 96 n-曹 efi2C?)

-11-



上掲小韻 9までの反切は不詳である O ノト韻10以下の反切を整理すると，完全

な系聯関係を示さないグループがあるが，全体はつぎの四類に分かれる c

長切下字 I類 偽→紘一萩ー仮〈反切不詳)

ノ ..，1'

i徐 殺

-en 

(反切不詳〉

豆類 Jl~ ~ 九

車類 a 発ー窃ヒニコ菟

b 筑ニ姦

-wen 

-enz 

皮切下字 I類には関口韻 -enを， n類には合口韻ー曹enを， 車類にはそれ与

と対立する -en2 をそれぞれ推定する O

1I[類 a と b~ま，初頭音で補う関採にたたないが，その反切下字 a ~.毛と b
忽毛ι;ま，共に問i田司坂 F罰晋」歯頭音小類

ている O それに対して， 新版 7毘音Jではそれぞれ独字として分離され， w文

海Jの枠組みと合致する O

る

夜
駒

，Gf
q
A
1
時
四
川
?

っ'
U

守

1
ム頭歯n

H」目
立
日間P

H
U
 

版ロパ
H

新版『毘音』独字
"ヨt)，ι

三日℃

発
研ぐ

独字 免

乙の 2字は11世紀中頃には stsheh2 と発音されたが， のちに seh2 に変った

と考えられる G 新干IJW同音』および『文海Jがどのような理由でこの 2字を分

けたのかわからない。 stshーから sーへの変化は，チベット語においても 8世

紀かろ 9世紀にかけて起っている。

(6) チベット語は司じように 8"'-'9世紀に sts->sーの変化を経験した。 gstsan→gsanく聞く>，

dri -bstsung→dri-bsungく悪い臭い>。したがって 2世紀以后の sーは， stsーと sーの二つの

末、源をもっている O しかし，一方若干の単語で， 古い stsーが保存されたo stsol-おく賜る，

授号する>。ギャロン語;こも近年同様な現象が報告されている。 k~ stsiE→k~ s :IEく熱い〉

〈チベット文語の tsha-baく熱い〉も *stsha-baに遮れる可語性がある)ftJiE 10r> f : IE lor 
く孤独>ロ [s: ] [f: ]のように長音化する。ギギ、ヤロン語にも一方で古い五影予を保存する形式が

現存する。 f兵t汀J戸iく十>， f兵t[o一く十(西)λ，十(五)λ，十〈六〉の複合形iにとおける十>の形式がそれ

である O 金鴎等「嘉戎語竣磨話的語音和形態Jr語言研究Jl 2，肌

古い形式 S坑tsぬh一を伝えている。

- 12ー



I類の関口韻の反切下字をもっ文字は韻圏一段自に .H類の合口韻の文字は

韻図二段自に，車類 -efi2 ~ま韻図三段匡にそれぞれ記置されている O 乙の -efi2

をとる音節は無声無気音以外の初頭音に意外と多いのである O 四段自に置かれ

た酉夏字は.w同音JlW文海JlW文海雑類』いずれにも登録されていない O おそ

らく twefi2 を表記したのであろう O 乙れは小韻33の代表字に手偏がついた形で

ある O

流嵐音類の五段目上方右側は lefiを，六段呂上方中央辻 lefi2 を表示したも

のと考えられる O

No. 620以外の韻図に見られる文字配分の異同をあげておく O

N o. 623 (42a)部分

予防l0 萩

。。。

l乎|
中央の梓とその中の文字はあ
とから書き入れられたもの

No. 621 (25a)部分

い ZEF

。22t

220議 7;
。。

脅L

No. 624 (19b)部分 No. 624 (19b) 

Z反 後 tefi pefi 

O 。
O O 

2案。章。 tefi2 o fefi 

。
O 

三段目丸印の右鶴に，平声35韻の fefi (平35)は平声36韻の

文字 fefiが書き込まれている 反切下字をもっ (p.8) 

舌頭音類の 2字が重唇音類の枠に書き入

れられている o 流愚音類の構外左右には

書き誤った文字がある 9

調外iと書き入れられた文字は，多くの場合，

その枠にはまる形式の音注乃至はそれと近似し

た音形式を示している。後者の場合，あとで見

るように，韻菌作成当時の酉夏語韻類相互の関

係、を知る上で，極めて有力な根拠を提供する。

『文海雑類Jl~乙は，平声36韻・上声33韻に罵

するつぎの二字が登録されている O

-13 -



最

先 λ
'nJ，. 

政tJ決

意報

〈上33) lldze長 別の cf. WrT gzhan 

〈平36) lefi 広い WrB kyay<klay 

つぎに平声36韻・上声33韻の韻母と声母の連続関係を表示すると，これらの

韻母は，軽唇音，舌上音，五歯音とは全く連続しなかったことがわかる Q

正当 重
軽唇 頭吉 舌上 九二 歯頭

jE 
自民 j風走

唇 歯

-efi I p-ph- t-th- k-kh- ts-tsh- ?ー

出 -mb- n-nd- 司g- ndz-s-

ε且 i k- tsh-s一

-e長2 t- n- 1)- ts-s-

-wefiz t- n-

No. 620 I汚良 tsefi kefi tefi pefi 韻函37を筆者の再構成形式に

O O kwefi O O よって書き改めると，左のよう

O tsefi2 O tefi2 O にずよる Q

C O O twefiz O 

O le良 小韻33は， 反切下字 -e.nを

O lコ もち，反切上字は?と系聯す

lefiz るが，実擦には n百九であった
O 

tshefi (平声36韻代表字) のではないか，と疑える O

tshefi (上声33韻代表字)

38. 韻図38 平声37韻・と声34韻

韻密38は，酉夏語平声37韻と上声34韻の特定の音蔀形式を国示したものであ

るO

No. 620 (27a) の韻留で誌，第一段自の舌頭音・舌上音の枠と二段呂の牙音の

枠，そして五段呂右上の流風音の枠に西夏字が書かれている o No. 623 (43b) 

と No.624 (20a上段)はいずれも No.620 と同じ形をとる C しかし No.621 

(25b)では，一段目の文字が重春・軽唇音の枠に置かれている O 乙の事実は単

なる書き誤ちなのかそれとも依拠した西夏語の方言的な差異を反映しているの

-14 -



。 。。脅日 O 

。o J怠 O O 

。。館。

長会

図38 平声37龍・上声34韻 No.620 

字形であろう C

0 00  0 揃1
。0 脅 o 亡〉

No. 621 (部分〉一段白と二段目

かいまは決定し難い(cf.(中)p.21etc) 

筆者は平声37韻・上声34韻の韻母

として，関口韻 -e と合口韻 _Weを

推定した O しかし， w文海J の反切

によると，この韻類には，これらの

韻函が受録する無声無気音にはじま

す音節はなく，また吉頭・舌上音と

牙音の枠に記入されている文字は，

『文海Jl W文海雑類Jl ~こは含まれて

おちず， W同音』の中にも見出せな

い。おそらくそれ与は後の時代に

te， kWe を表記するために作られた

?文海Jの平声37韻に罵する小韻代表字とその反切およびそれらと相応する

と考えられる上声韻字を列挙しょう O

平韻代声韻表小字 f反文切海』 所f属同音小j類 再形式構成 上韻声代韻表小字 所『同属小音j類 再形携式成

37. 1 訟も 抗議重 唇 72 ph-e 夜重唇 72 ph-e 

2 1遜 緩タj今 重唇独 mb-e 云4子2円7 重唇 85 mh-e 

3 !行 知徹吾頭独 th-e 絹仁舌頭 30 th-e 

4 長女 最盛!行舌頭独 n-e 椛 苦頭 91 n-e 

前 ~二独 I)-e 

報} 舌頭177 n-We 

5 jø~ 才色cMlfiA牙邸 kh-we平 l~fi 牙独 kh-we 

6 治主 忽今#え-、号T交. 流思独 l-e 乙すlu 流嵐独 l-e 

- 15ー



小韻 3の平声韻と上声韻の相応、は，韻国の代表字から容易に判断できる O

上声の合口韻字を反牙音 khwe一類であるために，小韻 5の平声合口韻は，

切下字として使い，平と注記したのである O

khluh (平7)-n官 e(上34)平 >kh-宵 e(平37)
時 5需物}1反

つぎの二類になる O

)首

上記の反切下字を帰納すると，

吾会反切下字 -e 

M
m似

-ーーー巴ー，
~ーーーーー・

1，t} l-~'稿)ロ _We 

I類は合口韻 _Weをそれぞれ代表する O

つぎの三字が登録されている G

E 

I類iま関口韻 -eを，

f文海雑類Jl ~乙は，

(動語)馬lこ乗るndze (上34)ζ季ゑ
奔じ

任長

手み耗漁録音え 二 ndze(平37)

(名詰)

乗ることの意也， ?a-ndze (上34)

乗馬ndze (平37)

争うndze (平37)

rl{(協義~仁散

緋じ

和せず事を争う也

これらの韻母は軽唇

吉・舌上音，歯頭音・正菌音・喉音とは全く結び付かないことがわかる C

平声37韻・上声34韻の韻母と声母の連続関係、を見ると，

流
JflA 

lf扶正
謁

ndz-

曲芸
頭

九二

専一

kh-

舌
上

舌
頭

th-n-

n一

¥ ¥ 戸 母 重 軽

損母¥¥!唇 唇

I ph-mb -e 

曹 e

韻図38を筆者の再構成形式に

よって書き改めると，左のよう

te と kweはその韻函

の位置かち推定したものであ

になる G

No. 620 I 0 0 0 te 0 

e 0 0 
le 

O 

the {平声37韻代表字〉

the (上声34韻代表字〉 る G

-16 -



平声38韻韻図3939. 

韻図39は，酉夏語平声38韻の特定の音節形式を図示したものである O

一段自のNo. 620の韻図39には，

牙音の枠に西夏字一字が置かれてい

No. るのみである o No. 623 (44a) ， 

No. 621 (26a) は，

No. 620の形態と一致する O

『文海』の平声38韻iこは，全体で

11字が所属し，六つの小韻に分けら

れる O 筆者はその韻母を -eY と推定

した O それに椙応する上声韻代表字

がなく，またこの韻図にも上声韻代

しかし，表字は記入されていない O

実擦には平声38韻に相応する上声韻

まず『文海~ ~é記録される平声韻

各小韻の代表字と反切そして

624 (20a下設)， 

字は二字あった O

O 。3R 。。

O 

o I 

需長

一
夜長

レー

『同

音』の所属小類番号を列挙する G

ヮ“-H斗A唇重
み
多
hu

--nuHH 

，タ，
A

F
主
務
務
洋
条
一
献

は
時

mm
漁
M
U

貌
持
説

!日再構
成形式

F同音』
所属小類

平声38韻 No.620 図39

上

改訂形式

mb-eY→ mb-leY 

mb-ey → mb-leY 

kh-eY → kh-leY 

→I]-leY 

→ k-ieY 

→き-leY

k-eY 

司-eY

き-eY

重 唇 独

正歯独

牙164

牙 79

牙186

小
字時

級
紙
得
一
一
托
初
級

1 

2 

4 

5 

G 

3 

38. 

つぎのように系聯して平声34韻とつながる O

- 17ー

上記の反切下字は，



反切下字宝探)ーゑ→ 話今(平34-le) -ieY 

何故平声34韻の文字を反切下字とするのかその理由は詳かではないが，この

事実ほ平声34韻と平声38韻が非常に近い形式をもっていたことを物語っている O

したがって筆者の以前の推定形式平声38韻 -eY を平声38韻 -leYに改めたい。

平声34韻と38韻はつぎのように対照される C

経 m凶(手34)<部姓> ifえmb'ieY (平紛<快楽>

ノト韻 6は，反切のあとに「上jの注記がある上に，所属字二字の意味を説明

した割注の中にも，上声で発音することを明瞭に述べている O

鍛 絵委主i散含2委設.統芸妥!被31td込努
立虫也。担轟類ノ中品属μ 也。上ヲ以テ謂70

蔽 終え萎私 Jnt磁力骸
昆 虫 也。 上ヲ以テ;j百フ也む

この二字が上声韻であったことは間違いがない心

f文海雑類Jには，つぎの二字がある O

え e~t彰1 n倣 y (平釦飼育する

ーユ『
~、

λ~ 

ぷ:豆、
吐き'ieY(平38)欲来する

この韻母と声母の連続関係をつぎに表示する G

¥ ¥声母;重軽舌吉 司

請す¥!唇屈頭上 ぺ

-leY mb- k-kh 

IJ-

j菌
頭

正
記ー

き_ndz-

u侯 話
風

この韻母は，軽唇，舌頭，舌

No. 620 I 0 0 kieY 0 0 上，菌頭，喉音および流愚音と

c 
; は連続しなかった C

o 
kieY (平声38韻代表字) 韻図39を筆者の再構成式で書

き改めると，左のようになる G

-18 -



40. 韻国40 平声39韻・上声35韻

韻図40は，西夏語平声39韻・上声35韻の特定の音節形式を図示したものであ

。認え O 。 o 

夜存 2愛 O O O 

踊Z綴。。

ヌ亥
受花

図40 平声39韻・上声缶詰 No.620 

~句。 三役

…」ー，
i官庁 支え

t/考与
え'え

O O 

。 Cコ

』一

ζ〉

cコ

No. 621 (蔀分)No. 620 にない文字は，上声

44韻 sbfiである。

るo No. 620 (28a) ば一段呂の歯

頭・ E歯音の枠と二段自の歯頭・

正歯音と喉音の枠に西夏字がある O

また流嵐音は五段目上段左右に二

字が置かれる o No. 623 (44b) ， 

No. 624 (21b上段〉は， No.620と

一致し， No. 621 (26b) は左下の

ようになっている O

題頭・正富音の二段自の文字が

三段呂に置かれ，二段自には別の

文字(上声44韻〉が書き込まれて

いる O との韻類とのかかわり合い

は明瞭ではないが，その文字は

sI:>h (上〉と読まれた。

筆者は平声39韻・上声35韻の韻

母として，関口韻 -Ieh のみを推

定していた。

この韻図の配置かち見て，関口

韻のほかに合口韻もあったと推定

すべきであろうか。

まず『文海』の平声韻小韻代表

字と反切なさびにそれらに相応す

ると考え得る上声韻形式を列挙す

るG

(7) No. 624の韻図では， 20bが二枚あり，平58・上51韻の韻図が混入する。

一時一



平話代声表韻/字j、 反『文切海j 所『罵司小晋』類 形再式構成 上韻代声表韻小字 所F屠同小音類J 形再式構或

39. 1 naZ ~n日主亘ん4手は4 正歯独 t設1-1efi

2 度Z 浪j人え足A支立λ4 重唇独 ph-iefi 

3 !t 説委 J~~ 重辰 62 mb-iefi 7言1λλ 重唇 61 m出-e良

4 1民 認ti受重唇 53 出 -iefi

5 34t4ι=n E 議t~該重唇独 m-iefi 鈎重唇 90 m-ie長

6 えミネ じ主 ~!ì 舌頭 9 nd-iefi 茶 舌 頭 13 nd-iefi 

7 善努 ー5亘・え2玖:J~ 舌頭 10 nd-lefi 

8 J手〈久乱 気綴玉 頭独 n-iefi 

9 存変 1主1該牙 74 kh-iefi 

10 da え長Z該牙 40 司-lefi

11 メ4LJ安《 妥長j弘菌頭独 ts-ie長

12 13ラ. 予え依歯頭 76 tsh-iefi 受子醐 76 tsh-iefi 

13 女2Z2久2 言写綴歯頭 3 s-iefi 会ft歯頭 3 s-lefi 

14 ifE 2五z;え喉 57 ?-lefi 

15 必4亨J<.λ4 221託流麗 1-lefi :ソl¥二予三 流風 l-iefi 

雨支 流風口 l-iefi 

上記の反切下字を帰納すると，つぎのように一類に系聯する O

反切 下 字 減 → 必ー匁 -Z長←育支(匁) -lefi 
't 

)~ゑ/ノ

この一類は関口韻 -Ienを代表していると見てよく，反切からは合口韻の存

在を推定する根拠を発見できない c この韻園40では，二設自が関口韻を代表し

ていて，一段呂の文字は「文海~ ~文海雑類~ ~同音J にも登録されておらず誤

って乙こに記入されたものと考えられる。

韻図五段目上方左側の文字は，流愚者の上声字であるが，これも合口韻では
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なかった(漢字表音領，チベット文字表音 lde，zle訟 O

そのほか， ~文海雑類J には，乙の韻類の反切下字をもっつぎの三字があ

るC

ゑ丞
長 2

日予

るI!..
H久

蔽殺

到安委?と

ヌi会 ~ft

長iefi(平39) 正歯音独 住む

ndzlefi (上35) 歯頭音91 師

ndzlefi (上35) 茜頭音91 教える

平声39韻・上声35韻の韻母と声母の連続関係を表示すると，つぎのようにな

る。

ぷき|重
軽唇 頭舌 上舌 牙 歯頭 五

再長 流嵐
唇 歯

nd-n- kh-1J一 ts-tsh- tsh- ? l-t-

m- s-ndz- n-

この韻母は，軽唇音と舌上音
No. 620 I 0 

。 O O O 
手lefi tSlefi O O O 

誌は連続しなかったことがわか

日efi He長 るO

O O 筆者の再構成形式をもって，
slen (平声39韻代表字)

slefi (上声35韻代表字〉 韻図40を書き改めると，左のよ

うになる O

41. 韻国41 平声40韻

韻図4Uま，酉夏語平声40韻の特定の音節形式を図示したものである O

No. 620 (28b)では，一段呂茜頭・正歯音の枠と，二段目の重唇・軽唇音の

枠にそれぞれ酉夏字がある O 流嵐音は，五段目のみを使い，上方左右に二字書

き入れられている o No. 621 (27a) ， No. 623 (46a)は， No. 620と一致するが，

後者には左艇に書き込みがある o No. 624 (21b)は重唇・軽唇音の枠に文字の

記入がない O 筆者は平声40韻に関口韻 -le を推定していたが， 実際にはそれ

にあたる合口韻 -wIeもあったことが， ~文海』の反切とこの韻園の配置かち確

認できる O
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L ー

O 幼 O O 01 
O O 。o F ゐ氏，.，... 

曜。

斜j

私|

No. 623 

|イ緩〈部分〉

。
?f i去)

上方〈右)力声le
〈左)蓋

下方の二字詰不詳

。乏寄: O 〈コ く〉

o 0 0 0 <:> 

J弘、徽

o 0 

2茄

否叉

函41 平声40韻 No.620 
No. 624 重唇・軽唇音二段昌の文字

が欠ける

『文海JのIJ¥韻代表字と反切をあげてみる c

平声韻小 『文海j r詞吾』 再構成
韻代表字 反切 所罵小類 形式

40. 1 会桜 徹幼童医独 ph-le

2 1玄 綴焔舌頭159 nd-ie 

3 寄る 統幼童唇132 m-le 

4 1あ Mrt徽蕗 頭 独 tS-le 

5 街失 荷幼流風独トie

3害現 士会冨 Zλ、
6 ~力 hi事《 軽唇 15 w-le 

7 秋 経劾流嵐山トwIe

ヒ記の反切下字を整理すると，つぎの二類に帰納できる C

反切下字 I 筋 = 徽 -le E Z完=合唱
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I類は関口韻 -leを， 1類は合口韻一曹leを代表した O 小韻 6~ま軽唇音と連

続する音節で，本来合口韻ではないが，合口韻の反切下字をとり， No. 620の

韻図でも合口韻の枠に入れられている o No. 624の韻図ではその文字が記入さ

れていないのは，それが関口韻として扱われたためであろう O

実際に関口韻と合口韻の対立を示すのは，流嵐音 iーを初頭にもつ音節だけ

である O

徽

与え、

l1e 太い，大き L、

i曹 ie 迅速

ている O

『文海雑類』には，この韻類の文字を反切下字とするつぎの二字が登録され

--uめ
れ

4γい

-r嗣
-
一
変

呼と多数 nd批〈平40)

ZEjあ23E24zIe上(平40の上声)

衰える

嵐貌

あとの文字の反切から，平芦40韻にもそれに杷応する上声の形式があったこ

とがわかる O

平声40韻の韻母と声母の連続関係をつぎに表示する O

訳書 軽
唇

歯
頭

喉 流
底

舌
頭

舌
上

正
握

牙

-wie 

-le I ph-m- w- nd- ts-ndz-

No. 620 I 0 

O 

tsi:e 

O 

この韻母は，舌上音，牙音，

正歯音J1侯音とは全く連続しな

O 

O 

O 

O 

O 
Wle 

lwle He 

o 0 
tsle (平声40韻代表字)

平

かっTこ。

韻国40を筆者の再構成形式に

書き改めると，左のようになる O

wi:eは韻図が作成された特に

は，すでに Mieになっていたかも知れない。
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42. 韻図42 平声41韻・上声36韻

韻密42は，酉夏語平声41韻・上声36韻の特定の音節形式を国示したものでdS

--
苓O 青天 O O 

j隊J存ヒ J度 。亡〉

。1f O O 。

c、。
受長
続

図42 平声41韻・上声36韻 No.620 

る o No. 620の韻図 (29a)で法，

一段 ê~ま重唇・軽唇音と菌頭・正

歯音の枠，二段目は牙音，歯頭・正

歯音の枠と喉音の枠に，三段自は

歯頭-iE歯音の枠に，それぞれの

酉夏字がある O 流風音は，五段目

の下方と六段目の上方に丸EPがあ

るのみで，文字は書かれていないo

No.621 (27b)， No. 623 (46b)は

No. 620 と一致するが， No. 624 

11ゑ
。 苓
， I払 O 

O 

sb a 
。

~ 

彰}存!干

No. 624 (部分書き込まれた文字)

(22a)には，重唇・軽零音の欄と喉音の欄に，別の書き込みがある C

韻国のこの枠組は w文海Jのノト韻の分類と一致するであろうか。筆者は平

声41韻・上声36韻の韻母として関口韻 -eN のみを誰定していたが， r文海Jの

反切と韻函におけるこの配置かG， そのほかに合口韻 -weN と， それらに対立

する -eぬがあった乙とがわかる O

F文海』の平声韻小韻代表字とその反切，そしてそれらに相応すると考えら

れる上声韻字を列挙する c

平韻代声音表員小字 『反文切海』 所『属詩小音類』 再形式樟戎 上韻代声韻表小字 所『属間小苦』類 形再式講或

41. 苓重 居 間 p-eN 

1 あ住 校1M牙122 kh-eN 
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2 2丹生-.::l、 2護1tえ正歯独 tき-eN

3 益 手錆綴舌上独 I¥>-eN 主舌上独 I¥>-eN 

芳子正歯独 tsh-eN 

4 又~スZ ~該 正歯〈新)78 s-eN 忽た正霞 き-eN

5 2蒜 ~flll為、 牙問 k-weN ~t 牙独 k-weN 

5 苓ヒ 支え、 Il~\ 正歯独 tき-weN

7 長森 挙 1)琴喉独 x-weN 続喉 72 x-weN 

8 '1方1 玄え i疹 E侯独 ?ー曹eN 受注喉独 宇一曹eN

9 子~島ι 硲tJi菜仮正歯独帥-eN2平 目薬王歯独 tSh-eN2 

上記小韻の反切下字を整理すると，つぎの一類に分れる。

反切下字 I 総 口預 -eN 

E 
1Iゑl' • I寝 一曹eN

E 月薬 -eN2 

I類は関口韻 -eN， n類はその合口韻 -weN，1類はそれちと対立する -eN2を

代表していた O 最後の文字は上声韻であるために，平の注がついている o ][類

の平声韻 -eN2 は小韻一つであるから， その反切下字に上声韻字を選び，平の

注をつけたのである。

この韻母と声母の連続関孫を表にすると，つぎのようになる O

JTl 重
唇
軽 舌

頭 上
舌

牙
醤
頭

正
喉

流
風唇 長

p- 時一 主h- tき-tsh-s-

一曹eN k- tき一 X一手一

-eN2 ts-tきh-

これらの韻母は，軽唇，舌頭，露頭，流風の各音類の子音と iま全く結びつか

なかったことがわかる O また t邑ーを初頭にもつ音節のみに， 三覆の韻母の対

立が認められた O しかし tseN2をもっ形態素形式は不明である O

- 25-



ー:;;;
ñ~ 諮問(平) 襟巻き

尋ヒ 信号N(平)

存 tsheN2 (平) 縄

最後の単語iま，漢語縄からの借用形であるかも知れない O この韻母をもっ

形式の中で，そのiまか措用語ではないかと疑える単語に， 2f会部印生，受It
きeN(平)獣(チベット語 gcan-gzan猛獣 cf.漢語牲)がある O

韻1%142を筆者の再構成形式をもって書き改めると，下のようになる O 韻図の

Noω10  蜘 o 0 山王)i 乏は改組『文海雑類~ w局

戸 eN tsweN kweN 0 0 音Jいずれにも登録されていな

O ぬeN2 0 0 0 

O 

O 

seN 平声41韻代表字)

seN 上声36韻代表字)

43. 韻図43 平声42・上声37韻

韻図43~ま，西夏語平声42韻・上声

37韻の特定の形式を図示したもので

ある o No. 620 の韻図 (20b) では，

一段目と二段目は共に歯頭・正歯音

と喉音の枠に，三段巨はすべての枠

に，そして四段呂は歯頭・正歯音の

枠にそれぞれ茜夏字がある。流嵐音

lこは六段目があてられ，上方左右に

二字書き込まれ，下方左右には丸印

が二つある o No. 624 (23b)と封o.

623 (48a)は No.620と一致するが，

No. 621 (28a) では重唇・軽唇音の
.ー』

枠に j支<有>の字が二字書き入れ

-26-

いが， tきeN2であったであろうと

推定できる C なお重唇音 peNは

上声韻の形式である C

然 布ゑ O 。O 

~î 完走 。。。
J丹4ユ色 j~ 支払(慈 者え

O 妥長 。

僻説
001 

初

図43 平声42韻・上声37韻 No.620 



るれている O

え毛 O 乙の韻図の枠組が F文海』によって代表される茜夏語

の韻組識と果して合致するものなのかをつぎに検討した

o ]支| いO 筆者は平声42韻・上声37韻に関口韻 -leN のみを推

者え
。

定していたが，その況かの韻母も含まれている乙とがは

っきりした O

jえ 『文海』に記録される平声韻各小韻の代表字と反切，

そしてそれらに相応すると考えられる上声韻の音節形式
No. 621 (部分〉

をあげてみよう O左上は lu(上1)

韻平代声韻表小字 F反文切海』 所F罵詞小音』類 形再式構成 上韻代声韻表小字 所『属同小音」類 再形式構成

42. 1 初、 諸説正歯(新)82 tS-leN 

2 
五百i 支え故正富(新〉独 tS-l

3 
frfri ;5t粛正歯 69 tsh-leN 

4 ー書苓拶4司1 1官j玖正滋 96 き-leN
条1正歯 65 き-ieN

5 民有 締1fO¥喉独 X-leN 

5 JノGムiλ究 tls初i咲独 ?-leN 
月三3喉 18 ?-leN 

支度 喉 18 手-leN

務支 日誌独 ?y-leN 

之~-t町p〈.、
絞殺正禽 967 tSh-IeN 

8 そj長 物 線 正 露独 S-leN 

g 友君 ヲBきι4磁tJ流嵐106 1-leN 
昆

流麗106 1-leN 

者え 女子誘致重唇 5510 p-leN2 

11 ヌ支 ~t ~~重唇 55 p-leN2 

12 紘 inth友重層独 ph-leN2 

13 与語 ~U! 重唇133 mb-ieN2 7等 重唇133 mb-ieN2 

14 τさIX芳 ヌq気i舌頭 99 t-leN2 
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15 A乎11 済支駁舌頭88-89 th-IeN2 

16 三件 す支那舌頭1臼 nd-'ieNz 

17 訴え 313三牙 53 k-leN2 

18 うえfλ z 多民刻え牙独 kh-leN2 

19 京叉 後;lえ歯頭独 ts-ieN2 

20 J告 327玖歯頭 27 tsh-ieNz 

21 引も ゑ阪歯頭独 tsh-leN2 

22 ，ij.fえ 乙fi~ 1tを歯頭目5 S-leNz 

23 百も 経訴え喉独 事-leN2

上記の反切下字を帰納すると，二類に分かれる O

経舌頭凶 nd-1eNz 

厳選頭独山eN2

12f茜頭邸 内 N2

多1流風 9 山 N2

反切下字 Ia 叙一一議1 b 手j長=コ~-w. -1 

¥諺i/

IIa 純一 総-~えー ;及
4p、

‘ 

b 阪=コイiも 一leN2

1 bの反切下字は，正歯音の二つの小韻のみに限って使われ 1a と音声的

子対立上ていた可龍牲は十分にある。小韻の配置の煩序から言うと，ト書音

喉音 流風音のj買になるべきと乙ろ，こ乙では 2と3の笥に再び王歯音が入

り込んだ形になっている O

正歯音

ts- tき- tSh一 言一

u長音

x- ?ー

正歯音

治h- き-

流風音

このあとの方のE歯音に反切下字 Ibが使われているのである o U文海J の

組織からみると，小韻 3tshieN 4 sleNと小韻 7t滋11eN 8きieNの由には何らか

の差異があったに違いがない C

お



小韻 3 有在凶eN閉 あいだ(間〉

4 高i御用 成る
成聖 反切下字

Ia 

受1針路(上) 聖なる

7 17R縦割(平〉 治める，誠む

8 1写iZin • 副総(平〉 少ない Ib 

ヌr，l人?きieN(平〉 イ互い

しかし，実際にはどこにその違いがあったのか判別し難い O あるいは初頭音

〈芦母)の来源の相違を反映しているのではなし 1かと想定できるが，今は確実

な根拠を欠くため，反切下字 1a と lbを一類として，弁別しないでおく O

反切下字 E類は，重唇音・舌頭音・牙音・歯頭音・喉音の音節に使われ，そ

の中，小韻21と22の歯頭音に，その二小韻語で系聯する反切下字 nbがあちわ

れる。

IIa 新凶eNz用組いとがる 漢語尖 反場下字豆a

b れ色刷

~Eえ拘2 附くs凶eN( ?)業

宅。E
 

字下切反

乙の両者の弁別も判定し難いから，反切下字 na とnbも一類を代表するも

のとして扱っておきたい G

また上声37韻の中に，出版『同音』喉音類小類誌にあたる文字が四字ある O

!日版 F毘音』では四字が一類をなすが，新坂『司音』でiまそれが二類に分けら

れ，それぞれに二字づつ所属している o 1r文海J上声韻もこの新版『同音』と

合致する弁JJ!Jをしていたものと考えちれる O

i日坂!ifPJ吾i喉吾 新坂 F司音』鞍音

西蕃 袋

現子 アJιテl入 ?leN (上〉 袋 類気愛知(上〉 西番〈チベット〉

-29-



員)騎手leN山

(挽手leN出

家

3，ik 

言j脇 市 川 上 )

類 l従 加 ( 上 )

家

3Jx 

新版 F局音』が弁別する南類にほどのような差異があったのか。それを推定

できる確実な根拠はないが， 前者の袋がピノレマ語の ?it<袋>に対応するのに

対して，後者の家(獄は家と同じ形態素〉は，ビルマ語の ?im に対応するから，

この二類に辻声調の上で，上声と上去声の対立があったのではなし 1かと考えら

れる O しかし今の段階では共にヰeN(上)を与えておく G

『文海Jの枠組を韻図の配置と照合すると，反切下字 I類をもっ文字は，一

段自に，反切下字 E類の文字は三段自に置かれている O これまでの扱いを透用

すると， 1 -leN， II -IeN2の形式を与えてよいだろう G 二段目の茜頭・正歯音

の枠の字~は所属がわからず，喉音質変は上声韻で上記の表の中の位置か
らすると，反切下字 I類をもっていたと推定できる O

四段自に置かれた換も所属不詳である G これらの所属不詳の文字は，後代

に作ちれた組み合せ字であった可能性が大きい。

二段目と四段呂はそれぞれ一段目と三段目の合口韻を表示すると見ることが

出来れば簡単であるが， ~文海」の反切からはその仮定を支持する根拠を見出

せない O

韻図六段目上方左右にある流風音の形式は，

マ与 色刷(平)

白雪印2 は)

の対立を示している O

音察;ζ使う

突

F文海雑類』には，平声42韻・上声37韻に所属する文字がかなり多く登録さ

れている O

説7主 11青Zえ nd政 N2 (平42) 占い 長頭 8 

ndzleN2 (平42) 律 歯頭 8 

ndz'ieN2 (平42) 父 歯頭 8 

(8) 西田龍雄『アジアの未解読文字j1982 大惨館書活 p.104-参照。
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秘

義え

刻託

日55あ翠帥N2 (平総

ndzieN2 (平42)

ndz1eN2 (平42)

銭 歯頭 87 <漢語銭

利益 歯頭 87

時節，時 歯頭 87 く漢語箆

乙の二小類の形式上の弁別も詳かではない O

~ 

妥ち

総

社

特

功

幻

札

飢

長l}

級

殺

枇

腕

級
/
1
1
1
，，、
i
i
i
¥

Z専2若手IeN(平犯)

~1もち[ hlieN2 (平42)

h1ieN2 (平42)

h1ieN2 (平42)

hl1eN2 (平42)

1¥青婦会 a帥 N2 出 7)

ndzieN2 (上37)

ndzieN2 (上37)

ndzleN2 (上37)

~t J.弁会 2帥 N2 (上初

ndzieN2 (上37)

n中く 日侯独

流嵐 69

地名 流嵐 69

聞く 流嵐 69

そぐ(鼻江ど〉 流愚 69

姦 歯頭 9

j頭応する 歯頭 9

彫る〈撃で) 歯頭 9 

判断する 露頭 9

受け入れる 歯頭 86

角，開; 歯頭 86

との二類ば上記の醤頭音小類 8および87にあたる上声韻を代表する O

歯頭 8 1)百五叉 ndzieN2 (平42)

品.L..ー.. 
菌頭 5 峰与脅J名 ndzieN2 (上37)

iノ '11

露頭 87 1I青)後温故N2 (引2)

歯頭 86 説!援 ndzIeN2 (上37)
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反切上字援と &~t は系聯し，反切下字減と忽(lla) も系聯する。

なお『開音』露頭音86/J¥類には，新坂・ i日版共に所属字が三字あって，ーと記
キ旬』

の二字の;まかに受るが加っている。乙の文字も上声37韻であろう C

平声42韻・上声37韻の韻母と声母の連続する関係を表示するとつぎのように

なる C

韻¥正戸¥且T|i 重 軽唇
唇

-leN 

-leN2 I p-ph-

mb-

No. 620 I ?leN tきleN

手YleN(上) 。
?IeN2 tsleN2 

O 。
neN 

O 

になる O

頭舌 上舌 牙

t-th- k-kh-

nd 

O O O 

() O O 
kleN2 tleN2 pleN2 。 O C 

lieN 

O 

きIeN 平42韻代表字〉

きieN 上37韻代表字〉

44. 韻図44 平声43韻・上声38韻

画 五
取

流
頭 茜 風

tき-tsh- x-?ー

き一 ?y-

ts-tsh- ?一 r-hl-

s-ndz-

乙の -IeN はおそらく口蓋音

化した形式を取り出して一類と

したものであろう G これるの韻

母は，軽唇晋類と舌上音類とは

全く結び付かなかった O

韻図43を筆者の再構成形式に

よって書き改めると，左のよう

韻図44は，西夏語平声43韻・上声38韻の特定の音節形式を図示したものであ

るo No. 620 (30a)では韻区一段目は，重唇・軽唇音の枠を除きほかの四つの

枠に西夏字が25り，二段百は舌頭・舌上音の枠にのみ文字が記入されている O

流愚音類には，五段目上方に三字と下方左側に一字が書かれ，右側には丸印が

置かれている G

No. 623 (48b)の韻図では重雇・軽唇音の枠に書き込みがあり，No.621(28b) 

と No.624(24a上段)は，いずれも流風音類の枠内の配置が少し違った形をと

っている G
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J在日文品生ふ 競 }負 。
。O O 糸 O 

野?

徐

犠
L一一

図44 平声43韻・上声38韻 No.620 

No. 623 

(部分〉

No. 624 

(部分)

No. 621 

〈部分)

.ι..， 

丹支 O 

o 

流風音

数

務

的支}

o 

流愚苦

愛会支;

務的
O 

流嵐音

この韻園の枠組が『文海Jの組織と合致するか否かをつぎに検討したい O

まず F文海』平声韻の各小韻の代表字と反切およびそれらと相応すると考え

得る上声韻形式をあげてみよう G

平誤代声表韻小字 F反文切海J 所F属同小音類J 形再式構成 上韻代声査表員f字j、所『罵局小音J類 形再構式成

43. 1 局 忽~}舌頭11 t-~w 

2 支援 続~)舌頭 20 th-~w 持 舌 頭 20 th-~w 

3 i危 i民t)吉頭165 n-~w 

4 磁 jt~l 舌頭 43 nd-~w jit 吾頭43-44 nd-~w 

51民 今鋒牙 72 k-~w 定刻73 k-~w 

受~t 牙独 kh-~w 

53."1ザi』 者~11 歯頭 31 ts-~w Z称歯頭 31 ts-~w 
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怒
該
自
縛
鋒
加
減
一
れ
疏
雑
系
ム
続
税
一
一
旬
以
仏
級
制

認11歯頭独

忍Jff歯頭 77

iñt~足取独
挙公取 47

2陵jJ 咲独

者E脱流展独

誇jlt流底147

受21!と流風独

論i能舌頭独

急経舌頭独

総務蔭頭 67

絞免露頭 71

姉災留頭 71

龍渇流思独

12E2主流嵐独

tsh-aw W
 

J
O

岬

唱

h

u

G

お

シ
ハV

円

i

ハV

円

i

頭

頭

菌

菌

』
弦
あ

-
d
a
A
dえ

s-aw 

?-aw 

x-aw 。長 E民 47 x-aw 

手 aw

l-aw 

l-aw 京
一
統
玄
一
説 舌頭152 t-waw 

流嵐143--144l-aw 

l-aw 涜風 31 l-aw 

t-waw 涜風 63 Hz-aw 

n 曹 aw

tsh-Waw 

s_Waw 

s_Waw 

1-曹 aw 絡流風独 ト河川?)

堂一曹aw

!二記の小韻の反切下字を整理すると，つぎの二類にまとまる O

反切下字 I }託 -Zl-iit(官) -aw 

紘一銭 〆/

lla ~毛= 稲毛 b J.支4え長 ζコ 1í~ ヱ _Waw 

C j.A4長、 ζ ゴ Z-aia円iF 

I類は関口韻←;}W を代表し， H類はその合口韻 _Waw を代表する O 反切下

字 E類の a)b) c) のグループは声母との関係で補い合っているように見える O

韻図では流嵐音類のほかは I類の反切下字をもっ文字は一段目に ， H類の反切

下字の字は二段呂に配呈されるつ

平声韻小韻18と19の二字は， I日坂 u[言苦iでは二字が合ーして小類71を作る
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が，新版 F同音』では共に独字の項にj書していて， w文海Jの小類の分け方と

一致する O おそらく小韻18と19は声母の来源の相違にもとづいて弁別されたの

であろうと考えられる O

i日寂 F同音ii濡
五五名 独字 小韻19 SWdW 

薪版『局音J独字 『文海』小韻18 sWdw<stsh可W

ノト類71

stshーか与 sーへの変化は，中央部チベット語では 7世紀から 9世紀の聞に

大部分の単語で完了し，ギ、ヤロン語にも近年同じ変化が起っている o (p. 12注

§参照〉

西夏語も同様の変化を12世紀に経験したであろうこと辻十分考えられる O

『文海雑類』には，この韻類に属するつぎの三字が登録されている O

~ 

r" 

前~~t ndzdw (平43) 襟

;j設局乙 hldw(平43) 遊牧

歯頭独

流風 24

~ J ::I J~ 

支え: 琢私 hldw(上38) 解ける 流風 25 cf. W仁 B hlwat-san 

乙の韻類に属する流嵐音類の反切上字は，つぎのように対照される D

関口韻 小韻12g~t 1- 小韻13耗 1- 小韻143受 I-

合口韻 /胤201昼lw一 端 21銭tZW_ 

これらの流嵐音の対立関係が，韻匿の上で示されている O 上述のように『文
一::2

海雑類Jl ~C ~ま，反切上字滋 hlーが使われるが〈平声韻と上声韻)，それは上声韻

の Hz- と共に韻図上で特定の位置を占めていない O これらの韻図が作成され

たときには， hlーはすでに 1ーと合ーしていたのであろうか(本稿(上)p. 106) 0 

この流風音声母の音伍を，さきにあげた韻留に代入すると，各々の韻国にお

ける文字配置の意図がよく理解できる G

w
 

a
 

A
U

一

F

沼
一

w

m

m

t

一、、
一
h
ド
a

活

L

O
-
-

N

「
1
1
i
i

No. 621 No. 624 

ZWdW lWdw 

ZWdW 

IdW 

O 

ldw ldw lWdw ldw 

O IdW 

O 

F
D
 

no 



大雑把に言えば No.620 では ZW~W を別に扱い， No. 621でほ，関口韻と

合口韻を重視して左右に対照して並べ， No. 624では，関口韻と合口韻を別々

に置いている G 仮りに，たとえばおw 音節が，上声韻のみにあったとすれば，

この韻匿の中の適当な位置に登録されていたであろう O

この韻類の韻母と声母の連続関係は，つぎのように表示でき，これちの韻母

ほ，重唇音，軽唇音， 舌上音，正茜音と誌全く結びつかなかったことがわか

るO

¥品¥母戸¥間lM重 R軽 頭舌
舌 牙- 蕗 正 流
上 頭 菌 嵐

-~W t-th- k-kh- ts-tsh- フ-X- l-hl-

n-nd- ndz-s一 t-HZ-

_W~W t-n- tsh-s- l-z-

No. 620 

?dW tSdW kdW tdW 0 

o 0 0 tWdW 0 
lWdw tdW ldw 

ZWdW 0 

XdW (平声43韻代表字)

XdW (上声38韻代表字)

綴|議i墾101。

45. 韻図45 平声44韻・上声39韻 」ー~J--
ふ一。

韻函44を筆者の再構成形式によっ

て書き改めると，上のようになる。

なお討o.621 の韻図はここまで

で終る。

殺
営
不
牧

韻国45は，酉夏語平声44韻・上声

39韻の特定の音節形式を留にしたも

のである o No. 620 (30b) の韻図で

は，一段自の牙音，露頭・正富音と

喉音の枠に各一字が記入されている 図45 平声44韻・上声39韻 No.620 
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。
。
4昆
秀三

¥1鵠

弘

No. 624書き込まれ

た文字は，上声 8韻

zreである

O 

縫

No. 623重唇・軽唇音

の枠に平声9韻 p誌が

書き込まれている

組織と合致するか否かを検討したい O

のみである o No. 624 (24下段)， No. 

623 (50a) はいずれも， No. 620と一

致するが，小さい文字の書き込みが

ある O

筆者は平声44韻・上声39韻に -ew

を推定した O

乙の韻図の枠組みが『文海Jの韻

F文海』の平声44韻の各ノト韻の代表字及び反切をあげ，それらに相JZすると

考えられる上声韻形式を加える O

平韻代声表韻小字 反『文切海』 所『属同小音類』 形再式構或 上韻代声韻表小字 新F屠詞小昔類i 形再式構成

44. 1 設 議怨女王歯〈新)55 l1p-ew 

2 翠 at.lli会牙独 k-ew ゑを牙107 k-ew 

3 1nl ~~i散牙独 kh-ew 教牙 30 kh-ew 

4 議七 2度萩正歯 56 tき-ew

5 !者 ~綴正歯11 tsh-ew 

6 各支 4ML4え2 舟-λ~~ 正歯独 喜一ew 張} 正霞独 き-ew

7 A4呈nJt..長 綴13喉独 ?-e¥耳J

上記の反切下字を帰結すると，つぎの二類に分かれるが，この二類は対立し

7よし可 C

反切下字 I 信長
え01.

一ー--+
4田・ーーーーー・ i島

E 鉱=ぷ(者ヒ) -ew 

『文海』の七つの小韻は，七種の音節形式を代表し， その中，無声無気音

k-t基一?ーにはじまる三種の音節が韻函44に登録されている O したがってこの

韻図は， r文海』の組織と一致しているととがわかる。

『文海』小韻 1の反切上字は舌上音類に属しl1j>ーを初頭苦とした G この小

韻 1は二字からなり， r同音j 新版の正歯音小類55と一致するが(文字のj贋序
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は逆になっている〉田坂口司音Jではそれるの文字は独字の項自に所属する c

新絞 F同音J !日版 Wi司音j

小類55 独字 Ilpew 煩f歯 Wr. T. nyon-mongs 

小韻 1

誘拐 !j、韻55 独字 Ilpew 煩楢 nyon-mongs 

雪長後 kh径一Ilpew(上26一平43) 須?醤

労務ゑ拐 Ilpew一員Zt(平43一平67) 填』掻

いずれも二字連続して使われている o !日抜『同音Jにおいて，この二字が独

字の項目に入っているのは，初頭音に何らかの差異を認めたためであろう O

乙のノト韻が『文海』平声44韻の最初Z置かれているのは，反切上字は正茜音

と弁別されないが，それが舌上吾をもっ音節として扱われたためである O

この韻母と声母の連続関係は，つぎのように表示でき，この韻母は，重唇，

軽唇，舌頭，茜頭，流嵐の各音類とは結び付かなかったことがわかる C

位1母¥戸¥母l 重 唇軽 -仁一土:1 主舌頁 牙
底 lE u侯 流風
頭 握

-e収7 IIp- k-kh- tき-tsh 手ー

s-

No. 620 'ew tsew kew O 人fノヘ 韻図44を筆者の再構成形式に

O よって書き改めると，左のよう

O になる。
kew (平声44韻代表字)

kew (上声39韻代表字)

46. 韻図46 平声45韻・上声40韻

韻図46は，酉夏語平声45韻・上声40韻の特定の音節形式を園にしたものであ

るo No. 620 (31a)の韻図では， 一段 ~~Hま重唇・軽唇音， 牙音，露頭・正歯音

と喉音の枠に，二段目は歯頭・正歯音と喉音の枠に，三段目は喉音の枠のみに

それぞれ西夏字が置かれている C 流嵐音lとは，五段弓があてられ，右側上下に

文字が置かれ左側上下には丸印がある O
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表五条 え及 O 後i
j隊 会?O O O 

~I隆 。 O 。。
‘ 

2 ;oac 
。弘

友;
】

腕|

図46 平声45韻・上声40韻 No.620 

平韻代声表韻小字 『反文切海』 所『属需小音』類

45. 1 受t ~rゑii 重唇独

2A反 5え郎牙 36

3 院 初度j牙 84

4 j女 秀彦;正歯 独

5 をえ、 脱会j金正歯 31

6 ~長 政院正茜 72
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No.623 
，.，，-

3じ
。
震t。

重唇・軽唇音の書き込み

No. 624 (25a) ， No. 622 (lb) の韻

函は， No.620と合致し， No.623 

(50b)には，重唇・軽春音の欄に

小さい文字(上声7韻 WI) の書き込

みがある O

筆者は平声45韻・上声40韻の韻

母に -i~w を推定した O

つぎに『文海』平声45韻のノト韻

代表字と反切，そしてそれちに相

応すると考えられる上声韻形式を

あげる O

形再式構成 上韻代声査表員小字 所『属詞小音類J 形再式構成

p-l~W 

会重唇独 m-l~W 

好 j 舌上独もh-i~w(?)

k-l~w 

l協!牙凶 kh-l~w 

司g-l~W i~ 牙 85 司g-l~W

ぬ-i~w 芳王歯悶〉捻-i~w

tきh-l~w 日交 正歯 31 治h-l~w

tきh-i~w 4語与も 正茜 72 治h-l~w

巡正歯 76 S-l~W 



7j後

8 ~~ 
9 IfをE
103乙

ム九出
J
Y
J
A寸

12 滋

ji~会 E民 58 つY-l<}W

~t設い 44 ?y-l<}W IJK』ezじ喉 3 ?y-lew 

露首弘喉独 X-l<}W 

;君臨流麗独 1-I<}w 宅i流風 64 1-1<}w 

支愛国(新)95 ts-Iw<}w 

n~t 正歯 90 tsh-Iw<}w 

手長iえええすへ月II~え五歯独 s-IW~Wi 平

11年11rr侯 90 ー-1曹 <}w

表 喉 9 手-l<}W

!長候流思独 主-1<}W

上記の平声韻小韻の長切下字を帰納すると，つぎの一類と一字に分かれる O

長
し

当
民

完
投一

/

J

仏
人

-n冗

ヲ
句

M
M
m防
白

瓜
怯字下切反

豆 227 (上声) -1曹<}W

I類は関口韻を代表し. nの一字は上声韻字で合口韻であったと考えられる O

上声韻には合口韻と結び付く声母が数種類あったが (tき-tめ--?) .平声韻では

きーのみに最ちれた〈小韻11) ために， 上声韻字を借りてその反切下字にあて，

平の注をつけたのであるじ

正蓄音(新)95Jj¥類の三字役 銭 符は， u掌中珠Jにおける漢字表音

鞍金支 琉泊 。題合の例から，合口韻であることを准定したが，その文

字がこの韻図の二段目ど配置されている事実によって，

その推定を確証できた O 同じように漢字表音描合をもっ

議じく基礎>も合口韻であることがわかる。韻菌三段自の jJI全く医>はちI<)w

で，一段自の雪雪 ?1<}W(上声)<転覆>と対立する O

::1.え

小 韻 7と8は，反切上字も下字も共に系聯するため，高方共に ?yI<)wであっ

。勤 。題合

たと推定できるが，それを分割したのは，声調の相違であったのであろう o /J¥ 

- 40ー



韻 8，ま平去声でるったと考えられる o IJ¥韻 7と8にあたる喉音小類58と44は，

ur司昔』では〈新坂， IB版共に)，各々三字で一類をなしているが， w文海』では，

その中二字のみが選ばれて登録されている O

f文海J ノト韻 5 と 6 は共に治hl~w であった o W罰音Jl I日坂正蓄音31は，五字

からなり，上声30韻三字と平声45韻二字を含んでいる O これは小韻 5にあたる。

これに対して， W同吾JlI日版小類72は三字で一類をなし， 新子!JW~百〕音Jlおよび

『文海』とつぎのような関係を示している O

i日寂『同音』 正歯 31 殺

新坂 F同音』 王歯 40 ~~与n人

! 日 坂 出正歯 72ft 

数

上40

2受
上40

混在

上40 平45

新坂『同音j 正菌

F文海』

t~ 海
上40

独字

平45

独字

辻、韻6(上〉 小韻5

!君、

)~\ 

潟も

~ftt 

震え‘ 議t
平45

~I .w..&L 
tえ人 関気品

平45

小類39

小韻 5

『文海雑類』にも，平声45韻・上声40韻の文字が記録されている O

え 詑 犯

'I~字

附

受!除

II~ 民 ndzI~w (平45)

官EZ支 n必I~w (上40)

~ iiit nd~iw~w 出0)

tlit登元 悩~w (平45)

歯頭 14

正 歯独

正歯独

正歯 77(新)

平声45韻・上声40韻の韻母と声母の連続関係を表示する O

- 41ー



涜
Oi¥ 

正
菌

歯
頭

舌
上

苦
頭

軽
唇

重
唇

!l長;j二

l-~-?-x-tき-tsh

nd量一き一

ndz-k-kh-¥h--l;:}W 

手y-

?ーtき-tきh-

nd~-s-

司gァ

-1曹 ;:}W

これらの韻母は，軽唇音，

舌頭膏とは結び付かなかった

乙とと，合口韻は，正歯音と

喉音に限られる ζ とがわかる C

韻国46を筆者の再構成形式

によって書き改めると，左の

Pl;:}W i 

01  

01 

kI;:}w 

O 

O 
o 1i;:}w 

o zl;:}w 

?yl;:}W (平声45韻弐表字〉

?yl;:}W (上声40韻代表字〉

0

0

0

 

tSl;:}W 

tSlW;:}W(上)

O 

下l;:}W(上〉

?lW;:}W(上)

'ylW
;:}W 

No. 620 

ようになる c

i 9ho 

十一! 一一ー

平声46韻

韻図47は，西夏語平声46韻の特定

の音節形式を図示したものである O

韻函4747. 

ζ〉。。

平声46韻には，相応する上声韻がな

l"o 

一段の韻図では，No. 620 (31b) 

二段目立露頭・正日は喉音の枠に，

歯音の枠にそれぞれ一字と五段目流

嵐音の枠の下側乙一字が配置されて

O 

;IRE 
i院第

No. 622 

(部分)

いるのみである O

~1 
0 

弘、

No. 623 

(部分〉

歯頭・正菌音

O 

童唇・軽唇音

- 42ー

平声46韻 No.620 図47



No. 623 (52a) ，討o.624 (26a上段)， No. 622 (2a)はいずれも No.620と一

致するが， No. 623 には重唇音・軽唇音の槙に二字の書き込みがあり No.

622は二段目の文字の下に，注二字がついている O 二段自の文字は F文海』

『同音~ ~とは登録されていないが，この注字二字を組み合わせると，その字形

ができ上るから，後代に作ちれた表音字形であることがわかる G

ぉo.622の注字 お I~t tsi長山0)-slew (平紛=的w (平紛

筆者は，平声46韻の韻母として -Iewを推定した o ~文海~平声46韻は五つ

の小韻かちなり，所罵字数も少ない (10字)。

平韻声代韻表小字 F反文切海』 所F罵詞小音J類 再形式講成

45.1 1吟 長花筑 正 歯独 tきh-iew

2 員各 後3惨ザt喉独 守-iew重

33窓 2受託 自侯独 マ-lew

4 市t )~fPヂ 流風 20 堂-iew

5 院 j蕗託 歯 頭独 s-lew 

上記の反切下字は，一類i乙帰納できるから，いずれも関口韻 -Iewを代表し

たものと考え得る O

反切下字 形L;=:::!鯵

~ぜア

百jt:

一lew

小韻 2と3は 2の方に「重」の注があって弁別されるが，その「重Jが具

体的に何を意味したのかわからない O また小韻 5の歯頭音の音節が何故最後に

置かれ，韻図の二段自に配置されているのか，いまは解決できない問題である O

平声45韻の韻母と声母の連続関係は限ちれている O

声母| 重

詰母¥¥i
軽
唇

舌
頭

吾
上 牙

歯
頭

正
歯 喉

流
嵐

一lew s- tsh- 下y- き-

(ts-) 

-43ー



No. 620 I 'ylew O 。 O O 韻図47を筆者の再構成形式で

O tslew O O O 書き改めると，左のようにな

O るG

zlew 

'ylew (平声46韻代表字〉

平

48. 韻図48 上声41韻

韻図48は，酉夏語上声41韻の特定の音節形式を図示したものである o No. 620 

(32a)の韻図では，一段目舌頭・舌上音の枠と茜頭・正茜音の枠にそれぞれー

字と五段目流嵐音の枠の下設に一

字が置かれている G

No. 623 (52b) ， No. 624 (26a) 

は， No.620と一致する o No.623 

には重唇・軽唇音の枠と喉音の枠

に書かれた丸印の下にそれぞれ注

字が二字あり， No.624では流嵐

音の丸~p の右側に注字が一字加え

ちれている o No. 622では流風音

の枠は丸印のみで，文字の記置が

O 板、 O 支看

!l 

0'  

iうむ]

1>>後

|→ーヂトづ ( 
国48 上声41韻 No.620

No. 623 

〈部分〉
が引。

援
綿

コ手
j
弘
h
E

〈

4
え
今
支

za何
話ク
'
A

C
 

重唇・軽唇音と隈音の枠には注字がある

-44-

なし Io

筆者法上声41韻の韻母の形式を，

-iew と推定した O 韻歯 No.623. 

No.624の注字は， この韻母の性

格を暗示している点で重要である

ように思われる O 注字を書き出し

て所属韻を検出すると，いずれも

No. 624 

〈部分) o II@ 

~l 

五段目流風音



平声11韻または平声12・上声11韻であり，筆者の上41韻の韻母の形式 -iewと

酷似している O

iT pia (平11)

1t w泌(平山

1}函 l説〈上11)

No. 623， No. 624 の韻図が書かれた当時ほすでに， これ与の韻母の形式

j被 ?I邑〈平吉)

都手ト ? 

平9-1き，辛12-上11-1品，上41-iew と平11-ifiの弁別は，かなり暖味になっ

ていたのかも知れない O

上声41韻は，六つの小韻からなるが，その反切はわからない G

上韻声代韻表小字 所『罵胃小音』類 再形式講成

上41.1 Z看 舌頭 64 t-Iew 

2 形お 舌頭161 th-iew 

3 nλ2含n 舌頭 2 n-Iew 

4 争え、 歯頭独 ts-Iew 

5 'rli 菌頭 59 s-Iew 

6 111 流嵐 83 呈-iew

F文海雑類』にもこの韻類に罵する文字が，三字登録されている。

llot 00 祉 E泉町 長女沼町出1)(反切上字は上声 5韻 h目的

『同音~ !日版流風音小類23と新版25は共にこの三字で一類をなす。

上声41韻の韻母と声母の連続関係は，次表の通りであり，乙の韻母は，重唇，

軽唇，舌上，牙，正茜 o設の各音と iま結び付かなかったことがわかる O

¥f母!重軽舌舌ヰ歯正出
韻母¥¥j 唇署頭上 A 頭茜明

流
風

-iew t-th- ts-s- 堂-hl-

n-

No. 620 I 0 tsIew t1ew O 
韻図48を筆者の再構成形式に

よって書き改めると，左のよう

になる O 何故か hlrewは，韻図

には含まれていない。

O

O

N

 siew (上声41韻代表字)

上

-45-



49. 韻函49 平声47韻

韻図49は，西夏語平声47韻の特定の形式を図示したものである o No.620(32b) 

草花 O O O O 

O 『

五色

昼花

X氏
ー---J--ーーー一一一

関49 平声47韻 No.620 

の韻図で辻一段自の喉音の枠と五

段自の流麗音の枠にそれぞれ一字

配置されるのみで，ほかは丸EPが

書かれている o No. 622 (3a) ， No. 

623 (53)， No. 624 (27b上段〉 は

いずれも No.620と一致するが，

No. 623には，重唇・軽唇音の丸

印の下に注字が一字書き加えられ

ている C その注字は平声 8韻pIで，

や iまりこの平声47韻と類似する形

式をもっていたものと見てよい。

筆者は平声47韻の韻母を -lWと

した G 平声47韻には plW がなか

iふi
重唇・軽唐音の枠iと書き

込まれた文字 PI(平〉

ったが，平声 8韻の pIがそれとはっきり弁別できなかったのかも知れない O

f文海』平声47韻は五つの/J¥韻に分かれるが，全体の所屠字は極めて少なく，

六字に摂られる C

つぎに『文海Jの各小韻の代表字と反切をあげる C

平韻代声音表員小字 FEZ文切書J 所『屠同小音類j 形再式講成

47. 1 11ft 経昼花 牙154 1J-1W 

2 ー到~え- 議暴走 王歯独 tきh-iw

3 設手 jL叱畠化 五歯独 S-lW 

4 s花 i託係 E長独 手-lW

5 2~ ゑ拐忌花 流嵐独 き-lW
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上記の反切下字を帰結すると一類になり -lW を代表していると考えられる O

反切下字 鋭 =釘 -lW 

この韻母 -lW と声母の連続関係、も簡単であり， この韻母は重唇，軽唇，舌

頭，舌上，歯頭の各吾とは結び付かなかった O

訳書 軽
唇

舌
頭

舌
上

九二 留
頭

正
歯

2長 流
嵐

1)- tきh-s- 手- 堂一

w
 

・・2
a
-句，

A
U
 

つ臼nhu
 o

 
N
 

O O 

O 

O O 韻図49を筆者の再構成形式に

よって書き改めると，左のよう

になる O

ZIW 

手lW (平声47韻代表字)

平

O Jij O O O 

O 涜 O O O 

O 

O 

n~ 

-1~ 

50. 韻図50 平声48韻

韻函50は，酉夏語平声48韻の特

定の音節形式を図示したものであ

るo No. 620 (33a) の韻図では，

一段自と二段目共に露頭・正蓄音

の枠にそれぞれ西夏字が一字配置

されるのみで，流嵐音の枠にも

丸印が二つ書込まれている o No. 

622 (3b)は No.620 と一致する

が，流嵐音の枠の丸印が一つ少く

ない o No. 623 (54a) には，重唇・

0¥0  。 ~i仁
震え I-字
7玄 o

o 

o ヨ号

罰50 平声48韻 No.620 No. 623 (部分) No. 624 (部分)
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軽唇音の調と喉音の横の丸EPの下に注字が記入されている O

この注字詰やはり平声48韻と近い形式を示したのであろう G

活字込用9)

T支え則前6) 妥えゆ(平29)

筆者は平声48韻の韻母として -ohを推定した。 No.624 iこも流嵐音の枠に

注字が書き加えられている O これ誌上声韻 lofiにあたる形である O 平声48韻に

は，栢TiSする上声韻代表字はないが J lJ文海J によると，実際に誌上声で発音

される音節が一つあって，上〈声〉の注が反切に加えられている C それが lofiで

ある O

『文海』平声48韻ほ，六つの小韻に分けちれ，所属字は僅かに十二字である O

まず各小韻代表字と反切をあげ、てみたい O

平韻声代韻表小字 『反文切海j 所『属局小音J類 再形式構成

48.1 m 玄ヨニ ñ~ 正長 53 tき-ofi

2 計 iをnえ?βJ批11 JE茜 29 tsh-ofi 

32協 係長 正歯 28 tSh-ofi 

4 n長 jjU新 正醤 35 き-0長

53ヒ 4f1t潟11nt流嵐独
l-ofi上

8jii ~t弱 5? JE菌独 きtきhor合

と記の各小韻の哀切下字を帰結すると， 一類と一音注に分かれる G

反切下字 I 高ご剣=溺j

n JE義元慰 (AB合)

A B 

-ofi 

;J¥韻 5は， さきに述べた上声の一つで，皮切のあとに上〈声〉の注がある O

Z 1= =7. 
ノト韻 8は反切と言うよりは音注であって， えも si2 (上部と非主tShor(上80)

の二字を合わせよという指示であるから， その音節形式はきtshorであったと

考えられる。古いき帥ーが残存した形式である c 訪の字は『文海雑類~ ~ご記

- 48-



~/. :;!.~ ~.----- ，_ ，_， '- ~ ，. '-_. _ tl=之
録され，魁、日 (tshor上声)の反切が与えられている o 7ftえ平声48韻 -ofiの

音注に上声80(=平声89) の文字が使われるこの事実は， これら再韻母に対す

る筆者の再構成形式が適切であった乙とを証明している O

『文海雑類Jにも，平声48韻の文字を反切下字とする文字が，若干記録され

ている O

牝

ふ

同

協

老

長

お丈

M
的

以

味

。

戸

山

wν

喰t1弱j

l~t刻

扱 ~Iゑ l

吐きofi(平48) く璃明>cf. WrT grung-po 

く雲く>cf. WrT rgyud-pa 

ndzofi (平48) く穴>

10長〈平48) <帰る>cf. WrT log-pa 

何故かこの lon ~ま，民o. 620の韻国に法登録されていない O

乙の韻類の韻母辻正歯音と流思音に誤って結合した O その連続関係を表示す

るO

訳書 軽
唇

舌
頭

31二 頭歯 正 U{長 流風
詣

ts-tきh-

ndz-き一

きtきh-

舌
一主

-ofi 

No. 620 I 0 

O 

tきofi

o 
O 

O 

O 

O 
sofi (平声48韻代表字〉

平

韻国50を筆者の再構成形式に

よって書き改めると，左のよう

になる o r文海雑類』の lonは，

ここでも記録されていない。

。。
O 

O 

51. 韻霊~51 平声49韻・上声42韻

韻図51は，酉夏語の平声49韻・上声42韻の特定の音節形式を圏示したもので

ある O

No. 620 (33b)の韻図では，一段呂は，重唇・軽唇，舌頭・舌上，牙， 喉の

-49 -



えた1 1百

。 o

制 E|
r--ーlム1ー l-1io葱0 o 

|街l
墾L

議従J'lt
認~Ift
舷G

O 

。。。

同凶
枠と枠内の文字はあと
で書き入れられたもの

No. 623 (部分流恩音〉

No. 624 (部分
流麗晋)

lt. 0 ~毒 Z会滋
o 0 ち及 。o

G 00012 
ZEKljt 
o 0 

No. 622 (韻類代表字を除く 部分)

各音の枠に西夏字が，二段目は，

牙音の枠に，三段目は舌頭・舌上

図51 平声49韻・上声42韻 No.620 音の枠にそれぞれ文字が配置され

るG 流風音には，五段目と六段目をあて，五段巨の上方左右に二字と六段自の

上方中央に一字を配している o No. 623 (55a) ， No. 624 (28a) ， No. 622 (4a) 

はいずれも No.620と流嵐音の文字の配置の仕方が相違する O その j二， No. 

622 は三段自の文字の位置が他とは異っている。

筆者は，平声49韻・上声42韻の韻母を-;:，nと推定した。

まず『文海』の平声49韻の各小韻代表字とその反切，そしてそれらに相志す

ると考えられる上声韻形式を列挙しよう。

平i百代声韻表/字j¥ 『反文切海j 所『詞属晋小』類 形再講式成

49. 1 受ホ ぞ?!?も重属 22 p-;:，n 

2 :Wit )nt ~モ重唇 68 ph-;:，長

3 メ手すJえ 続 ~n主重唇 68 ph-;:，h 

4 j以 ~~ ;llt 重唇135 m-;:，h 

- 50ー

上声韻小 F同音J 再構成
韻代表字所属小類 形式

jえ 重 震 臼 mつ良



4託重唇独66 mb-on 

5 ヌ令 ZE iAE 舌頭 18 t-on 忽舌頭 18 t-on 

6 繍 説成舌頭 4 th-on 務 舌頭 3 th-on 

7411相3ιt ) 1え ~nた舌頭 77 n-on 22n 舌頭 66 n-ofi 

8 j 噌1をし 常JIl色舌頭 47 nd-oh 枕舌頭 48 nd-ofi 

9 務 託Z毛牙 75 k-ofi 会受牙独 k-ofi 

10 ~R ~~ ~lJt 牙 93 kh-ofi 体牙独 kh-ofi 

11 況を 1ZMiZ 牙 50 l)g-on 

怨歯頭18"-'19s-on 

122上 nlj苅 喉 84 手-on 務、 喉 84 ?-on 

133仏 イ11~l1t 喉 85 ?-on 

14;llt 尚~昆:::1 流風 19 l-oh 1n仁流風 19 l-ofi 

15 j久 ぬ夜子長舌頭 3 th~-ofi 平

16 i~ 議受;え仮舌頭独 thl)-ofi平

17*nl1ム1 李総 牙 78 kW-oh 

~llt 牙m u_Won 

~t 喉独 xW-on 

181免 4Rモi?RI??7 流風独 t-won 

後牙143 l)-ofi 

合え 流風独 ~-on 

上記の反切下字を帰納すると，つぎの三類に分かれる O

反切下字 Ia zt(忽)ご郊 -on 

b ~nt ;:::::=長(説) -on 

E 抗=諺(餓) _Won 

E 持ヌ 1~ 
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I類 a と b ば補い合っていて，関口韻-坊を t H類はそれに対する合口

韻ー勺fiを代表した。1II類の反切下宇は上声韻字であって， 1， II類とは別の

扱いを受けている C もし，董類が同じく合口韻の韻母を代表したのであれば，

E類の下字を使ってよい筈である O とくに平の注をつけて上声韻字をあててい

ると乙ろを見ると，小韻15と16は特定日な形式をもっていたものと推定できる O

いまこの反切二字を結合するものと見て，

裁， ~L thz~fiく鎮影者> i受 thI)~fi [片品]く鞍震の皮>

文

ら

推

と

る

か

を

織

す

ι
d

唱

と

レ

vz

¢

符

で

に

J

音

ん

と

音含
も

再

守

を

を

F

U

引

符

室

坂

ト

)

音

位

新

王

の

の

は

>

こ

図

の

底

も

韻

る

相

落

比

何

〈

{

子

に

を

♂

文

学

'
A

b

の

-

肴

淳

ぺ

詳

。

(

，

d

不

る

3

仕

る

き

韻

4
4

久

世

お

で

一

小

ム

n
H

に

走

1
ζ

横

推

)

は

の

と

序

者

音

の

(

後

上

も

2

舌

た

韻

く

・

し

小

お

頭

記

で

て

。

舌

表

J

し

る

の

を

。

海

定

あ

図

]

る

文

推

で

韻

pm
す

?

を

字

同

定

合致するが， I日坂『司音』では，四字が一類をなしている〈重唇68類)。

18坂 F詞音』 重唇膏68 1支 j変 ;説 ;客 ph~fi 

¥ー一一一.........，.-----/

新寂 F司音』 独字 。
¥一一ーへr---'"

F文海J !J¥茜13 ;J¥吉立 2 ご〉

おそらく小韻 3 は *b~fi から来源し，平去声であったものと考えられる O

上声の小韻 2は三字で一類をなし，新版 F同音』の組織と合致するが， 18坂

F同音』では，二類に分かれる C

繊同音』 25t j孝 ?写 (No. 4775) 

F文海3 上声ノト韻 2 mb~fi 
¥一一一一一、F一一一一一/

!日坂 F同音』 独字 重唇66

T文海iの小韻12と13ば， I日版?同晋Jの喉音ノト類84と小類85にあたる O 小

類84は平声韻と上声韻の混合類で，合計十六字が所属する中，六字が平声49韻

残りの十字が上声42韻である。『文海Jの組識と合致する新版『同音Jでは，そ
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の十六字は小類8600字〉上声42韻 ;J¥韻87(6字)平声49韻 ;J¥韻88(2字〉平

声49韻の三小類に分かれる。実際には上声42韻は九字になっている。

113坂 F詞音』喉84 務、一一一名 日長85 裁発。
ノ

16字

新版 F詞音』喉86 iあい一一一。灸ーーー

\ー一一、~

10字上声42 6字平声49 2字平声49

f文海』 上声429字 小韻12平声49 小韻13平声49

小韻12と13はおそらく声母の来源が異り，声調で対立したのであろう O

ノト韻18の文字は J W同音』の組識と対比して扱うと J 1日版『同音i の小類の

中には，種々混合したものが怠ることがわかる。 この小韻に関しては，新版

『昆音』の枠組みを基準に考えるとわかり易い O

新版 F詞音』流底46 純一一一教 計10字
。

113寂 F詞音』流底42 μNm出 ーーー田ーーー-fESEK 量nをn 部1 ~aえ 計13字

，4， + 

F文海』 上声47韻 平声54韻[lちNJ

新坂 F詞音』流麗47 fjE 者〈
計 2字 げ乙の文字は実際に拭

O 上声47韻に登録されて
113版 F同音』流展 1虫 42 いないが，そのように

見て誤りはない)
F文海』 平声49 1w~fi 

↓ 

新版 f詞音』流民48 あ主 議す 容を ~t。 計 4字

113版 F同音』流愚 137 (小類42) 137 計 3字
、、 J' 

F文海』 上声62韻 19 (最竣の文字は実際には登録され
ていないが，上声62韻と晃て誤り

新版 F司音』小類46 1WoN口曹~NJ (上声47) はない〕

;J¥類47 1w~fi (平声49)

IJ¥類48 t曹3 〈上声62)

筆者は以前に平声54=上声47韻に関口韻 ON を推定したが，後述するよう

に合口韻 _WON があり， それらは実擦に辻 -:JN， _w:JN と発音された可能性が
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大きい (p.67)。後者の形が，乙の小韻18をめぐる相通関孫をよく説明すること

になる G

f文海雑類』には，平声49韻の反切下字をもっつぎの文字がある O

手写 平方、後 市長〈平49)く楚語の字母也>

平声49韻・上声42韻の韻母 -:>n，-w:>nと声母の連続関係を表示すると， こ

れ与の韻母は，軽唇音，舌上音，茜頭音，iE歯音とは全く結び付かなかったこ

とがわかる c

-ET7i 重
軽信 頭舌 上舌 牙

歯ー

属 頭

t-th- k-kh-

m-mb- n-nd- 弓一号g-

thき-th号一

k-弓一

正
菌

11長 流
嵐

手 1-堂一

x- 1-

韻国51を筆者の再構成形式に書き改めると，つぎのようになる O

No. 620 I ?~1i O k~1i t~1i p~1i 

O O k曹~1i O O 

O O O t~~1i(?) O 
lw~良 1~1i 

しr¥j ¥fJヘj 

z~1i 

f¥、ノ
th~1i (平声49韻代表字〕

th~1i (上声42韻代表字〉

N o. 623 I z~1i lw~1i l~良

(流風音)1 0 0 0 

主~1i

O 

おo.624 I lw~1i 1~1i 

吋 iーで OJ

52. 韻函52 平声50韻・上 市長 O k~1i t~良 p~1i No. 622 

声43韻
f¥Jヘt O kw~1i O O 

o O ハ¥ーノ cノ"¥ th~1i 

韻図52は，西夏語平芦田韻・
(誤り〉

b1i 

上声43韻の特定の音節形式を国
O 

示したものである o No. 620の韻図 (34a)では，一段目は重唇・軽唇音と矛音

の枠に文字があり，二段自は茜頭・正詣音の枠にのみ西夏字が書かれている G

あとの文字は f文海~ ~文海雑類~ ~同音』いずれにも登録されていない O 流嵐
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O 。}協LO 議
一ー一一一ードーF

O 支者 。O O 

。繰
00  

ートー

j除

，A骨4ム.~ 
r-一一一ーー

音類には，五段目があてられ，上

方右側に一字あるのみで，上方左

側と下方左右両側にそれぞれ丸印

が記されている O

No. 623 (56b) では，重唇・軽

唇音の二段目と喉音の模に書き込

みがある O 重唇・軽唇音の注字

は，議主ON(平55)であって，平

芦田韻と近叡した形式を示したも

のであることがわかるが，左の注

字〈上) ~kIる>η邑〈平合). (下)?yir (上

77) はいずれも喉音であるほか，

何を意味するのか詳かではない O

N o. 624 (2gb) には，歯頭・正茜

音の文字に二字の注がつけられ，

後代に作ちれたこの文字を説明し

ている O 乙の文字は右側の注字

tきi(上9) の編支を偏とし，左側
Jr++ 

の注字出主(上6) の一部首を慢として組み合せたもので，おそらくこの注

図52 平声50韻上声43韻 No.620 

字は同時に音注になっていると考えられる o tきi-Hufi=tSl1ufi その文字の発音は

誌Howであったのであろう o 筆者は平声50韻・上声43韻の韻母に -10W を推定

した O

。蒸

。
鎌
松
。

手話f
え円

4制ドヨλ

読者ええ

No. 623 (重唇・軽唇昔

と喉音の注字〉

No. 624 (歯頭・正歯

音の詮字〉

o ぇー・官~ o o <:> 

結え全 。 o o 

。議
。 o 

No. 7192 (二段呂三設百五段呂〉

No. 7192は， No. 620などと異って， 三段目が夜われ露頭・正蓄音と喉音

の枠に文字が配置されているが， 乙の二字は No.624の注字と一致するから
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もともとは二段自の isl10wに与えられた注字であったことがわかる c

F文海i平声50韻の各ノト韻代表字とその反切ならびにそれらに相応すると考

えちれる上声韻字をあげてみよう O

平韻代声韻表小字 「反文切海』 所『属同小音J類 再形式構成 上韻代声韻表小字 所F属同小音』類 形再式講成

50. 1 d設 待 I~英重唇109 p-lOW 

行協重唇日6-7 ph-low 

2 作 i議尻重署 92 mb-i'ow 警t重春 92 mb-low 

3 i院 前誌牙 92 k-low 五五 牙92 k-low 

4 ifl 殺昆牙15 kh-low Mt牙152 kh-low 

5 出1 殺民団 8 tきh-Iow i苓 正歯独 tsh-low 

5 I~ も 市該王茜(新〉独喜一lOW 2長国明89き-lOW

今溜V1- 正歯独 tsl-Iow 

7 期主 ~æ~J~* 流嵐独 HZ-lOW 

と記の反切下字を帰結すると，二類になるが，それらが対立していたとは考

え難い。いずれも関口韻 -Iowを代表した O

品

nせ

r
E

M
m
M

プ"は

I

E

 

字下切反

↓一一一
-lOW 

-lQW 

i司坂 F同音~重唇音小類92は平声韻字と上声韻字の二字一類であち， u文海i

の小韻 2~乙栢JZする O 新坂「同音J ではそれらは独字の項に移されている G 同

様に18坂 F同音i牙音ノj¥類152khlowも「文海』の小韻 4に該当する平声韻字

と上声韻字からなるが，新版『同音iで辻，そのこ字は当来独字の項に所属さ

せられている O

平声50韻・上声43韻の韻母 -lOWは，重喜音，牙音，正茜音，流嵐音とのみ

連続した O
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ぷ?( 軽
唇

舌
頭

舌
上

重
唇

BZ--10W I p-ph-

出 b-

No. 620 I 0 0 klow 

o tsHow 

o BZlow 
o 0 
kiow 1.平声50韻代表字)

klow (上声43韻代表字)

53. 韻図53 平声51韻・上声弘韻

牙
歯
頭

日誌 流
嵐

正
歯

k-kh- -ee孟
vqu 

-争

z
i
w
-

L
§
 

vnb 

ふ
ztu

plOW I 

よって書き改めると，左のよう

韻図52を筆者C再構成形式に

になる o Kzlowは，韻図では，

流嵐音類の 1ーの位置を占めて

いるから，韻図の言語では lIow

であったかも知れない G

韻国53は，茜夏語平声51韻・上声44韻の特定の音節形式を図示したものである。

No. 620 (34b)の韻図でほ， 一段

目段重喜・軽唇音，牙音，歯頭・

王歯音と喉音の枠iと，二段目と四

段目は，歯頭・正蓄音に，三段目

は童書・軽唇音の枠と歯頭・正歯

音の枠にそれぞれ西夏字が配され

るO 流風音には六段呂があてろれ，

上下とも右側花文字が置かれ，左

側には丸印がある O

筆者は平声51・上声44の韻母と

して， -I:>n -wI:>nを推定した O

No. 623には，喉音の欄に若干

の書き込みがある O いずれも音注

と思われ，つぎのように読める O

主主 iitえ亥 O 三宅

O iZま o O O 

O llt 。O 護弘

O 者I o 0 1
0 

0。1獄'~i 

-殺
).l-

一 上
|発

』 ー
J 

菌53 平声51韻・上声44韻 No.620
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(9) 反切上字の音橿か韻図の位置かどちら

を優先すべきかはむつかしい問題であ

る。しかし，基本的には. r文海』が
代表する言語と査員騒が記録した言語の

差異として考えるべきであろう。



iヌZえ ?win-s凶=手wlon(上44)

25 手y抽出4)

J手5手う Hir (平92)-slon=Hlofi (上44)Inえええ

また No.621 (14a) と No.7192 ほほとんど同じ配置を示し， No.620と比

べると歯頭・王歯吾の欄が異っている O 異毘の具体的な内容についてはあとで

示すO

守安元 d姦 O 元4弘11 

E 4 
。 O O ζ3 o 

G 号jえ
ええ 妥ni5竺4，34k o 。 o 

ぐ〉 4E+良.，. 。 72t o o o 

。ff与1ええ 必j

ゑ 。孫
No. 623 (曝音の注字) N o. 621， N o. 7192 (韻類代表字は略する〉

まず平声韻の各小韻代表字とその反切およびそれらに栢応すると考え得る土

声韻形式をあげよう O

平頭声代韻表小字 f畏文窃海i 所f司罵小音J類 形再構式或 上韻代声韻表小字 所f属同/音ト』類 形再講式成

51. 1 d計 主i正i久， 4JU尋人 軽唇 43 w-bfi 

2 ~;; 
11定 守今3託軽唇 43 w-bfi 

3 正4石式えヲ』 ZEi凶牙独 k-lofi 1n支牙独 k-lofi 

4 ~t すA 詩;(~L 正指〈新)84 tき-lofi ゑ毛 正歯(新)独 tき-1ofi

5 jA，tEA制i，Jd』〈 J~花者忌正歯 23 tSh-10h 持支 正歯23----24t誌 -iOh

7I: 正 歯独 き-10h

2E 日民 81 宇Y-loh

5 ~~} 鋭忽涜風155 l-10h 五13 流嵐 45 1-loh 
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蔽
鰍
枇
統

7

S

Q

d

c

 

1
-色
ム
支
え
以
弘

安
え

f
ヰ
亨
苛

Y
司
社
-
耐

1

2

3

4

5

 

1ム

1
A

司

l

噌

i

1

i

~hjt 流民独

行 I5t諸問

)主21L重唇 38

ぷ叡重唇 15

あ穏茜頭独

rrf~夜掻頭独
蒸筑醤頭 25

あ 稼茜頭独

;51 3iit歯頭 61

きl~li

p-bli 

ph-l~長

国-l~li

ts-bli 

tsh-l~li 

s-bli 

ts-wI~li 

Sー曹l~li

ヲ手 正歯独 善-l~li
xx. 
キー#・

そji

占

-LE杭
ノ
ノ
え

4Z
支

a
B
耐
え
T
5
3
L

ゑ養

涜嵐独

重唇 39

重唇 14

重唇124

舌頭独

舌頭独

舌頭 91

菌頭 25

彰仁 歯頭 61

上記の反切下字を帰納すると，つぎの二類になる O

長切下字 1 a il~1 

b すk

ーーー園田~・
+-一・喧司

4石t-
j(スλ

ーーー-+ 2首乙

E 報ご ~~t

司ーーーー'骸 =

主-l~li

ph-l~li 

m-1~li 

mb-bli 

th-bli 

nd-l~li 

n-i~li 

s-l~長

S一曹1~良

??Lー 耗 -10li 

一曹bli

I類ば a b 共に関口韻 -l~fi を， n 類はそれに対する合口韻 _Wl~fi.を代表

した O 後者の形式は，小韻15の文字が漢字表音相合をとる乙とによっても支

持される o 1類の下字を与え;られた文字は韻図 (No.620)の一段自に， n類の

下字をもっ文字ほ四段自にそれぞれ配置されている O 韻留では，一つの欄を重

唇と軽唇，歯頭と正歯のように二種の音類が共有するために，ととでは上二段

と下二段に分けて，上二段には軽唇音と正歯音の関口韻と合口韻を，下二段に

は重唇音と歯頭音の文字を配分したものと考えられる O
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二段目の文字 Zずは， !I文海~ !I文海雑類~ !I同音』には登録されていないが，《へ
との韻図の位豊から合口韻 tき可坊を推定できる G

ノト韻 1と2は，共にi日版 F同音iでは軽唇吾小類43に震するが，新坂『同音J

でほいずれも独字の項に移されている O この両者は共に動詞の B 形式であり，

語幹 Wl と人称接辞一品に分析できる O

B形式

4主え wbfi. 
)(1) 

合長 w凶

A 形式

骨子治(平山

言た wi (平10)

新坂『同音j独字 する

小類 5 送る

平声10韻では両者は反切上字で弁別されたがここでほ上字は同じで，反切下

字が Ia と Ibに書き分けられている G しかし韻留では区別がない o !I文海J

と新坂「司音』で再者を分割したのiまどのような理由によるのか確証はないが，

いまは平声と平去声の声調の違いにもとづいたものと考えておきたい O

j，? ;;/. 
上声韻 y孟 sIofi.と支え sbfi.は， I日坂『毘音Jと新版「同音』共に独字の項

に属しているが，これも声調の相違を反映しているのであろう O

韻函では，流展苦にはじまる形式は lbfi.と到坊の二形式に限ちれる。ノト韻

7の上声韻字は，ブワテッシュ・ミュジアムに所蔑される韻書の新片の中にそ

の反切が記録されていて， zlofi.を再構成できる O したがって小韻 6にあたる上

声韻字はj'13<投げる>であったと考えられ，それにほ同を推定したい。

小韻 7の平声韻と上声韻の反切は，つぎのように対照される O

件ゑ

4わ』

子2L

M:ゑ抗

君子ゑ;主

zb長〈平声)

到。長(上声)

速く流れる

をゴ ーヲ

フ己 G

F文海雑類Jにi土，この韻類に所罵する以下の文字が登録されている O

和主 叢粍 ndzlofi. (平51) (11伎を) しめる

lX-ft R~t11t ndzlofi. (平51) 食べる 政tndziのB形式

議乙 営も;主 ndziofi. (上44) 長い

す2 乙EE;主 ndzlofi. (上44) 有る
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この韻類の形式には 1人称接辞 -ohを含んだ動詞形式 (=B形式〉が多い。
ー嘩 ~ :-::L.... 

いまあげた帰 ndziofi.も日記限切殺;段dzi(平10)く食べる>C文海雑類〕の

B形式である O

乙の韻類の韻母と声母の連続関係をつぎに表示する。 F文海jr文海雑類jで

は合口韻は露頭音とのみ連続するが，韻園iこは正茜音と結び付く形式が記録さ

れている O

唇軽 上舌 頭舌 牙 頭歯 正
喉 流風

茜

明1-ー th-nd- k- ts-tsh- tき-tsh- 手y- l-~-

m-mb- n- s-ndz- s-nd~-

ts-s- (ts-) 

No.620!?(y上bi〉i tき10fi. klofi. O wlofi. 

O ts曹10良 O O O 
tきlofi.

O tSlofi. O O Plofi. 
No.7192 O O tswI0良 O O O 

o liofi. tき曹lofi.

O ~iofi. 
tS10長

slofi. (平言51韻代表字)

slofi. (上声44韻代表字)

韻図53を筆者の再講成形式に書き改めると上のよう乙なる O 喉音のつYlonは

上声韻である O また wlofi.はすでに [Mlofi.Jと無声音北していたのであろう。

No. 621 と No.7192 の韻図では，正茜・歯頭音の模が違っている O これ

は No.620の形を書き誤ったものと思われる G

54. 韻図54 平声52韻・上声45韻

韻図54は，西夏語平声52韻と上声45韻の特定の音節形式を図示したものであ

るo No. 620の韻図 (35a)では，一段自の重唇・軽唇吾の枠と舌頭・舌上音の

枠，それに五段呂の流嵐音の枠の上部左右にそれぞれ西夏字が書き込まれてい

るo No. 622 (4b)は，流嵐音の枠の下1JtU~乙丸 EP がなく， No. 624 (31b)は下翻

の左右両方に丸印が置かれている o No. 623 (58b)では， 一段自牙音の枠にー
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。。 O 委吾f1lメ!、
一

一一一寸ー

毒F

互に
段、

-司、
図54 平声52室長・上声45韻 No.620 

ぞ会予ア
メ傘 #え
o 0 

No. 624 (流風音)

。綴

ゑ

o 駄表彰?

No. 623 (一段呂と喉音の注字)

主Ii' kow (上45)くつむじ風〉

綴殺二目ON (平54)

ご手ON (平54)を示している c

字と喉音の丸印の右下に二字(音

注〉が書き込まれる C

筆者立，平声52韻上声45韻の韻

母として， -;)W を推定した O

つぎに「文海J平声韻各小韻の代表字と反切およびそれらに相応すると考え

得る上声韻形式をあげる O

平韻代声表韻小字

52. 

1 訪t
2 iZ 

続
政
加
川

『反文切海』 所f同属音小j類 再形式講成 上韻声代韻表小字 所『罵毘小音J類 再形構式成

影? 重唇独 p-ow 

考挙後重唇独 ph-ow 

jt i乾重吾 99 mb-ow JXZλ 4F 重唇 99 mb-ow 

4Z3Z1 F 舌頭独 t-ow 

託尋32舌頭 36 th-ow 4昆事』 舌頭 36 th-ow 

託11ft芝空X 間 158 n-o¥有f 政 舌頭158 n-ow 

1主持仁舌頭独 n-ow 25え 吉頭125 n-ow 

- .;2. 牙二 77 k-ow &'3 
- 62-



抗
議
該
宗

続議最頭独 … 
等~t 政仁流嵐 18 l-~w 

絹22乾流嵐 18 ト~w

Z存7ft流麗独(?) l-~w 予防 流嵐独(?)同W

上掲反切下字を帰結すると，つぎの二類になり，互に系聯はしないが，共に

関口韻-:JW を代表したと考えてよい O

反切下字 Ia 彼=柔 b ~ft 一議己批 -:;)w 

小韻 4の文字が嘉する!日坂『同音J 舌頭音小類158は，平声韻と上声韻の二

字で一類をなす。新版 F同音』では，共に独字の項に移されている G

小韻 7と80)文字は， I日坂『同音』で江流嵐音Jj\類18~乙属し，平声韻と上声

韻が混合して，四字で一類をなす。新版『同音』ではその中二字のみで一類を

作っている O

!日版『同妾』 £ー手毎トえh ーテセj蛍Zー 手色 吋尋話2L『
、 ，， 

流嵐音小類18

新版『同音J
¥ 〆

流嵐音小類18 独字(?) 独字

『文海J所員韻平52 平52 上45 平52

韻図の流愚音の枠には二形式が登録されるのみである C 小韻 7と8の反切上

字は互に系聯しないが，共に iーを代表したと考えると，ノト韻 9の形式は，反
〔繍注1J

切によると bwとなるが，韻図の言語では hbwであったと准定できる O

綴〈平5) → 若手=伽 1-

韻母 -:;)w と声母の連続関係を表示すると， この韻母は軽唇音，舌上音，正

歯音，喉音とは結び付かなかったことがわかる G

ぷ?lE
-:;)w I p-ph-

mb-

軽
属

歯‘
頭

11民 流
麗

斗三
ドi

上
舌
頭

正
室量

九二

t-th- s- l-hl-k-

n-
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No. 620 I 0 0 0 t~w p~w I 
(土) (上)I 

hbw bw 

thow (平声52韻代表字

th~w (上声45韻代表字) I 

韻~54の形式を筆者の再構成

形式に書き改めると，左のよう

になる o tow， p~w いずれも上声

韻字である o No. 623の韻図で

は，この牙音の枠に kow(上〉が

加えられている G

55. 韻陸55 平声53韻・上声46韻

韻国55は，酉夏語平声53韻・上声46韻の特定の音節形式を図示したものであ

るo No. 620 (35b)の韻図では，一

段自は重唇・軽唇音の枠，二段目

は舌頭・舌上音の枠，三段目は牙01亥
音の枠にそれぞれ西夏字が置かれ

るO 五・六段呂ば流思音にあてら

れるが，五段自の上関左右に二字

書き込まれるのみで，下側左右と

六段呂の上下に丸EjJがある。 No.

623 (59a) と No. 624 (31b下段〉

は， No.620の配置と合致するが，

No. 622 (5a)は，流嵐音のところ

JJJfイム lI~ 10 
O 10 1埠 1010

r十一t1

ム
日
存
出

u
A
Z
q
d
h
L

守，瓦

∞0
0

 
図55 平声53韻・上声45韻 No.620 No. 622 (流嵐音)

がやや異る。

筆者は，平声53韻・上声46韻の韻母として owを推定した G

まず F文海』の平声韻各小韻の代表字とその反切，そしてそれらに相応する

と考え得ると声韻形式を列挙しょう。
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平声韻小
韻代表字

誌 1 号化

2 )言
3 扱

4ftt 
51il 

-
亥
-
持
政

9 111 
10 il.U 
立政
~ 

12 1~ ヒ

F文海j r同音J
反窃 所属小類

語乱告託重震 98

続出}牙独

絡 111牙独
4持ヲ，、

受ftfU)牙独

級品正歯 64

h

ず
つ
〈
土
ι
え
圭
問
削

-nun-AH践
女

%
H

F
え

L
L
M
叱

必
穿
雲
市
芸
舟

zzia 
k込殺
そた刻支
11トヌ広

軽唇独

牙独

正歯独

舌頭独

舌頭独

舌頭独

流嵐独

再講成
形式

mb-ow2 

k-ow2 

kh-ow2 

l)-ow2 

S-OW2 

勾v-ow

l)-OW 

き-OW

t_wow 

th-wow 

n-wow 

ト曹ow

上記の反切下字を整理すると，三類に別れる G

反切下字 I 紘一初 ;:=:!J希

n ~支· ・ jffi 

E 錦 戸支 広

』

類

独

階

尉

唇

『

所

童

小
字
』
1
b

韻
表
創
出

声

代

治
H
N

上
韻

d
住

宅

i

p
O

句

i

菌

唇
正

重

与
え
L
F

ユ
ラ

万
乏
封
筒
柔

核
抑
制
お

牙独

正歯独

流恩独

再構成
形式

mb-ow2 

き-OW2

ph-ow 

l)-OW 

き-ow

l-ow 

1-曹 ow

I類は/J¥韻 1から 5まで〈重唇.71二，正歯)， II類は小韻 8かち 8まで(軽唇，

牙，正歯)， I類は小韻 9から12まで(舌頭・流風)に{吏われる O この三類の弁別

はまた上揚の韻図における記置によって支持される o 1類辻三段目， II類は二

段目，そして E類は一段自にそれぞれ配置されている O したがって原則にした

がって，一段目は関口韻 -ow， 二段目誌合口韻 _wow，三段目はそれらに対立

する -ow2 C実擦の音価は不詳〕をそれぞれ代表したものと推定できる G

円。

~ 

丞 流恩独

oW2 

-ow 

_wOW 



同じ初頭音をもち実際に対立を示すのは，小韻 5 初<集>と小韻 8 玖
く斬>で，その反切上字は系聯しないが共に品ーを代表したと考えちれる O もし

韻図上にこの二字を配置すると<集>を三段昌に.<斬>を一段自に置かねば
=耳鳴か

このく斬>と対になる上声韻字s.nは，特定の意味をもたず韻類代

として作り出されたもので. u同音~ (1日坂)では;除勉しく韻

字の注がある c 新版『同音Jではf焼<韻>だけの注になっているつ小韻 5の

<集>には， 孫<双>があるのに 8の<斬>を平声韻代表字としそれと対

になる上声韻代表字を作り出したのは，

ならない。

表字 C1二声46韻〉

一段自に記置される苦節がこの韻類の

この韻類の所員字には独字が多い。正当な形式と見たからであろう O

流
風

U~ 

つぎに表示する Q

iE 
歯i

歯ー
頭

この韻類の三つの韻母と声母の連続関係を，

牙
舌
上

舌
頭

軽
唇

重
唇

》

Q
UIJ-

t--th-

埼v--ow 

一曹ow

n 

vS 
k-kh-町lb-ow2 

司

喉音とは結び付かず，合口韻は舌頭音とこれらの韻母は，苦上音，茜頭晋，

流風音にのみあるわれたことがわかる O

下のようになる G 韻図の

l1)V->fーの変化を完了していたのであろう。 No.622の韻図では，

流風音の配置が関口韻形式と合口韻形式を上下に並べた形になっている G

韻国55を筆者の再構成形式によって書き改めると，

言語では，

low 

;? 
o 0 

:2l 
No. 622 

O 

O 
sow 平声53韻代表字)

きow(上声46韻代表字)

O 
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56. 韻図56 平声54韻・上声47韻

韻図56は，酉夏語平声54韻・上声47韻の特定の音節形式を図示したものであ

るo No. 620の韻函では一段目は

すべて梓に酉夏字が埋めちれ，二

議一経一

関56 平声54韻・上声47韻 No.620 

ゆえ

2
L

世
轟
ヂ
バ

版

。

み
ま

凶
玖
Mm

'
F
E
3
'
Vし

M
4汁
ペ
パ

HnnHH

-
a
J
a
n
 

級
。

No. 623 (重蓉・軽唇音 No.622 (涜嵐音五段邑〉

段目は牙音と喉吾のみに文字が量

かれる O 五段自の流嵐音には上方

右剖中央左側と文字が配され，六

段目は上方右側に一宇と左側に丸

印がある G

No. 623 (5gb) の韻留には，重

唇・軽唇音の横の二段自に一字書

き込まれている O この文字は，

P長音類で，この平声54韻に属する Q

No. 622 (5b) は No.620と五段呂

流嵐音のととろが少し異り No.

624 (32a上段)は No.620と比べ

ると，流嵐膏五段目上方の左剖の

文字と中央の文字の記置が逆にな

っている G

筆者は平声54韻・上声47韻の韻

級 i陵高支

o lL 
No. 624 (流風音五度目)

母として -ON を推定した O しかし， この韻留から見ると，実際にはそれと対

になる合口韻ーもN も含まれていたことがわかる O そして，この -ON，_wONは，

対立する -~N， w却をもたなかったから，平声54韻・上声47韻は広い母音

[~J をもって発音された可能性も大きい (cf. p. 53)。

まず『文海J平声韻各小韻の代表字と反切，そしてそれらに栢応すると考え

得る上声韻形式をあげよう O
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手国代声表韻小字 『反文窃海J 所f属毘小音類』 形再式構成 上;百代声表韻小字 済F罵同小音類i 形再式構成

54. 1 ーA話Rι 認託重信独 p-ON 

2 j坑 必叢重唇 70 ph-ON 五比重唇 70 ph-ON 

3 Z京 流言ス訴 74 立1-0N ヨ長重容 74 立1-0N

4 .A.i ヌ反珍舌頭 17 t-ON 

5 Jjlt 続投舌頭独 th-ON ;7t舌頭独 th-ON 

4n手i主町 さ1以す支ス払入 舌頭 4ヲ
..&-ー

5 n-ON 丹も舌頭 50 n-oN 

7 i形t イ安制牙 23 k-ON jl支九二 23 k-ON 

8 議ヰ ;最愛牙 60 kh-ON 被牙独 kh-ON 

9 4ヒ 説付色弱頭 94 tS-ON そIt歯頭 94 tS-ON 

10 五桑元 i穎 10 S-ON 1移歯頭 10 S-ON 

11 li 務託指頭 19 S-ON 

12 委主 宅支えrt:言骨人ナ i咲 35 X-ON 5T3喉35 X-ON 

13 合路 Z健五支喉 74 手-ON 112 日侯独 手-ON

14 ~I支 該~ 1]荒-川 k-WON 五及 牙153 k-WON 

言t九編頭独協関?)

15 j批 百11~良軽后 23 ?ー曹ON

16 #ヒ 彼 i尿軽唇独 ?-WON i核軽唇独 つー官ON

17 
奇ぜ久ザ』 諸制流風 52 l-oN 三長 流風 52 l-oN 

18 売長 設2Z流展 42 l-oN 3;員 流風 42 l-oN 

19 ~l 市長dzt流展独(7) Z-ON 務 流嵐 59 Z-ON 

20 II~ 認方反流風独 1-曹ON

と記の反切下字を整理すると，つぎの三類になる O

反切下字 I 夜→ZEご {ijl
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立託→1[→紹仁→制 (194):32→珍{秘→lj{叙)
-ON 

m 恨 =減 -WON 

韻図では三設に分け iられていないところから見ると，この韻類の韻母は二つ

で，反切下字 I類と E類は韻図の一段目に置かれ関口韻 -ON を， 亜類は二段

自に配置されその合口韻 _WON を，それぞれ代表したと考えられる凸

小韻10と1Uま，反切上字下字いずれも系聯して，共に SON をあらわした O

おそらく 11は平去声であったろう C

小韻15と16の反切上字は喉音に属し?ーを代表した O ところが『同音』で

は， I日版新版共に，これらの文字は軽唇音類に罵している O したがって r同
音Jのシステムでは 15.fWON 16. WWONとなるが u文海』の反切にしたがう

と，どちらも ?WON を伝えている O そして韻図 No.620. 622. 624では，それ

らは喉音の合口韻の枠に配置された O それに対して， No. 623の韻図だけが，

古い形式にしたがって，小韻15の文字を軽唇音の枠に入れたことになる O

11~E 

託 ~Á

f同晋j

f曹 ON

WWON 

!日版 新坂 『文海」

(23類〉 (36類〉一→戸QN (平54)

〈独字) な虫字)一→?曹ON (平54) (上47)

韻函の流風音類は，つぎのように考える O

No. 620上方の三字は右から lONION lWoN とならび下方の一字はおN を代

表する。中央の文字I[設 は 小 韻20/1京と同音節である o No・624は中央と左側

の文字が入れ替っており，在から lONlWoN ION と並ぶ o No. 622 ほ中央の文

字が小韻19にあたる上声韻字で，右から lON，呈ON，lWoNと並べ iられる G おそら

く乙の中央の字詰，lON を書き誤ったのであろう C

1曹 ON ZON lON 

(上)
lWoN tON lON lWoN lON 

O ZON 

O きON O きON 〈平〉

No. 620 No. 624 No. 622 
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なお上声47韻代表字ほ， 上揖 :í~ と同形式である。
「文海雑類Jにほ，この韻類に罵するつぎの二字が登録されている。

終

者七

寺会Zt

郁彦義

SON (平54) 皇后

ndZON (平54) 智慧

足切と字議会は f文海雑類j に含まれる若干の文字の拐で排する。

言受 --+J段 =2 1蔽 s-

(上29) (上12) (平7)

この韻類の二韻母と声母の連続関孫を表示すると，それらの韻母は舌上音と

亘書音には結び付かず，合口韻ば，軽唇音，牙音，茜頭妾，流思音と連続した

ことがわかる

広?i重 軽唇 頭舌 上舌 牙-
起ー 正

唇 頭 誌?

-ON t-th- k-kh- ts-s-

m- ll- ndz-

一 曹ON f-w- k- tsh-(?) 

5侯 流
思

I-X- }-1-

z-

韻密56を筆者の再構成形式に

手WON o k曹 ON 0 0 よって書き改めると，左のよう

1曹 ON lON loN ;こなる。
O 芝ON

XON (平声54韻代表字)

XON (上声47韻代表字〉

57. 韻図57 平芦田韻・土声48韻

頴図57tま，西夏語の平声55韻・上声48韻の特定の形式を図示したものである O

No.620の韻関 (36b)でほ，一段目は舌頭・舌と音の枠以外に西夏字が置かれ，

二段目は喉音のと乙ろに誤って文字を配している。

No. 622 (6創立 No.620と一致し， No. 623 と No.624で辻， 二段呂の

喉音の文字が重唇・軽唇音の欄に移動している o No.623の方はあとでそのよ
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三葱ュ久 l~ 1eij 。ゑ私

ゑ絞 O O 。O 

。
徹

家;
jit 

~ 

図57 平声55韻・上声48韻 No.620 

平頭代声韻表小字 『反文切海J 所『属同小音』類

55. 1 3談 当。主:忌 Aヌτ./)を丹 1単 ・ 位 民 泊制

2 名手 茄tlffi重春115

3 受手 経ヒ百五重唇日

4 int 政努5舌上独

5 ?錆 滋13支牙135

6 )f-fl *~~.支牙独
7 ~~ 2夜 ~n 正茜日
8 -百hdd』l 71会該正 歯独

9 Jヨ8ユ人 j綬匁t!I長独
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o 0 0 o jt~ 

。

勉

No. 624 (二段目と流麗音〉

うに書き込まれた乙とがはっきり

している O 筆者は平声55韻・上声

48韻の韻母として -IoN を推定

した O

まず『文海J平声韻各ノト韻の代

表字とその反切，そしてそれらに

相応すると考え得る上声韻形式を

あげたい O

形再式樟成 上韻声代韻表小字 BHF罵再小昔』類 再形式構成

P-ION 

ph-loN 

ph-IoN 

l1p-lON ~~~ 舌上 4 l1p-l0N 

k-l0N 忽ヒ芳郎 k-loN 

kh-loN 

tき-lON 館正醤独 tS-lON 

き-10N

?-10N {nえ喉独 ?-10N 

f遜涜恩出 主-10N



支え舌頭独 10N 

10 衣
~、

11 ~<弘

N
 

o
 

y

I

N

 

，

一

泊

h

一

時

W

独

独

歯

唇
正

軽
ム
弘
ゑ

」

-
ζ
H
U
2
及
u
q

一FEド
M

アレ
i
u

.
語
系

上記の反切下字を整理すると，一類にまとまる。何故か小韻 9~乙上声韻字が

一字使われている O

~ιーー

反切下字 I 誠一級一新→毅ご交?と(Mn) -loN 

形}
韻匿57の二段目に置かれる文字は「同音Jで法軽雲音類に属しており， WiON 

ノ {上〉 (平)

の形式をもっていた o U文海Jではこの形式の反切上字に喉音?ーの文字を捷っ

ている O そして No.620の韻図では喉音の合口韻の位置が与えられるが， No. 

623 と No.624 の韻図ではこの文字は軽唇音のところに置かれていて， r同
音Jと合致した形を示している O ノト韻10は，この文字を反切下字としているた

め ~L t品hWIoNを誰定した O この形は無声出気音にはじまるから，韻図の二段呂

に記録されていなくて当然である C

小韻 2と3は共に phioNであり， I日版『同音Jでは重唇115に罵し，四字で

一類をなすが，新坂 F同音』ではその一類は独字と三字一類に分割されている O

!日寂『同吾J重患115 4手 芳ち
λす

-
F

長
ヲ
利 宗寺 田字一類 phloN 

新版 f同音」重喜音 独字 類字三

後者はおそらく平去声で発音したのであろう G

流風音と連続する形式は上声韻のみで，儲閣即位置から，釘ON であ

ったと推定できる O

しかし上声家<妹>は町でないことは確かであるが， thI問 ndloN，

nloNのいずれであったのかは，設定する根拠に欠ける。

この韻母 -IoNと声母の連続関認をつぎに表示する G

Jf| 重
雇軽 頭舌 上舌 牙

一函 正
2民 流風頭 歯

-10N I p-ph- w- ? ~- k-kh- ts-tsh- ? き-

き-(tsh曹一〉
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tきlON kloN O pl0N 
この韻母は，歯頭音とは結び

{手)WI0N O {。 O O 付かなかった O

O 韻図57を，筆者の再構成形式
Z10N 

kIoN (平声55韻代表字)
を以って書き改めると，左のよ

k'iON (上声48韻代表字) うになる O

58. 韻図58 平声56韻・上声49韻

韻図58は，西夏語平声56韻・上声49韻の特定の音節形式を図示したものであ

有ijai 弗E。。
。

メ} O 。 O 

議乙 o 

3A昨t 010  10  O 

1|00漁4手U1 

十援も

--;人M〆¥

~58 平声56韻・上声49韻 No. 620 

るo No. 620の韻図 (37a)による

と，一段目は牙音，歯頭.iE茜音，

喉音の枠，二段呂 iま歯頭.iE歯音

の枠，そして三段自と四段目は喉

音の枠に，それぞれ一字西夏字が

書き込まれている O 四段自には上

(声)の注がつけ与れる O 五段目

の流嵐音には，上段下設ともに右

割に文字が置かれ，左側には丸印

がある O

No. 623 (61b)の韻図には，重唇

No. 623 0 

(部分) ~Jj 

OJ77 
ス7

o 
A、

重唇・軽唇音の枠に書き込みがある

-軽唇音の欄iと三字の書き込みがあるが，判読し難い o No. 622 (6b) と No.

624 (33b)の韻図では， 四段自の文字の下に上(声)の注がない o No. 622で

は，その替りに中央下部に大きく書かれた上声韻代表字の下に，上〈声〉の注

がつけろれている O

筆者はいままでこの韻類の韻母として -IwoNを推定して来たが，いまそれ
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を -r~N と -lW~N に改める。すぐあとで述べるように，実際にはこのほかに，

-r~N2' -lw~N2 を認めなければなちない心

まず「文海』平声韻各小韻代表字とその反切，そしてそれろに相応すると考

えちれる上声韻形式を列挙する O

平韻代声韻表小字 f反文切海J 所『属同小昔』類 形再式講成 上韻声代韻表小字 所F属同小音i類 再形式構成

56. 湾_::2も 舌上 3 斗-lON

1 ?丹乙 た員五 牙 33 k-loN 
会tll 九二 33 k-loN 

2 弁支 務ちと 牙101 kh-loN2 

昌国』

牙100 kh-IoN2 I~ 

ヌft) 牙 3 日-10N

3 jai ボゑ 正i岩 6 tき-10N 表; iE遍独 tき-10N

4 ;肝 涼教 正歯 57 tきh-loN

5 1安も j也統 正菌独 t蛍l-IoN2

6 者支 葱1五 正歯 33 き-loN 組 工E歯 33 S-10N 

7 t~t 援?位 喉独 ?-10N 変 喉 20 ?-10N 

8 イ年続え常 IIj民 15 X-ION2 j初~^、 5長 15 X-I0Nz 

9 î~t ぇliftt 政 92 手y-bN2 彰L喉独 手y-loN2

10 i手F彰tjiえ 流麗 62 1-10N 1宅 涜風 62 1-loN 

11 乙i手 ゑ11えAえ4品乏長し 涜温119 1-loN2 

12 角じ震設E 涜 嵐独 き-loN2 ーイ，δセ+ノλデ、
』

、 流嵐178 き-loN2

13 松 丸 亥 夜 正歯独善治h一川平

14 ~ 辺嘉t 牙171 1)-i宵 ON 11じ 牙163 1)-1曹ON

3教 正歯独 tき-1曹 ON

支 jE茜独 tきh-iWON

15 労，~E i九五 正 歯独 き-1曹 ON 抗手 E醤 独 き-iWON

友好 n長 20 手y-lWON2

上記の反切下字を帰納すると，つぎの一類になる C
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反切下字 1 tRt一貫7J~~t) 戸教(綴) 一国

11 

.常

ム
仏
筑
ず
党

↓
↑
一
一

低
一
一
託

宣

車

-1~N2 

-1曹~N

I類ほ関口韻 -13N を代表し，韻図では一段自に， 1類はその合口韻 -IW
測

であって，韻密の二段自に置かれる O そして E類は韻図の三段自に記されるか

ち，韻図の原員IHこしたがって -I3N，-I
w
3N に対立する-I3N2を推定したい O

N類にあたる形式は平声韻には含まれず，上声韻にのみあって，最後にさうげ
ーふふ『

た支符 ?yIW
3巧がそれである O 韻函では四段巨に置かれ， そ乙ではとくに上

(声)と乙とわっている O

流嵐音類の形式に対しては，どの韻図もその配置から見て， 1ーと孟ーの二形

式に限って登録している O 小韻10は lI3N，小韻11は 1I3N2 で共に一形式として

上段右側に霊かれ，小韻12~ま釘3N2 で下段右側に記置された G 乙の流風音形式

については -I3N と-I3N2 を，韻~では弁別していないことになる O

上声合口韻で正茜音と結び付く形式は，それ自体はっきりとした根拠に欠け

るが，文字の配列j頂にしたがって，

5教 tきiW~N (上)

表、 治hIW~N (上)

議季 話、N (上)

放っ

奉納する

を推定する O この推定の妥当なことは，ノト韻13の反切によって証明できる O そ

の 反切 先莞〔苑ま誤り〕は，子音結合をもっ形式きち一柏町=stぬま宵3N

を表記したもので，ちょうど上述の平声48韻の小韻 6 説話hor の表記に二字を

使ったのと毘じ手段を用いている。ここでも子音結合であることを示すために，

反切下字には上声韻字をあてた O それ故，平の注が必要であったのである G

国音合口韻の枠に書き入れられた河ま， Ii文海JlIi同音』の中日見当ら

ないが，おそちく上声韻字Z私 的N (上)に対する平声明式であろう。
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F文海雑類』にはこの韻類に属するつぎの文字が記録されている C

~-Ã- lJ~t ~ぇ ndきbN2 <屯I，震〉

三;1.三113昆L ;絞殺 ndzl曹;JN く鳥>

菟L 議員ゑ hlbN く掃草〉

乙の韻類の韻母と声母の連続関係を表不する。

品守|言 軽唇 舌上 舌頭 牙三 頭i岩 正
¥li夫 流風

菌

1¥- k 司一 ts-t三h- フー l-hl-

き_nd~-

1J一 ts-tきh-

きtshーさー

nd~-

-1;JN2 kh- tきh- X一手y l-z-

-IW;JN2 手y-

A
u
 

n
L
 

P
O
 

O
 

N
 

下 l~N

O 
フ yl~N2

?yiW~N2 

(上)

tSbN kbN 0 0 

tきIW~N 0 0 0 

o 0 0 0 

o 0 0 0 

o n~N 
o zl~N 

フyI~N2 平声56韻代表字)

?yl~N2 上声。韻代表字)

59. 韻国59 平声57韻

これらの韻母誌，重唇音，軽

唇音，舌頭音，歯頭音と法全く

結び付かない G

韻図58を筆者の再構成形式に

よって書き改めると，左むよう

にずよる O

韻函59~ま，西夏語平声57韻の特定の形式を図示したものである o No. 620の

韻国 (57b)で立，一段目は歯頭 .JE歯音と喉音の枠iこ，二段自は舌頭・舌上音

の枠にそれぞれ酉夏字が記される C 流嵐音に対して立五段自に丸印，六段自に

枠一杯;こ一字が大書されている o No. 623 (63a) にな<三脊り>の書き込みが

あり， No. 624 (34a上段)は No.620と一致する O また No.622 (7a) は，流
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教
み
か
叫

No. 623 (書き込み〉

嵐音五段自の丸EPがない点を除い

て No.620 と合致する O

この韻類は平声韻のみで，桔応

する上声韻がない O したがって，

韻図にも平〈声)の注記がついて

いる O 筆者は平声57韻の韻母とし

て -ywo を推定したが， あとで述

べるように，その形を，標準音と

して考え得る -10に改めたい。

?文海』平声韻各小韻の代表字

とその反切を列挙する O

園田平声57韻 No.620 

平韻代声韻表f字j、 F反文切海』 所F罵同小音i類 形i日式再善成 改訂形式

57. 1 文ィ主民 ヨ「外正歯山 tS-lWO → tき-10

2 
三区 民元外正歯 79 tsh-l曹o → t訟 -10

3 外 jiE it 正露 5 き-1曹 O →き-10

4 ~m :;?i免喉 21 手y-l曹 0 一歩 ?y-Io

5 I~t 2続投舌頭日 ロ-1官。 一~ n-lO 

5 →受賞亙?与 安Jñえ?ベ1~え三 流思独 主-1W O →堂-10

上記の反切下字は，二字で互に系聯し一類をなす。

反窃下字 I 柔不 一一ー++ー一一ー
λ主
乏九

-10 

韻図で一段自に置かれた文字，すなわち小韻 1と小韻 4の文字には関口韻
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-10を，それに対して二段自の文字に法合口韻 -lwo を推定したいが， 小韻 1

と小韻 4の文字は，~掌中珠J におし 1て，共に口合の漢字表音をもっている C

『掌中珠J漢字表者

正歯 一一綿一 束会， 寄会 く食物>

喉 21 ~iP 薬会 く功寵>

1m井 与合 <裁く〉

それ故，筆者辻平声57韻の韻母を -rwo とした。と乙ろが韻図をみると，こ

れちの文字は一段目関口韻の枠に配置され，それらと対立して二段目合口韻の

舌頭・舌上音の枠に別の一字がある G もし一段自の文字を -lWo と推定すると

二段自の文字と弁別できなくなる G したがって， この韻母を -rWo と発音した

のほ， ~掌中珠』が代表する東の地域の西夏語で， 首都関の標準音では -10

と発音し，一方それに対立する合口韻 -rwoをもっ形式もあって， この韻図で

はt1Woの形が登録されたと考えたい G ただし，その文字tIWoほ， ~文海.] ~文

海雑類.]f同音iの中に含まれておらず，おそらく後代に作られた字形であろう O

このように解釈すると，この韻図の枠組み;ま理解できる c

標準音〈韻書韻図が代表) 東の地域の方音(~掌中r~Jlが代表)

持部o ~wo 

~$ ?ylo ?yl曹 O

筆者は，新しい再構成形式として，関白韻 -10 (合口頭 -1
WO) を認めたい。

『文海雑類』に辻，平声57韻の反切下字をもっ文字が若干含まれている O

21jE 

~~ 

減 免悩0 うどん粉 倣

i éJ~悩0 勝つ 脳t

百火、111i10 

2寺11出 塚

韻図の流愚音類の枠には z-roがあるのみで， f文海雑類j，こ含まれる 1-hト

にはじまる形式立登録されていない。

これらの韻母と声母の連続関係を表示する O
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ぷ~I 震 軽
唇

舌
頭

舌
上 牙

茜
頭

喉
流
嵐

正
歯

n--10 

t--1曹。

No. 620 I ?針。

O 

tき10 0 0 0 
o 0 t1曹o 0 

O 
針。

?yio (平声57韻代表字)

平

60. 韻匿60 上声50韻

O 

図60 上声50韻 No.620 

-79 -

tき-tきhー ?y- ~-

き_ndまー (l-hl-) 

韻図59を筆者の新しい再講成

形式で書き改めると，左のよう

になる。

韻図60は，上声50韻の特定の音

節形式を図示したものである O

No. 620の韻図 (38a)では，一段

呂喉音の枠に西夏字一字が入る以

外は，丸EPが六個置かれるにとど

まる o No. 622 (7b) ， No. 624 

(34a下段) は No.620 と合致

し， No. 623 (63b)は， 中央部に

ま全治Lの書き込みがある。この

二字が何を意味するのか不詳であ

る C

韻類代表字の下に上(声)の字

が書かれているごとく，この韻図

には上声韻があるのみでそれにあ

たる平芦韻ばない G 当初は上声50

韻は平声57韻に相応する上声韻と

考えていたが，韻図を二分してい

るところから，平声57韻 -10に対



立する上芦田韻-1;)を推定しておきたい O 所居字は僅かに西字に限ちれ，いず

れも反切はわからない o W同音JI(出版〉喉音小類97~と属する別の一字も， 新坂

F同音Jで一類をなすから，同じく上芦田韻と見てよいであろう c

話 百九f~~ ?tshl0 
、

、，

i日正歯切新王歯57

努(花) ?yl 

113喉97新喉97

?yI:> ，ζ与えられた『掌中珠』における漢字表音薬合は，平声57韻の場合と

3
 

H
V
4
Z
B
A
 V

d
 

内

drnu 
つU

P
O
 

O
 

N
 

O O 

O 

O 
tきhIo(上声50韻代表宇)

上

O 

61. 韻図61 平声58韻・上声51韻

H-2z .ふ.
O O ヌゑ 散

Jt O ;tえ o O 

O 政 。多乙 。
O タ各 O O O 

鶏議
)001 

トーーーー

時10希0 

デ倍十仁

i魚ヒ

ー一一ー一一一一

図61 平声58韻・上声51韻 No.620 
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O 

同じように扱えるo *tshI:>の形

はほっきりとした摂拠がないが，

仮りにそのように推定しておく O

韻図的を筆者の再構成形式で書

き改めると，左のようになる G

韻図61は，西夏語平声58韻・上

声51韻の特定の音節形式を図示し

たものである C 韻図 No.620では

(38b) ，全部で六段が夜われ，一段

目ほ童唇・軽唇音，舌頭・舌上音と

喉音の枠，三段自は牙音と喉音の

枠，三段自は，舌頭・舌上音と醤頭・

正歯音の枠，四段目は歯頭・玉歯

音の枠にそれぞれ西夏字が一字づ

っE量される G 五段目と六段自は

同じように上方左右に二字並べら

れ，下方左右に丸印が二つ置かれ

るC この流風雪の丸fPは，合口韻

形式がなかったととを示している G

No. 624 (20b)は， No. 620と

合致するが， No. 622 (8a)は，一

段目の牙音の文字がないのと，六



11支
段目の流風音の下側の丸印が二っとも欠いている点

で， No. 620 と相違する o No. 623 (65a)法 No.
O 

620に比べて，重唇・軽唇音の榛の四段自に書き込。
みがあるほか，流嵐音の形式の配置が異っている C

。
もとの掠裁 (No.620と同じ〉の上に紙を貼ち，その

JR与
絡事事 i号訴 抵の上設に， No. 620と同じ四つの文字を左右一列

。。o 0 に並べ，その下に丸印を四つ置いている O

口 筆者は平48韻・上声51韻の主要韻母として -u

の緊喉母音-¥1を推定した C

No. 623 (部分)
まず F文海Jの平声韻各小韻代表字と反切，およ

びそれらに相応すると考え得る上声韻形式を列挙しょう O

平韻代声韻表小字 反『文切海i 所F属同小音類』 形再式講成 上韻代声表韻小字 所『罵毘小音J類 形再式講成

58. 71支 重唇123 P-¥1 

1 弱t 混該舌頭127 n-¥1. 

2 
4=n沖ぇ噌，4h 

会 雲夜、舌頭 独 n-¥1. 均七 舌頭 69 n-¥1. 

3 夜長 ;21良舌頭独 nd-u 

2キ(!ニ尋ザ2、 牙 11 k-¥1. 

4 多安 涌ヌlえ 喉 88 ?W-¥1. ま長 喉 89 手W-¥1.

もち 流風独 1-¥1. 

5 さ存t れ烹 軽唇独 W-lユ

6 る全 芥議舌 頭126 t-¥1.2 存ゑ 舌頭126 t-¥1.2 

7 会今i村tl・ 謀議舌頭独 n-1.，l 

8 長~( 殺?13牙独 司曹-¥1.2

まi受 一遍頭独 tS-1.，l2 

恒~

品花多乙 JJ4fkfdZ h 』

9 :1砕 流展独 hl-¥1.z 流意独 h1-1.，l2 

10 J数 #伝言該牙 67 ki-¥1.平 ~ うき二 独 kl-u 

子元 牙 80 kh-u 

- 81ー



ER:喉 67 ?-u 

11 メ/."1丹ト 後Z反流麗 47 1-¥1 2ゑ流愚(?) -¥1 

12 j隆 2産第流 風 10 I-W¥1 

13 j等 認{~t奇麗頭独 ts-W¥1 

と掲の反切下字を整理すると，つぎの三類に分れる G

反切下字 I 設 (~X) →1U(紘)一夜ご議-\1
ーーι

rr :I~ ~ jE {品交) -¥12 

EI;各=j降 _wu 

反切下字 i類をもっ文字は韻函一段自に配され，関口韻-¥1を代表し， II類

をもっ文字は韻函三段自に置かれーもを，藍類の文字詰四段目にあって， tsw¥1 

のような合口韻を指示した。韻図二段目の牙音の枠に入れられた文字は，反切

によると子音結合をもっ kl¥1であったと考えられる o No. 620 の韻図で二段

弓牙音の枠に丸印を置いているのは，この子音結合を合ロ韻の枠に入れるのに

臨躍したためでるろう O

ノト韻10kl¥1の反切下字に平声韻字を使いながら平の注字をつけるのは， 反

切の原則からはずれて，奇妙である。あるいは合の書き誤りであろうか。

韻図一段日の重唇音 P翠は上声韻字である q ノト韻 4の反切上字は， r昆音』

では軽唇音類に罵し W¥1であるが， この韻図では一段呂喉音の枠に置かれ

るO 河であったのだろうか。『同音j]I司版小類88，新坂小類90は共に四字をも

って一類をなしている O

!日版喉88 ;t主F同音』 会す
新版 万

-，..A.. 

HZ "Ot 4
2
拝

手wu

『文海Jのシステムでは，ノト韻 4 ?wuノト韻 5 wuの対立を示すc

流愚音は，この韻図では四形式の対立が指示されている G 上述のように No.

620と No.623は記置の方法が違うが，内容は再じである C
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No. 620 I hh，l. 
流嵐音類 I 0 

1W¥1 

O 

一同

O

つUつ臼PO
 

O
 

N
 

hl¥1 

O 

旬

。

h
・

0

流風音類

上声韻形式の中に kt，lがあると考えられるが，何故か韻図には記入されてい

ない O

これらの韻母と声母の達続関係をつぎに表示する C

韻riE 軽唇 舌頭
上二ι芋」二 九二 頭菌 正 u侯 流愚

歯

-¥1 p- w- t-n- k-kh- ts- 手一手w- 1-1-

nd- k1- hl-

-¥12 t-n- 耳胃ー ts-

これちの韻母は，舌上音と正菌音とは全く結び付かなかったことがわかる O

韻図61を筆者の再構成形式をもって書き改めると，つぎのようになる O

ハVっ“
戸

OO
 

N
 

市

町

.
0
0

O 

O 

tS¥12 

ts曹¥1

o t¥1 

kl¥1 0 

o t¥12 

o 0 
hl¥1 1¥1 (上〉

o 0 
iW¥1 I¥l 

o 0 
m，l (平声58韻代表字〉

n¥1上声51韻代表字〉

P¥1(上〉

O 

O 

O 

(10) r五音信韻』の体裁については，本稿(上)p.1l3 
を参照されたい。五言二匂と日付辻右の図版のよ
うに並べられている。

(11) 乙の裏(引に五音切|暑と書かれ，また羊皮の裏表

抵の内部には黙殺?を大磐若の書き込

みなどがあるが，不鮮明で判読し難い。

円。
Q
U
 

No. 620の『五音切韻Jはこ

の韻函61で終了する O この25と

不明の文字と西夏字が対照され

た五言二句があり，乾祐葵巳年

歳(1173)の日付がついている。

以下 No.622 の韻留を中心

に考察を進める O



平声59韻・上声52韻韻図6262. 

平声59韻・上声52韻の特定の音節形式を図示したものである Oi韻図62は，

一段

自は舌頭・舌上音と喉膏を除いた三つ

二段目は牙音と喉音のほかの三

(8b) ， No. 622の韻図によると

2長
J 全ご

ま受d奪
の枠，

ノあ

。

雪民2λ 
吊え

。

それぞれ西夏文字が置かれ，つの枠に，O O 

三段目と四段昌己歯頭・正蓄音のとこ
延命

ろのみ文字が記入されている O 流風吉
〈コO O O 

;ま五段呂に上下一字づっ，六段自は下o <:> 

方右側にのみ一字が書き入れられてい

丸Epが三つある C

E写家

るほか，

。

3

2
一忌

蕗
家
(
-

Z段O 

。
咽2-

;I}尋

O 

。

)1ト
姶

。
O O 

N o. 623， 624 (涜嵐音類)平声59苦i.上声52韻 No.622 醤62

一段目の牙No.624は，と流嵐音形式の配宣が異り，

音の字が欠ける iまか，流風音形式の配置は，

関o.622 ば，No. 623 

と一致する O

_W1¥1を推定した c

No. 623 

と筆者は平声59韻・上声52韻の韻母として -1¥1

まず F文海J平声韻各小類の代表字と反切， そしてそれらに栢応すると考え

再講成
形式

『同音j
所罵小類

上声韻小
韻代表字

再捧成
形式

『詞音j
所属小類

tS-1t.12 正藍独

w-WIU 軽唇7.......，6叡

t泣l-lt)z

w-曹1¥1

き-1l).2

- 84-

正鵠独

7 

王歯独

軽唇

F文海』
反切

銀色

義弘
訴えZ良
三令官え‘

ちれる上声韻形式をあげる G

平声韻小
韻代表字

殺

手私
.， l 

也
芳延，
J元tt.

1 59. 

2 

4 

3 



5 j~ 

6 一ZF川
714ミ
8j続
9 私、

10 特

11 ã~ 仁

12 廷
13 副え

14 柔
15 浮じ

)涌jf1i牙 4

'~i屯j総五二 64
低気正歯 78

Z13五五菌 11

3雨 厳重唇128

五25え 重唇独

浮浪弘吉頭日

k-lu 

I)g-l1ユ lalTI 牙63.......64 I)g-l¥1 

11T存正歯 78 tS-11，l tき-lU

tsh-l¥1 

p-胃 1¥1 t段、 重唇127 p_w勾

mbー曹1l，l

t曹 -IU

u-

m・
可

一

-hu

Q

U

F

O

 

A
ふ
戸
。

唱

i

噌

i

頭

頭
舌

舌

時
市
守
一
弘

sdJ-と
7-

建前ム舌頭 97 山

殺す社茜頭 63 ts_wl¥1 

反切下字 I類 Ei ご

~::l.ノ ，':2)

iml白人流麗独

統紙、流嵐 79

版百え流愚 80

E類 私、 -

E類焼ー

きー曹lU

み
紘
一
荻 流民 12 1-曹 11三

歯頭117 s-曹 lU

hI-wiu 

t-曹11ユ

上記の反切下字を整理すると，つぎの三類になる O

~lt 

5ムー常(朝

雄一芳(総)

-1¥12 

ー曹1¥1

一1U

I類は関口韻 -i¥12 を代表し，韻図四段自に置かれ， II類は合口韻-wi'¥12で

あって，韻図二段自に配置されている O 乙の E類の反切下字は互に系聯せず，

何故か小韻13(露頭63)には反切下字苦言〈平3ndlufi)が使われる o I類の文字
11 rt 

は関口韻 -1¥1を代表し，韻圏の一段自に記される O

E類の反切下字が合口韻を代表することは， w掌中珠』に見ちれる漢字表音

によって証明できる O
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ノト~fH 11 舌頭149 二宇一類

長3く唾>漢字表音底合

IJ¥韻 15 流麗 79 四字一類

守i碍+件ヒく按〈はり)> 。-ノ..L¥-壬r、'i 

t曹 11)

hlwIu 

この韻罰では，蜜頭 .JE菌音の横は，一段目正歯音 t8王手(関口)，二段目菌頭

音 tsWI¥1(合口)，四段目正歯音 t8I¥12 (関口)と並べられる O それらに対立して，

三段目の文字絡は， u同吾JU文海JU文海雑類J に入っていないが，おそ与

く歯頭音 tsI¥1(関口〉の形式をもっていたであろうと考えられる O

乙の韻函では，流嵐音にはじまる形式は，三種類 }WI¥1， iWI苧， hlW113が記入さ

れている O いずれも合口韻である o }WI\1は，韻~の言語では，流嵐音小類12の

形式(上声)lWI¥1と合ーしていたかも知れない。

また「文海雑類」には，この韻類に属するつぎの文字が登録されている O

1i6t 信七う?民 ndzwl1) (上52) 塚

16ざし 葬会す民 ndzwl1) (上52) 雨

骨花 活主作 ndzwl1) (平5号) 誘い

ゑIt j;三ぷ t曹 iu 〈平59) 動物の名〈二音節単語〉

ヌぎ 尋~ fi ~ hl曹 1ユ 〈平59)

1続 絡す長 t胃 1U 〈上52) 修歌弾琴

議E ?:2訪 hlWlu 〈上52) 獲得する

反切上字jjt と絹は同じく流嵐音小類124~唱し→ JI五→佐」
(流愚124) と系聯する。(流風音問(I日坂)の一字詰nt(平67)が反切上字とし

て計五をもっ〉

これらの韻母と声母の連続関係を表示すると，舌上音と喉音にはじまる形式

が全くなかったことがわかるつ

F
0
 

0
0
 



JTl 重 唇軽 上舌 頭言 牙
歯 正

喉
流

唇 頭 茜 風

-n，l k-I)g- ts-tsh-
nd堂一

一曹1¥1 i p-rnb- w- t-n- ts-s- hl-l-
ndz- 主ー

-1写2 ts-tsh-

きー

fhユ

p曹 1¥1

O 

韻図62を筆者の再構成形式を

もって書き改めると，左のよう

になる O

No.6221 0 tき1¥1 kl¥1 

O tsWl¥1 O 

O tSl¥1(?) O 

O tSl¥12 O 
t可¥1

ZWh，l 

o
m
.
0
 

o 0 

o hlwl¥1 

tき1¥1(平59韻代表字)

tsI¥1 (上声52韻代表字)

o 0 

63. 韻国63 平声60韻・上

声53韻

韻図63は，茜夏語平声60韻・

上芦田韻の特定の音節形式を図

。前 1季 O O 

。Z主 安是 。 。

j滋 。 。 o o 

o o o ζ〉 o 

G 活支
。 O 

え/.吾す・

I~t 

図63 平声60韻・上声53韻 No.622 

示したものである。 No.622の

韻函では (9a)，一段目と二段目共に牙

音と歯頭・正茜音の枠にのみ西夏字が

あり，三段目立喰音の枠に一字置かれ

ている O 流民音類には五段目があてち

れ，上段右側に一字書かれ，上段左側

と下段左右南側に丸印が記入される C

No. 623の韻図には，重唇・軽唇音の

輔の一段呂に書き込みがあり，三段目

辻丸印の替りに西夏字一字が入ってい

るO また喉晋の欄は一段目と四段自に

文字があり，二段呂と三段自に丸印が

置かれる O 流風音の欄は五段目のほか

に，六段自に一字と丸印一つが上下ι

並べられている O
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ム~

~，ft: 

i'lrt O 

Qa全
。
包

~'J元

O 

ψ
し

ψ
到。f

i
-
-

O 

。 O 

o 

2滋 O

o否季五

i弘 O

o孫i
o 0 

。。

No. 623 (部分)
婦と
G 

No. 624 (部分〉

No. 624の韻函 (36b) 誌，重唇・軽唇の二段目にも書き込みがある廷か，喉

音の一段目が No.622 のように丸印であり，流風音の追加がない点を除けば

No. 623 と同じである G

書き込まれた文字紙は mbI写(上53)<条>(重唇独〉と迄 P写(上54)(重

唇141)で，いずれも上声53韻あるいはそれに近似する形式を記入したのである O

筆者は，平芦別韻・上声53韻の韻母として -I?を推定した。

まず F文海Jの平戸各小韻代表字およびその反切，そしてそれらに相応する

と考える上声韻形式をあげる O

平韻声代器表小字 『反文切海』 所『胃属小音J類 再形構式成 上韻代声韻表小字 所『罵同小音i類 形再式構成

60. 1 i¥lft 先え 3百 重唇独 p-l写z

2 万百 zci弘重 震 独 m-l写z

3 ー3丹』ど4J九争-、 議21弘牙独
kh-l~2 

殺 舌 頭 目 n-l~2 

zz 舌頭 86 nd-lf2 

41弘 税務 日長独 ?-1?2 

52形L 設 ~I'長岡121 1-1?2 i的問121 1-1?2 

6 ftあ 然続重雇独 mb-l{: 託 重唇独 mb-lε 
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7 パz三写:!.. 寄与校牙 41 k-I~ jなdデk 牙41 k-Ie 

8 jbd佐正歯独 tき-1宰 毅 正記独 tS-le 

2 tft， ~時五歯m S-1e 正歯103 き-1写

10 4すdえテー 藤春長流風 60 I-}害

113Z  2弱気牙独 k-wle 

122莞 夜来正歯独 ts-曹 1害

あ長 喉 5虫 手-1~

上記の反切下字を整理すると，つぎの三類になる O

反切下字 I 組長→茄 →綴 吾二二‘ ー広畠H圃/3ιι • -1εz 

豆夜、ご院 -le 

E 流_.......ι 口 先.晶J-
一曹1写

乙の三類が代表する韻母の形式を韻図上に配分されている位量かち推定する

と， n類は関口韻 -1写を(一段巨)，重類はその合口韻-可写を(二段目， そし

て I類はそれらに対立する -1む(三設目)を代表していたことになる O この韻

類では小韻の配列がj頭序だっていて，小韻 1から 5までは I類，ノト韻 6から10

までが E類，IJ¥韻11と12がE類である O

No. 623 の韻図で誌 p1~2 と?玲(上声〉が記入され， No.624の韻図には上

述の書き込みのほかに， p1~2 と流思音 lI~2 が記入されている o No. 622と No.

623では流思音の悦 (/1¥韻10)のみが記入されたが， No. 624ではそれに， 11~2 

(小韻5) の形式がつけ加えきれている O

F文海雑類j ~とは平声60韻をもっつぎの一字がある O

育仁 総 llt， n的〈平的 流嵐18 切断(?)

乙の韻類の韻母と声母の連続関係を，つぎに表示する O
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流
嵐

!l長正
歯

歯
頭

刀
ぺ

舌
頭

舌
上

軽
唇

重
唇ぷ~!

? tき一き一k-mb-plv
・

》
電

Ea-

tき一k-一曹1写

乙の韻類には全体として，

零音と舌上音と露頭音にはじま

る形式はなかった。

韻国63を筆者の再捧成形式で

書き改めると，左のようになる G

軽

手一kh-

.，
PEw-

組
一
部

0

0

0

0

0

0

 

k'i害

k曹 h:

O 

O 

o H? 
o 0 

kl写(平声60韻代表字〉

kl? (上声53韻代表字)

n-nd-

0

0

0

0

 

p-m--1む

No mjO 

I ，~ 
10  

平声61韻・上声54韻

酉夏語平声61韻・上声54韻をもっ特定の音節形式を図示したもの

韻国64

韻図64は，

64. 

である c

No. 622の韻図。b)では，一段自は重唇・軽唇音の枠，二段目ほ重唇・軽唇

音，舌頭・舌上音と牙音の枠に，それぞれ西夏字が置かれる。三段自は重唇・軽

唇音の枠にのみ一字記入されるが，

その下に二字の注字がある O これ

はその文字の構成を示したもので，

注字右の偏と左の傍を組み合せる

と，三段自の文字が出来上る C

Z22i手(12絡が正しい)

Z持t出平11)十台=匂〈平61)

一一〉

Z弘
/.~ 
文民

Z持
妥持2支

品"... 
面じ

o 

o 

路志

o 

~ft 散

m宅建

o 
;7 r.ヲ
~l.人

O 

。

O 

O 

。

たし

がってこの文字は舌頭・舌上音三

段自に置かれるのが正しい O

Z良

知え
民o.622で

重唇・軽唇音三段自に置かれた文

字が，舌頭・舌上音の枠に移動し

No. 624 (34a)では，

鉛

平声61韻・上声54韻 No.622 民64



議。 計支

2持 o O f¥、J

〈コ 40 o o 

O O 

ヰ援

議ヒ 議t~秘散
石ネ 伯 "t今後

No. 624 (三段昌と流麗音〉 No. 623 (ー・二・三段呂と涜風音〉

ているほか，流愚苦の西字り下にあたる六段自に，上下二字の追加がある O

No. 623 C68b)誌，お0.624に比べると，喉音の横に二字書き込みがあち，

流嵐音の形式が，上下二段に三字づっ並べられるという相違を見せている O 注

字孫<拡げる >C喉96)は平声61韻玲C?)，手段は上声10韻 ?wihC喉63)であ

るO

筆者は，平声61韻・上声54韻の韻母として寸を推定した O

『文海J平声韻各小韻の代表字および反切，そしてそれろに相応すると考え

得る上声韻形式をあげる O

平韻声代韻表小字 『反文切海」 所F同属音小』類 再形構式成 上声韻小 F同音』 再樺成
韻代表字所講小類 形式

61. 1 受友 dzdlZ軽唇 12 w一容 12 軽唇 12 w寸

2 8尋 す花 j青軽唇 37 碍V一号

3 ll1 移譲正歯 15 tき-e 会恨 正歯 15 tき一写

4 セ設ザlj 『 j自i係正歯 95 tきh-写

5 zU，f 久 t~ ~I交流愚 91 l-e 京会 流風 57 1-寺

6 i孟 滅 ~l交流風独 き-c るじ 流風独 き一容

7 ~\ì 名A-;ii重雇141 p一号 ど11す;(‘ 重唇141 p一号

8 j青 展;散重唇独 ph-写

9 ilit 考 3良重唇 9 mb-e n~ヒ 重唇 10 mbー写
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10 庇
11 iあ

15 綴

17 2議た

1817今
日儲

20 ~前じ

21 ~，手

形Jt~度重唇 61

反霧舌頭 25

2i百21良舌頭 24

7を;弘吉頭 42

-n長牙113

雲取牙 16

告硝牙凶

m-t 
i存え ロ1一写重唇 61

t-t 

t-t 百j陀 t-? 舌頭 23

n-? 

k-t 

弓g-? 牙必死 IJ宮一写

IJg一宇

h

u

ε

.

ε
・

お

牛

u

n

r

つd

つd

・h
H
A

G

d

A

せ

泊

中

山

頭

頭

頭

歯

歯

歯

会
丹

d
A
&
亥

守
企
庁
コ
A
H
会
Wは
山

vr 

ε

J

t

p

九

つ

い

ι孟

v

z

n

'

b

'

n

oo 

m

m

∞

∞

独

愚

位

昆

嵐

頭

流

量

流

流

吉

-

交

流

zu 

w
制
蛸
矯
将
係

全
世
み
変
桜
花
一
化

2
2
ヨ
R
片
山

E
M
R
号
化
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2尻流風 32 z-? 

有元流風81 hl 

百係巻 流嵐1団即5訂7穴C?わ〉ト

百杯不 流思日町7 ト

上記の反切下字を整理すると，つぎの三類になる c

一一----1・eーーー 務 (1陥)jiZ→ jfえ一転(i絞)→姉
市ノ 〕ノ
)百 j42

豆 512J)綴〈r萩〈平36-eh)

反切下字 I 

一年

-e 

m ~I子一稲‘・一一一許(上〉 w 
-~e 

反切下字 I類をもっ文字も， n類をもっ文字も，韻図一段自に配当され， I 

類をもっ文字詰，一段自のほかど二段自にも置かれている D したがって，一段



日と二段目 iま，韻函の性質上，

一段目軽唇 王歯

二段目 重喜 舌頭 牙

のように分配きれたのであって，韻母の関合韻の対立を示したものではなかっ

たo n類の反切下字が使われるの立正歯音〈無声無気音)に浪られ， しかも平声

36韻の文字を下字としている O これ法一宇が狭い母音となっていたかちであろ

うo t 話写 [ts~J 韻図三段目は，組合せ文字によって t-l~ を表示した C 反切下字

亜類は合口韻を内表し，流風雪類のみ該当する形式をもっている O

この韻類の流嵐音類の形式の表示は，三つの形態で残されている G 反切と照

合するとその中， No. 623 と No.624の韻図が王しい乙とがわかる o No.623 

は，反切下字E類をもっ形式を横に一列に並べた形態であるのに対して， No. 

624は，董類が代表する合口韻形式を下段に配置した形である O いま各々の位

置に『文海』小韻番号と『同音』小類番号および呉捧形式を代入すると，つぎ

のようになる o IJ¥韻 6の反窃上字と小韻18の上字は，系聯する。

小韻 17(小類98) ノト韻 5 (ふ類91) l~ 

小韻 18(小類88) 小韻 6 (独字) 主主

小韻 21(1]、類82)

〈小類167)I 
ー+

No. 624 1 上声 ~ー. 
I No. 624 

hl曹Z le 

l曹写 ~~ 主写
I No. 623 

F文海雑類』には，平声61韻・上声54韻の文字を長切下字とするつぎの文字

が含まれる C

~lえ 縮5Z ndz写(上54) 渡る

，~受 河12iFf2TJZ ぺ ndzc (上54) 不浄，集って草くなる

ーム-

総督jnft 吐き写 (平61) 行う
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品~t ヌl~t~度重ヲ hl曹Z (平61) かたむける

認鮪 hl曹写 (平61) 顔

認儲 ~t hl可〈上)(上54) 変化する，不純になる

1 匂t!恨 hl幸 (上54) 喜本

これらの韻母_~ _w~ と声母の連続関係をつぎι表示する G

42f| 重
軽唇 上舌 頭舌 牙

歯 正
Uf定 流風唇 頭 歯

一写 l pph W 司v- t- k-IJg- tsh- tき-tsh- l-hl-

mb-m- n- s- f一堂一

_We nd- l-hl-

No. 6221 0 tき幸 O O wc 合口韻iま舌頭音と流底音iこF艮

O O kε P写 るれ，関口韻は，舌上音と喉音

O O O O t'ie 
には結び、付かなかった O

3ε iε 

き写 主ε 韻関64を筆者の再構成形式に

tsc 平声61韻代表字) よって書き改めると，左のよう

tき写{上声54韻代表字)
になる O

65. 韻園65 平声62韻・上声55韻

韻図65は，西夏語平声62韻・上声55韻をもっ特定の音節形式を図示したもの

である O

No. 622の韻図(1Oa)で辻，一段目は重唇・軽唇音と舌頭・舌上音の枠，二

段弓 iま牙音の枠，三段自は吉頭・舌上音と歯頭・正歯音の枠，四段ヨは歯頭・

王歯音の枠にそれぞれ茜夏字がある c 流嵐音には，五段目上方右側一字と六段

自上方左右に二字が置かれる o No. 624の韻図 (38b) は，重唇・軽震音の模に

二字書き込みがあり，流思音の横の六段自下方にも丸印がある以外は，文字の

配置は No.622と相違がない o No. 623 (70a)の韻国では，重唇・軽雇音の横

と喉音の模に書き込みが多く，流嵐晋の欄の配置が No.622や No.624とは
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O o Cコ 姦 d技
o o 秀tえ o 。

。 Z系え o 1111 。

o ~~ヒ 〈コ o O 

O iヲiユえ

ぐ3 o 

!隊 Iffi 

喜安

II~ じ

国65 平声62韻・上声55韻 No.622 

一
反
-
枇
揚

鍛

匂

文

句

吋

与
え

ァ官

'

0

 

1
1
1
1
1
1
1

‘

-E寵日肝
レZ
L
M

悔

恨

-

主

主

滋

0
2
J

処
。
一
句
Y
2
0

鈎
e
e
u

1-++-
G 受艮 o c> 

No. 623 (部分〉

応すると考え得る上声韻形式をあげよう O

- 95ー

2枝

J 

。

-
K
ι
3
 

対
泊
。

。
。。持七。 o

六d

i批j議
。。

No. 624 (部分〉

異って横に二列に並べちれている O

注字の形式:

A援? íl1元 pì'~2 (平60)

務wε(平33) ~iも?写〈平61)

えレi(上部) 怒f~N (上回

発任市(平66) ? 

労!令ndz可(上鈎?

これろの注字はいずれも音注で

あるが，一体何を意図しているの

か明瞭ではない。

筆者は平声62韻上声55韻の韻母

として， -~N を推定した O

つぎに『文海』平声韻各小韻の

tt表字と反切，そしてそれちに相



平韻代声韻表小字 『反文切海』 所F罵毘小音類』 形再式講成 上韻声代韻表小字 所F属同小音j韻 再影講式成

位 1 allt 詳}f註舌頭目 t-?Nz 受あ 舌頭108 t-写Nz

諸民舌頭160 n-写N2

2 ~訟 ;託!議題頭独 ts一写N2

3 nt~ 手~f 111l流愚独 !-写N2 ー
2枠長

ヂ・ 流風独 1-写Nz

4 I~t ñ~t す'1} 涜昆独 hl-写Nz

5 1'J ZEii批歯頭独 S-?Nz 

6 お/.~え4ァ 2品翁了重唇 47 p-写N

7~-" 
重唇 47 p-写N

7 ー殺￥悼 日銭名舌頭 26 t-eN 
1¥迄 吉頭 61 t-eN 

12t 舌頭独 n-eN 

8 編出 錆t議?歯 説35 ts-写N

9 第五 %IE1目玉ゑ牙 69 k-Wf:N ~ft :8二 69 k-Wf:N 

ZiZ 流麗 94 1-写N

Z広 軽唇独 W-εN 

と記の反切下字を整理すると，つぎの四類と一字になる O

反切下字 I 府民ニコ 11花 -?Nz 

E す11 ;:==:! i批 -?N2 

E 議了(議)+====然、 (;il) 
-?N 

IV Jf元~I伊士、(上声〉 W?N 

韻図一段目の文字は反切下字E類をとり，二段自の文字は I類と E類をとる O

前者;ま -~N. 後者は -?N2 を表示したと考えられる G 二段自の文字詰小韻 9に

該当し，上声字 W~N を反切下字とし，合口韻 kw卵 (kWi-w~N) の形をもって

いた。四段目の文字は所罵が不明であるが，おそらく旬、円であったろうと推

定できる O
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流嵐音の横iま，韻図64と同じ関係を示しており，つぎのように複元できる C

O l~N(上〉
No. 623! 

hl写N2 1~N2 O I~N(上〉
No. 624 

O O O 持N2(上) O O 

hl写N2 f写N2

乙れらの関口韻の韻母は，重喜音，軽唇音，舌頭音，歯頭音と涜風音とのみ

連続し，合口韻は k-(とおすにはじまる音節に隈られていた O

ぷ廿 軽唇 上舌 頭言 牙 歯頭
正

E長 流風
題

一写N w- t-n- ts-

一写N2 t-n- ts-s- l-hl-

一曹写N k- (ts-) 

No. 6221 0 O O tεN weN 
韻図65を筆者の再構成形式に

{。 O kwεN O O 書き改めると，左のようになる O

O ts写N2 O t写N2 O 
W刊誌無声音化して [1¥先制〕

O ts曹写N2 O O O 
o l~N(上) に変っていたのであろう。

o 0 
hl写N21宇N2

t~N 平声62韻代表字〉

匂N (上声55韻代表字〉

66. 韻函66 平声63韻・上声56韻

韻菌66は，茜夏語平声63韻・上声56韻の特定の音節形式を圏示したものであ

るO

No. 622の韻函(lOa)では，一段目は歯頭.iE歯音の枠を徐きすべての枠に，

二段自は重唇・軽唇音と牙音の枠にのみ西夏字が置かれている G 流嵐音の横は

いままでの韻留とはやや違って，三字を右上から左下に向けて斜めに並べてい

るo No. 623 (70b)では，喉昔の欄二段自に一字書き込みがある G 書き込まれ

た文字は， 7Je (平66)<煮る>と読める O

No. 624の韻図 (39a)は，流嵐音の欄の配置が， No. 622・623と異り，三

字を左右に並べ，その下に丸印を二つ置いている O
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議't~ 0 ~徒隊ああ

。 君愛 O 続

~t 、山岩

蒸百

it乙
n交

図66 平声63韻・上声56韻封o.622 

設と

。孫

No. 623 (隈音の注字〉

霧~ )支 21L
o 0 

No. 624 (流思音〉

筆者は平声63韻・上声56韻の韻母に 。と _Wc を推定した O

つぎに『文海』平声韻各小韻の代表字と反切，そしてそれらに相応すると考

えられる上声韻形式をあげた。

平韻代声韻表小字
F
反文切

語』 所『属再小音』
類 彰再式

講成 上韻代声韻表ふ字 所
F屠詞小苦i

類 再形式
構成

63. 1 五百 まま弟重唇 88 P-Cl 日IXと]三汀 重唇88-89 p-Cl 

~ 

7言 、 M-重唇独2 lnマじ 区1-0 ~11t重唇独 mb-o 

」晶.:!-

言2隣室唇独3 ll~ m-o 

4 ~全 詳 J1吉頭 92 t-a 3良 舌頭独 t-o 

5 
々

λ
，すニチ玄z.. 

・
j支えゑ各舌頭 70 n-Cl 浮す 舌頭 70 n-o 

6 -7v+2チ字
・

}~1 )~ 吉頭 71 n-o 

7 名~ 彼1tt舌 頭独 nd-o 37t舌頭独 nd-o 

8 j~ ぇ手i.i各牙17""'18 k-o 
I1許牙 18 k-o 

~In 牙168 1J-Cl 

ヨ 守五
H

百/ 日J1歯頭ロ tsh-o 

10 jEC J段、Zjf喉 23 ?-o 2ii受験 24 ?-o 
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11 Et 稿!詮流風間 l-c 

12 j玄 移手2各流嵐比 }-o 

手持流愚 59 HZ-O 

13 あ君 ~~ j~~ 軽唇 38 w_Wc 葎軽唇 13 w-Wo 

14 芸ijlz A ;率先牙独 kh-曹 G

152誌25= 113殺流嵐独 hl-wo 

上記の反切下字を整理すると，つぎの二類にまとまる O

反切下字 I j鋒---.)~ー務←務(悦)←jzt -0 

E 競ー裂をー先(高官) 一曹G

'f: a 

I類は平声聞の文字務 tsor と系わる。乙の反切下字をもっ文字は韻図

一段自に置かれるから， 1類は関口韻 -Q を代表した G 二段目は合口韻であり，

軽唇苦 WQ [M.QJ と牙音 kWQ(上声)く鍬>が記入されている G 流愚音の繍は，

No. 624と 623の形態が正しく， h1w9 19 19の三形式が登録されている。『文海

雑類』にはそのほか，この醐に属する託 格段キ lQ(平63)<妄(へつ

らい)>が含まれる G

この二つの韻母と声母の連続関係を表示すると，つぎのようになる O

沢喜 軽舌
唇頭

舌
上

牙
歯
頭

正
歯

喉 流
風

t-n-

nd-

k-1J- tsh- 手- 1-1-

HZ-

_wo w- k-kh- hl-

No. 6221~ 
O 

O 

O 

ぬ
.
0

G
・

噌

4

・4

G-
一円
U

・

K
-
r
 

G
-
G
-

p

w

 

この韻類には舌上音と正蜜音

にはじまる音節は全くなかった C

韻函66を筆者の再構成形式を

もって書き改めると，左のよう

にずよる O字

字

表

表
代

代

韻

韻
n
o
p
o
 

内

h

v

F
同
U

土
戸
士
戸

平

上

-M，

G
・

0

G-

手

?
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67. 韻図67 平声64韻・と声57訟

韻函67は，酉夏語平声64韻・上声57韻の特定の音第形式を国示したものであ

るo No. 622の韻図(l1a)では，一段目は重唇・軽唇音の枠と霞頭・王茜音の

枠に，二段目は重喜・軽震音の枠，舌頭・苦上音と牙音の枠;とそれぞれ文字が

ある。三段目は牙音の枠が空白であり，

〈コ ?若 D o ~1え ほかの枠は丸印がつき，四段目;ま牙音の

あえ 224F ヰ Zも
枠のみ晋夏字が書かれる O 流風音の模は

o <::> 
五段目左側上下に文字があり，左部上下

<::> <:> o Cコ には丸r[Jが置かれている C 右上の文字は，

ziL 
ilZ〈上57) であろうか。

<:> ぐっ <::) <:> No. 623の韻図では，一段目歯頭・正

o '1ft 
童音の枠の文字が551jの文字に替り，左下

にNo.622の文字が小さく記入されてい

o メ~Iえz 
るG この文字は南方共に『文海j[f毘音J

7弁 『文海雑類~ t乙含まれていない G 三段日

気t
牙音の枠に，極同〈上57)<醜い>が

入り，涜患音の欄の右上の文字が到の文

留67 平声648Jl.上斉57担 No.622 
字に替っている(l?平5針。そして六段

自の枠の中央上下に丸印を一つづっ加え

o z蓄互奇 <0 

No. 624 

。 。 ホえ 〔部分〉 品え

o 。 也 ¥ 〈コ 経;

o o 31t ぉto 

o o Int 。i持仁
o JJZUiy λ 

。
。活J-ii入Z 。

No. 623 (部分) 牙音と流愚音
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ている o No. 624の韻函は No.623 と同じく二段目牙音の枠に醜が入り，五

段目右上の文字がi浮上 rar <可>(平82) ~こ替っている。

筆者は，平声64韻・上声57韻の韻母として，一字と _W~ を推定した O

F文海』平声韻各小韻の代表字および反切，そしてそれらに相応すると考え

得る上声韻形式をあげる O

平韻代声韻表小字 『反文切海』 所『属同小音類』 再形構式成 上韻代声表韻小字 所『罵爵小音J類 再形式構成

64. 1 l該 えp時?えヨねよt重唇114 mb-9.2 民各 重唇114 mb-9.2 

2 認t 経:}笈芳156 k-9.2 経? 牙独 k-9.2 

3 え442iλ1. 政;委軽唇 19 f-a 

芳ヌきH 軽唇 25 w-a 

4 蕊 免除紋正茜(新)71 s-a 

5 λB華全し 知終 重唇 65 P-9. 

6 i24t 布;J. 諮~~t 重唇日 立l-a

7 tt 色絵重唇独 mb-9. 

8 ;事 ~~紗舌頭94--95 t-9. ，，之I，k主え‘ 舌頭 94 t-a 

9 三段 仏政調印 n-a 務仁舌頭 90 n-a 

10 三汲 i也九舌頭137 n-a 

11 自え ~li' 委任牙独 k-a 彪会 牙 60 k-a 

12 えλま円 2得税牙悶 弓一♀

13 lEE 諺i係歯頭ロ9 tsh-9. ?tJi 露頭129 tsh-a 

14 zit 殺説ム流嵐 92 1-9. !fL 流麗? l-a 

15 ZK 五務各芸流底独 ま-a やj 流嵐? き-a

花色 牙独 k-曹a

上記の皮切下字を整理すると，つぎの二類になる O



反切下字 I ?it -ーー幽ー四~
.戸ーーーーーー JIえ -;;t2 

立叙ー建(託)一秒←ーか稀) -;;t 

〈平82-ar)

E 紘一縦断t)~ I長 -;;t 

韻図一段目の f与問勾と四段自の kC].には反切下字 I類が使われ，二段目

P字句 kC].とは，下字 I類と E類があてられる c 二段自の k卒と四段自の kC].

が，どのように相違したのか詳かではないが，前者は関口韻-C].，後者は-C].2

を代表したと考えたい o n類が平声82韻 tsarと系わるのは，ちょうど平声63韻

〈上声56韻)-C].が平声80韻 tsar を反切下字としているのと同じ関係である O

それに対して合口韻は，韻~lで辻三段目に記置された上声韻最後の形式 kWC].だ

けであった O

各テキストの流嵐膏類の欄を，つぎのように対照できる。 No.624に辻，と

こでも平声82韻の字が使われている O

No. 6221-o~-~1 No. 62310 

o zq. 0 

rar (平82)1

za 
3

3

 

・ゐE
昼
、
a
R
1
4

No. 6241 0 

o 

。。
f文海雑類』には乙の;まか，流嵐音の平声64韻に属するつぎの形式が記録さ

れている O

去を

子支

商 品 hI;;t (平64) 漢字表音己辞 く電(穏光)>

長~1t j} h同合(平ω 梓舌合 <灰>

この韻母一手 -WC].2 と声母の連続関孫を表示する O

ぷ~I 言 軽唇 言頭 上舌 牙
歯 i五 u侯 流風
Uヨ 菌

f-w一 t-n- k-I)- tsh- き- r-z-hl-

mb-

一曹a k- hl-

一♀2 mb- k-
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O 牢tsa O O fa 韻図67を筆者の再講成形式に

O O ka ta pa よって書き改めると，左のよう

O O (k曹 a) O O iこTよる O

O O ka2 O O 
o la *ts~ の推定は，韻図上の位置

o ~a 以外，確かな根拠がない。誌は

t? (平声64韻代表字)
韻密の言語では誌でるったか

ta (上声57韻代表字)
も知れない。

68. 韻図68 平声65韻・上声58韻

韻図68は，西夏語平声65韻・上声58韻の特定の音節形式を図示したものであ

る。 No.622の韻国(11b)では，一段目は舌頭・舌上音の枠，二段百は重唇・

軽署音と舌頭・雪上音の枠にのみ西夏字がある O 流嵐音は，上下に二字並んで

いる o No. 623の韻図 (72b)では，二段目の重唇・軽雇音の文字が相違し，喉

音の欄に三字の書き込みがある O

lt支?ew(上44)<学ぶ>義 kI~ (平60)<雷が鳴る>総tsi主〈上1の<譲る>

No. 624の韻図 (41a)では，流風音の調の配置が違っていて， No.622と同じ

二文字が左右に配置され，その下に丸印が二つ置かれている G なお訟と;餅

は毘じ音節であった O

筆者は，平声65韻・上声56韻の韻母として -iと _WJを推定したO

o 〈コ o 会ギ 。

。 ぐコ c> i第 吉弘

長長
安tlλ琴

"あ1
一i二i22，『1 

図68 平声65韻・上声56韻No.622 

-103-

。 殺 A¥

免 i
O ;弘、

〈コ

:餓

No. 623 (重唇・軽唇吾と喉音〉

安"11~
o <::> 

No. 624 (流風苦〉



『文海J平声各IJ¥韻代表字と反切およびそれらに栢認すると考え得る上声韻

形式をあげる O

小
字

韻
表
-
あ
ふ
弘
之
「
A
A
7人
形
準
法
行
経

諒
話
再
ザ
司
会
参
良
三
室
〆
雪
崩

τ

i

A

n

L

q

G

S

佐

R

U

F

O

庁

i

n

k

u

n

H

d

『文海，] r同音』
反明 所罵小類

椛弘重唇 86

抗議重唇 86

ヌ¥1室長舌頭 独

言1} 舌頭附

3ZE手舌頭独

自長詐舌顕独
子hl桝流風118
成 jえ人

蕊路軽唇 14

~I~ 要度殺舌頭独

再構成 上声韻小 『同音J
形式 韻代表字所属小類

m-J 11問重唇 86

m-r 1-桜、 重唇 40

再講成
形式

m-I 

mb-I 

t-r 

山 政舌頭目 th-r 

n-J 

nd-I 

1-1 協流風日 1-1 

t-wI平

b

y

 

u
独

頭

風
舌

流
wwハ
ラ
勿
べ

4

?

 上記の反切下字を整理すると，つぎの二類になる G

反切下字 I Z設(姦)一対一蜂ニ阪 -1 

立 j発ご 712(上声)
T
a
a
A

・

曹

反切下字 i類ば関口韻 -1 を代表し，それをもっ文字は韻図の一段目に， n 
類ほ合口韻 _W1で，その文字詰二段目に配置されている O 後者の反切下字詰，

上声の合口韻 lW1 と連合する O 流風音iま二形式のみで， No. 622， 623 と No.

624は，具体的に誌つぎのような分配を示している G

お0.622!tz|
623 I 

w 

No引門
o 
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u 

O 

hは韻図の言語では，すでに

}Jとなっていたのかも知れない。

これらの韻母は極く隈ろれた

声母とのみ連続する c



韻穴| 重
軽唇 舌頭 上舌 牙 歯頭

正 E長 流
唇 菌 愚

t-th-

n-nd-

f- t-th-

No.62210 O O t! {。 韻函68を筆者の再構成形式を

O O {。 t曹1 f曹 I もって書き改めると，左のよう

11 になる O

l曹 I

ml (平声65韻代表字)

mI (上声58韻代表字)

69. 韻lZl69 平声66韻・上声59韻

韻図的は，酉夏語平声66韻・上声59韻の特定の音節形式を図示したものであ

るO

No. 622の韻国(12a)では，一段日誌重唇・軽唇音と牙音と喉音の枠に西夏

字が置かれ，流風音の枠は上方に一字，

提 O 言与

1~~ 
亡〉

そ主

iii 

<:::> 1長 下方に丸印が一つ書かれている。No.623

の韻図 (73a)誌， No. 622と一致するが，

No. 624 (42b) に江， 流嵐音の丸E!Jの右

に書き込みが一字ある O 書き込まれた文

字他は上声 8韻に麗し，非緊喉母音の

形孟I邑をもつから，ここに記入されても

見当違いではなく，筆者の再構成形の正

確さが梧互に関連して証明されたことに

なる O

韻菌69 平声66韻・上声59韻No.622 

j~3 

。
他

No. 624 (流思音〉

筆者は平声66韻・上声56韻の韻母とし

て，緊喉母音一昨を推定した O

『文海』平声韻各小韻代表字と反切，およびそれらに相

応すると考えられる上声韻形式をあげ、る O
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平韻声代韻表/字j¥ f反文切海』 所『属同音小』類 再形構式成

66. 1 百i会 7侵害手重唇独 p-Ie 

2 委後 1駁鋪;重唇 75 P-I色

3 之ノ・梢Tベ?ゐ 寄係重唇独 mb-Je 

4 ー京守物号』 ~~え得牙独 k-I色

5 係 ~ñt1写喉 99 手-1き

上声韻小 F再音J 再構成
語代表字所罵小類 形式

三百牙独 ふ

fI t 日侯 53 1{kIさ

5 ~~H ;i2毛主流嵐日 KZ-Ie 

この反切下字詰，一類に系聯する O

反切下字 I 奇弁 ζ コ 琵~ 1~i -1る

韻図の一段目には Pl語， k，邑，行邑が並べられたことは明らかであり，流思音

の音節ほ HZl語のみであった。『文海Jの組織とよく合致している o IJ¥韻 2の形

式は古い段階で誌 *prZI邑であったかも知れない G この韻母は限られた声母と

しか連続しなかった O

ぷ?lE 
軽
唇

舌
頭

舌
上

牙
指
頭

正
菌

i投 流
麗

k- ?-ik- KZ-

韻密69を筆者の再構成形式を

もって書き改めると，左のよう

になる O

No. 6221 争時 O kl邑 O PIる

HZIる

O 

事;邑〈平声66韻代表字〉

つ邑〈上声59韻代表字〉

70. 韻図70 平声67韻・上声60韻

韻図70は，西夏語平声67韻・上声60韻の中の特定の音蔀形式を園示したもの

である O

No. 622の韻図 (12b)では，上四段が使われ，一段目は重唇・軽唇音，菌頭
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お 2殺 亡〉 O 会安瓦
メf(~に

すテ弓2ト
J(..)又 え升L

表
明

Cコ ぐコ <0 
2‘. 

O 員[k

O o ~/Ê c> o 
。寺区

c) o ト
昆

-ザヌ

h宗

務

o

o

h

コ

レ

ヨ

メ

コ

γ
L

o
z
v
u

を
ベ
す
昆
ゅ
は
ァ
刊

4

U

2

日

2

え
引
受
ョ
・

i

Cコ ZEO託統
静 o ~支ゑ物

No. 623 (喉音と流恩音の部分)

.lE歯音と喉音の枠に，二段目は

重唇・軽唇音と舌頭音の梓に，三

段自立牙音，四段昌辻舌頭・舌上

音の枠に，それぞれ酉夏字が記入

される O 流風音にほ，五段目上方

に二字と下方に二字，計四字があ

ち，六段目は左側に上下二字，右

図70 平声67韻・上芦60韻 No.622 割に丸印が上下に二つ並べられる G

No. 624の韻図 (43a)は，枠組みは No.622 と変らないが， 四段自の文字が

TEになっている o No. 623 (聞では喉音の欄に書き込みがあり，涜嵐音の

配置が相違する O 書き込まれた文字を上からあげると，

バ~~ .. -:Z 1~ 災ドi(上60) n1k 1i (上60)， 今|え ?wifi(上10) となる O

諸問

筆者誌，平声67韻・上声60韻の韻母として， -1 と-巧を准定した O

『文海J平声韻各ノト韻の代表字と反切，そしてそれらに梧応すると考え得る

上声韻形式をあげる O

平韻代声表韻小字 『反文切海』 所『罵司小音』類 形再式講成 上韻声代韻表小字 所『属再音小』類 再形式構成

67. 1 Jλ〈プλ『 派 ~iñ 軽唇 4 w-! 雪量 軽唇 4 w-t 

2 互写tt牙142 弓g-! IU也 牙142 耳g-i

3 え./.Y':耗え2 絡~t 王露 75 tき-i

4 支奇初え』3 1a与級喉独 ?-i 
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5 万千ゑ ~l毛針涜風独 主-i

6 2品 令交22t重露日 P-l 

71危 11 ~~t 重唇102 mb-i 

8 号市 諸 民 議重唇101'"'-'2 mb-h 

合 話化 芳ぇ目三 立三コ乙 重唇独 日1-1-

10 1~ヒ ij ~ ~両舌頭 59 t-i 2支 苦頭 59 t-I 

11 4続 長~ ~支舌頭 60 t-i 

12 lt~ 萩 l~t 舌頭 75 n-l ? 萎 舌 頭 75 n-l 

13 ;柔 Z市jF5舌頭 75 n-12 ゑi 舌頭 76 n-lz 

14 2詑 事えdp存歯頭独 tsh-I 

151碕 オ茂忽t茜頭 22 s-! 

16 ~Tネト 三a戸、i〆113吟K 畠頭 22 S-12 

苓自民 27 ?y-t 

17 1i弓:i<. 至急焔閥的 1-12 話It流麗 2

18 ぷ託 jazzヒ涜風口

19 }受 長え翁支流風口 sZ-l 

20 j長 俗芸真舌頭独 th-曹 i

21 ~rt ZK ZE牙独 k-曹 i

22 2，二7Zじ. rマ 12'-iRき牙独 司g 曹i

23 宝島 言三金流風 70 1-Wi 

24 系t 名残 流 風161 き-Wi

上記の反切下字を整理すると，つぎの四類になる O

反切下字 I 知 = ~~t (旋)一級(綴) -1 

E 釘 ー 民=呼iit--~.安一徹(平9) -1 
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亙議 -Z良一後(?)
-
咽
ム
-

w
 

百窪 (1者)→ ~l毛 一ーーー争-五支 。hu

-宅
A
-

I類は韻図一段呂の文字に， II類ほ二段目の文字に，そしてE類は三段自の

文字に使われている o ~まじめの二つは関口韻 -1 を，あとの一類 iまその合口韻

-wiを代表した O 韻図の上では，軽唇音と正歯音 witsi を一段自に，重喜音

と舌頭音 piと tiを二段自に，牙音 kWiを三段自に置いた O 四段自の文字は

tI¥l (上52)であって，なぜこ乙に配置されているのか詳かではない o W類を反

切下字とする文字は，韻図の一段から四段までには現われないが，つぎの各小

韻で一類の文字と対立を示すから ， w類が弐表する韻母をーらとしておきたい O

ノト韻 7) mb- 労ヂド i (1類) 12) t ラデト i (1類 15)s一 号子争 -i (1類〉パメし一 一三~L --!- ¥. 1.~) .1.o.J);:'- ~~1 

8) mb一定 -I2沼野 m t-31る-i2(問) 16) s- 殺 -i2倍野

なお I類の最後の文字は平声 9韻に属するが(?Ie)， 1類の最後の字ば所属

が不明である O

流患者の形式は全部で六種登録されている O その配置の仕方は， No. 622と

No. 623で異るが，具体形式に替えて示すとつぎのようになる O

No. 623
1 

lWi O 
624 I Kzi きi

KZ曹1 O Kzi きi
O 

KZ曹i O 

No. 622の配置は，五段目左側に置かれた lhと Kziにあたる合口韻形式は

あるが，右側の li討の合口韻形式がなかったことを意味している o No. 623 

で題に丸Sp二つを置くのも毘じ意味の指示である O

『文海雑類』には，この韻類に属するつぎの文字が含まれる O

茂七

，，~錆Z

送車勃

ndzi2 (平67) 32i11綴 ndzi情 7)

安仁義え苅 窓側(平67)nd~b (平67)
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義主 主投!日厄 吐きi(上60)

金支 稀 ~j;) 窓 hl勺合〔平67)

これちの韻母と声母の連続関係を表不する O

4F?l 重 軽唇 舌頭 上舌 牙
震

-1 W- t-n- l)g-

ロ1-

mb- n-

一曹i th- k-l)g-

?i tきi O O Wl 

O O O Pl 

C O k"i o¥ O 

O O O t1¥l O 

li2 li (上52)

KZ! zi 

iWi O 
KzWi 0 

mbi2 (平声67韻代表字〉

mbi2 (上声60韻代表字)

j長 iii 2忌 2本 2花

O 総 51L 11r~ 存

O3長
。。

えllie.

陸71 平声68韻 No.622 
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茜頭 iE u侯 流麗
歯

tsh-s- ts- 手-'y- l-}-

ndz- nd堂一 き-KZ-

s- ndz-

ndz-

hl-Kz-

韻図70を筆者の再構成形式を

もって書き改めると，左のよう

に1J.る。

71. 韻図71 平声68韻

韻図71は，西夏語平声68韻の

特定の音節形式を密示したもの

である o No. 622の韻図(l3a)

では，一段目はすべての枠に，

二段目辻喉音を除いた全部の枠

に，西夏字が記入されている O

涜嵐音類の横は右上に一字量

れるのみで，砲は三つの丸印か

i除
。ゑ尋

ilff 

No.623 

暇音の横le2字書

き込まれている。



が書かれる。 No.624の韻国 (44b)はこの形と一致するが， No. 623 (74a)ほ

腕の捕に書き込みがある。認 1弘明(平鉛) 11<)N (平16)=?l<)N (平16)

平声68韻の韻母を筆者は一混と推定した G

f文海』平声韻各小韻の代表字と反切をつぎにあげる G 平68韻iこiま相応する

上声韻はない G

平韻代声韻表小字 『反文切海』 所『属同小音i類 形再式構成

68. 1 活を¥ Jl~ 14重唇 80 p-王手

2 ァあ 説~~見重唇12 m-1;l 

3 ;ZL ~l~ ;芝舌頭目 t一号

4 z菌 すゑ2品舌頭目 thーをま

5 メ~日訴} 係 j務舌頭独 nd一号

5 安弘 長I~ !孝舌頭独 n-翠

7 1~ Jti免IIiE.牙独 kーをま

8 }絡 ーf噌隊チー長‘Jfit; 才7γ 噌i円i乙n kh-tま

ヲ え忌 気仁)都千喉独 ?-t;l 

10 議 夜、 q夜軽 唇 36 w-t;l 

~ 

11 IIf! 心者数舌頭独 tー曹をま

12 Jlt ぇ予三彰夫牙 71 k-w
管

13 綴 請がj度掻頭独 ts-曹をま

14 11m 散 31ヒ後絵師山一時

15A日1'-ii=以F ZE発歯頭 11 ts一軍

16 務 義見守11流風独 1-，ま

上記の反切下字を整理すると，つぎの二類になる C

反切下字 Ia 募=晃一杯(~事)→妥伴27)
ト
F
じ--

』r
n
H

ノツ，
d
h

宅。
ーーーーー-ー診
令ーーーーー Jtnr C 姦=椴 -tま

豆 iiiZ 一一一歩

←一ーー 後 一曹毛主



I類の ab c は補い合っていて， その反切をもっ文字は韻習の一段自に，

E類む文字詰韻図の二段自に置かれる O 前者iま関口韻，後者は合司韻であった

ことは明らかである o I類 a が平声27韻の文字匂五と系わるのは，砲の韻類

にも見られるように緊喉母音(ー耐と非緊喉母音(一凶)の関連を示している O

歯頭音の小韻14と 町 長 後 制定感音の前活き，崎14，こは長切に校清

の注をつけているのは，何を意図したのか明瞭ではない O

小韻 14 元h-日-目え-
今交，品際=J書、 受託 3ーー託←ー- A34乞ぷ. ts事，

色 樹の名 薬 茶 箸

小韻 15 ARK4H5えh 、勉 tsu 

軍大 蹄

cf. WrB ch:mg2 秋，a-chut蹄，chei2 薬

WrT tshon色，ja茶

これらの韻母と声母の連続関係をつぎiこ表示する C

韻¥母P¥S¥母I 亘鳥 軽唇 頭舌

nd-n-

_Wa t-

舌
上

九二
菌、

頭
正
歯

日長 流
風

k-kh- ts- ?ー

k- ts-

No. 622 i をま tS1:;1 k王手 tl;l p1:;1 

o tsw1:;1 k曹号 tw竜王 W王手

o 11:;1 
o 0 

可〈平声68韻代表字)

韻図71を筆者の再構成形式に

よって書き改めると，左のよう

になる O

72. 韻図72 平声69韻・上声61韻

韻函72は，西夏語平声69韻・上声61韻の中，特定の音節形式を図示したもの

である O

No. 622の韻国 (13b)では，一段呂;ま重唇・軽唇音，歯頭・正蓄音， !l侯音の枠

に，二段目は重唇・軽唇音，舌頭・舌上音，牙音の枠，三段目は舌頭・舌上音，

牙音と喉音の枠，四段目は歯頭.iE童音の枠にそれぞれ西夏字が記入されてい
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ー市与~仁- 月た ぐコ 亡コ 訴を
て〉 o 京 jil 間支

}a謡hfk 
Cコ j;丸亀 O

<:> 与え、 ぐコ ぜっ Cコ

各脅続
。円百

多段

nt 

~ïft 

桑

函72 平声69韻・上声61韻 No.622 

→~ 
関口ご

o 

そあR

放経続

Jlt. 0 慌

おo.623 (喉音と流思音の部分)

るG 流患者の欄は，五段目上方に

二字，下方に一字，六段目は上下

に一字づっ合計五字が書かれてい

るo No.624 (45a) ほ，字形の違い

を除いて No.622と一致し， No. 

623の韻図 (74b)は喉音の四段自

に書き込みがあるほか，流嵐音五

字の記置も No.622 と異ってい

るG

筆者は平声69韻・上声61韻の韻母として， ーを推定した。

『文海』平声韻各小韻の代表字とその反切，それにそれらと相応すると考え

得る上声韻形式をつぎにあげる G

平韻代声韻表小字 『反文切海』 所『罵同小音』類 形再式構成 上韻代声韻表小字 所F罵同小音』類 形再式構成

69. 1 島文 ~n金支校正歯 90 tき-Iz f弘正握独 ts-iz 

2 11全 メ総長ム、流風独 H'Z-圭z

3 )~t 他局長、流嵐独 き-i2

4 げを 洛j局長軽唇 20 W一王 混と軽唇 20 W-t 

5 ~I言 音色142軽唇 21 勾v-ま

R~ 牙 66 kh-i 

教 牙 日 写ーま
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毎乙 牙108 IJg-t 

5 局長 i進言EiE歯独 tき-1

7 ゑ受 震設正菌独 tきh-i

8 安広 ゑ協同た正歯 44 き-1

9 -5212-L 去を絃自民 5 手y-t

10 illZ 也元重唇独 P ま

11 井コ正，円二3L デ存会会重唇問 ph-i 

12 後 左侃重雇 81 mb-i 等1重唇独 mb-i 

13 元信 !弘、計五二独 k-i 

14 lIn ぷ森吉頭日 柔 舌頭113 t-圭

15 会長 〆Hー:惇££久主} 舌頭156 th-i 苓能 舌頭156 th-i 

16 3lえ j意刻長舌頭独 nd-i ょ義 舌頭162 nd-i 

17 務i 支生妥?吉頭山 nd-i 
存乱こ

舌頭114 nd-i 

18 多? 焔~JI長一歯頭ロ s-壬

19 五五 支払併舌頭独 t-wi 

20 ;紋 議行ゑ舌頭180 nd-曹主

21 Zえ 件毒舌頭間 nd-wi ベ~す長す 舌頭180 nd-wi 

221;長 立橋牙 70 k-wi 

234aZ花』 三受給喉 40 ?y-曹ま

24 稿、 ー緑セ十← ii丞2 ム流嵐 27 l-wi J4らc::.丹 流風142 t-Wi 

25 
寺11キ芸千ー 主主花た流麗 73

26 為Z 告え手~久i 流思 73

27 il百 j記事え流風11 z-i 日夜、 流叫 z-j 

上記の反切下字を整理すると，つぎの五類と一字になる。
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長窃下字 I 帰 一 言tご絃 ーま

立 a京ご j[i b 命ご ~I，忌 ーま

藍 税ニ n丞 ま

IV 芳~l文:A 一-一一一→一 恥、
ーを2

V 約(焔)ニ取得) ーま

1ヨ 毒(平92-ir)

『文海iにおける小韻と声母の配分}l頂序ははっきりとしているから，その}I員

序を反切下字と韻国上の位量に関聯づけて提示する乙とができる C

I類の反切下字は，小韻 4から 9までに夜われ，韻図の一段自に， II類lま小

韻10から18までと小韻26に捷われ，韻図の二段自に，車類は!j¥韻19から24まで

に夜われ，韻図の三段自に ，N類は小韻 1から 3までに使われ，韻図では四段

自にそれぞれ置かれる o I類と I類は関口韻 -tを， I類はその合口韻 -wiを，

N類はそれらに対立するーもをそれぞれ代表した O 反切下字V類は，小韻25と

27の流風音に限って夜われている O またvlの一字は平声92韻に罵する文字であ

って， 69韻 -tを92韻 -trに関係づけたのである O

この対立関係を韻図を中心に説明すると，

反切下字

一段 重層 O O O 正歯 立長 一圭 I 

二段 O 軽唇 舌頭 牙 O O ーま E 

三段 C O 舌頭 牙 O E長 圭 E 

四段 O O O O E歯 O き2 IV 

となり，舌頭音と牙音には -1 と -wjの対立があり，正歯音には， -tとーもの

対立があったことが韻留の上で明示されている O

流愚音の形式については， No. 622と No.623で配置の方法は異るが， 同

じ五形式の対立関係が示される o U文海雑類i には，この韻類に罵するつぎの

文字が登録されている O

戸

h
d



No. 623 I 
Hzi 1wi li 

zi 0 zi 一一-T一

一

F

C

一

N
 

銘打攻唱(上自)務仁係議
.~ 

ヌお 車工

占"~I . 、三三
円寺じ国弘 ndz曹i(平69)jlえ

吐きi(平69)

講じ詩文11百 依

他臥、8長

隻ーndzt (上61)

ムえ↑bw 

一ザ

a
J~尋 嫉好i(平69)主査2

Z磁級長存

hli2 (平69)

説家、季五 疾走(平69)hli 1
3
 

↑

I
 

(平69)hli 

茄言t
~ 

支言i H ndzt (平69)

つぎの関採になる。

四字一類~ll長
平69

独字小類164三宇一類『同音』新版

ノト韻15と!日坂『同音J舌頭音156類は，

与私
上61

そ~t等協
上61

「同音』出版

つぎの関係になる O

西字一類

小韻20および21とIB版 F毘音』吉頭音180類は，

コチー 芳三 l~込 者会-
=:;{-fトえj乙双仔ヌ.:d
上61 平69 平69 上61

? 独字 独字 ↑ 

小類185 二宇一類

『同音』

F同音』

!日夜

薪坂

新版 f胃音』の分類は，いずれも了文海Jの組織と合致している C

乙れらの韻母と声母の連続関係を，つぎに表示する O

ト戸出
演母¥¥¥ 嵐

L
-

字、
2
j
 

J
g
i
i
 

I
 

J
2
 

E 
歯

街
頭

牙
吉
上

舌
頭

軽
}言

重
信

1-z-?y-tき-tきh-

s-ndz-

s-
ndz-

k-kh-t-th-

nd-

w-勾v-

専一

sZ-Z-

つV一

t8-

ndz-k-

戸。

t-nd-

.，主・

一胃圭

ーま2



No. 6221 手元 t長 O {。 1高J壬
韻図72を筆者の再構成形式を

O O ki t圭 Pt もって書き改めると，つぎのよ
手y曹き O k曹i t曹ま O うになる G

O tきiz O O O 
lwi li 韻図が代表する言語では，

{。 Wtは[M.iJ となっていたので

HZま
あろう O

字

字
表

表

代

代
韻

韻

n
u
d

唱

i

n
h
U
F
O
 

古
田
'
士
戸

平

上

73. 韻図73 平声70韻・上声62韻

韻図73は，西夏語平声70韻・上声62韻の特定の音節形式を図示したものできうる O

No. 622の韻図(14a)では，一段目は舌頭・舌上音と喉音の枠，二段目は喉

音，三段巨は重唇・軽唇晋の枠にそれぞれ西夏字が入っている O 流愚音の形式

は三字記入され，上段左右一列に並びその下に丸印が左右にこつとさらにその

下に上下に二つの丸印が置かれている o No. 623の韻図 (76a)では，重唇・軽

雇音の欄i乙二字書き込みがあり，

会&t
ア.lL

1キ弘

o {f~半 o o 

〈コ oζコ o 

ぐ::> c> 殺とぐコ o 

続銭安存
o 0 

O 

O 

受~t
h 1Z-
ぷIX

民73 平声70韻・上声62韻 No.622 

可

t

三段目の文字の字形が違っている O

きま p卵 (平71) 1~t 内 ( 上62)

No. 624 (46b上段〉では，三段自

の文字は No.622と一致するが，

流嵐音の最下設に置かれた上下二

つの丸印がない O

筆者は平声70韻・上声62韻の韻

No. 623 

まま。

ゑ1:0

支えも

(重唇・軽害音の部分)



母として一手を推定したっ

f文海J平声韻各ノト韻の代表字と反切，それにそれらと桔応すると考え得る

上声韻形式をあげる c

平諸代声韻表小字 F反文切海i 所F震司小吾J類 形再式構成 上韻《声表韻小字 所『罵同小音J類 形再式構成

70. 1 なt与 作~-4 舌頭 73 t-:;> 

2 存笈 支長~-R- 舌頭 93 th-;) 

3 I&r じ 欠 設 51 ?-:;> 
ゑ1*[1長 51 ?-;) 

4 ~:B- 住 殺 流 風 独 }-;) 

5 J考Aheセ委t atA - 11~ 絞室長流愚 29 hI-:;>濁

部長 涜嵐 42 1-曹争

wt 露頭 10 tsh-;) 

会じ 牙124 IJg-:;> 

忽も 重唇 43 p-曹争

Z子、 重層117 ロ1_W:;>

5 券投 議続五え 5侯 43 手一可平

7 ;[牝 議総長員長 43 下一官字詰

と記の反切下字を整理すると，つぎの一類と一字になる。

皮切下字 I ラ各 圃圃・ーーー~
4--- 設(蒜) 3

・

立候 (J:62
可暗F_..;) 

I類は韻図のー設自の文字に， n類は二段自の文字にそれぞれ捷われ，語口

韻と合口韻を代表したっ/ト韻 3は反切を欠くが，韻図の位置から勺を推定で

きる O ノト韻 6と7は軽唇音 wーを反切上字とし， と声韻 lw手を反切下字とする O

?問者~ I日抜では，ノト韻 6と7の文字二字で喉音43類をなす O 新 版 f同音J

では，文字の分配がやや相違している。そ乙では小韻 8の文字を上声韻と認定

したのであろうか。『文海』の注にある濁とは何を指すのかよく判定し難いが，
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喉音小類 104
新坂 『同音j 独字 ↓ 

ゑ設 おと 円舎も
太 フjく 源

i自販 f同音』 喉音小類 43 独字

F文海i 平70(6) 平70(7) 上62

手W~ 手W:) 手W:)

(?w:;>l) 

フw;;>lの形を推定することも可能である O 流愚音は， lw手hl;;>1;;>を記録している O

『文海雑類Jl~こは，この韻類に罵するつぎの文字が含まれる O

散 2除名モ勾(平70) 三毛Z 援務七 h町

.~ ~ 9h~ 
え与 え之升f乞 l可〈上62) 古い甲羅く?)

この韻類の韻母と声母の連続関係を，つぎにあげる O

重
唇

軽
唇

舌
頭

舌
上 牙

歯
頭

正
歯 喉

流
嵐

-:;> t-th- IJg- tsh- 手- l-hl-

一曹:;> I p-m- ?ー

?手 O O t:;> O 韻図73を筆者の再構成形式を

手曹亨 O O O O もって書き改めると，左のよう

O O O O p曹9
になる O

i曹:;> hl:;> l::> 

o 0 匂は，韻図が代表する言語で

O は， 1手の形をとっていたものと

O 考えられる O

勺〈平声70韻代表字〉

つ(上声62韻代表字〉

74. 韻図74 平声74韻・上声63韻

韻密74~ま，西夏語平声74韻・上声63韻の特定の音節形式を図示したものであ

るo No. 622の韻図(l4b)では，一段自のみが捷われ，歯頭.iE歯音以外の枠
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すべてに西夏文字があるほ

首t →文単+ユ7+5 ‘ 室ゑ きを | 
~.喜 か，流風音の欄に一字のみ

o 
記入されている C。
No. 623の韻園 (76b)は，

Z尋 No・愚5百M) No.622と一致し， No.624 
〈流

(46b)は，流風音の文字の

zt 
下に丸印がつく O

筆者は平声71韻・上声63韻の韻母

多支 を -QNと推定した O

f文海J平声韻各小韻代表字とそ

否え の反切，そしてそれらに栢応する上

声韻形式をあげる O

~74 平声71韻・上声63韻No.622 

平韻代声韻表小字 『反文切海』 所F属同小音J韻 形再式講成 上韻代声韻表小字 所『属毘小音類J 形再式構成

71. 1 4持+委ナ-‘ 組長官事重唇独 P-QN 

2 -美Z急弘 Jli毛ヲbト、→芹句愛ー 重唇独 立}-ON

3 zt Z区議舌頭 18 t-ON 毅 舌頭 18 t-QN 

4 Zえ 最丞舌頭独 nd-QN 毛議 舌頭独 nd-ON 

清治 舌頭103 n-QN(?) 

5 4J』記6277F』. 属議牙 76 k-QN 

5 を喜 長長室主流底独 hl-oN 

7 訟も f子ずメ主ア 眼 87 ?-QN 

8 取} 著之丞喉 86 手W-ON

上記の反切下字を整理すると，つぎの一類にまとまる O

反切下字 裂世

一一
一銭↓

J
汚

診 -ON 
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IJ¥韻 8の反切上字は t U同音Jでは軽唇音類に属する O この韻母と芦母の連

続関係を表示すると，こり韻母iま極めて誤られた声母としか結び付かなかった

ことがわかる O

韻母守i
重

軽震 舌頭 上舌 牙 歯頭 歯正 官民 流風唇

t-nd- k- 手一手w- hl-

n-(?) 

No. 6221 ?QN O kQN tQN PQN 

hlQN 

tQN (平声71韻代表字)

tQN 上声63韻代表字)

平

韻図74を筆者の再構成形式を

もって書き改めると，左のよう

になる O

75. 韻国75 平声72韻・上声64韻

韻国75は，西夏語平声72韻・上声64韻の特定の音節形式を図示したものである O

No. 622の韻図(15a)では，一段目は重唇・軽唇音，牙音，歯頭・正歯音の

枠に，二段目は舌頭・舌上音と菌頭・正蓄音の枠にそれぞれ西夏字が置かれて

いる O 流嵐音の枠は上段に丸印，下段に

酉夏字が一字書かれる o No. 623 (77a) 

はt No.622と一致するが， No.624 (47a 

上段)は，童唇・軽唇音の二段自に文字

があり，日長音の二段目の丸印の下に一

字が書き込まれている O 茂吉は上声64，

f誌は平声86ヰrである。

。ぇ手ij'l~ O ザAZ丹

0 2良仁 O 受ゑ o 

O 

ρ~ 

IJネ
お)

図75 平声72韻・上声64韻 No.622 

No. 624 
-
2
n
H
 

-ザえ

-
2
n
H
 

す
が
山
川、iニ九Mm

o

o
主
日

(童書・軽害音と犠音の部分〉
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筆者ほ平声72韻・上声64韻の韻母として -lQNを推定したっ

『文海』平声韻各小韻の代表字とその反切，およびそれらに相応すると考え

得る上声韻形式をあげる O

平韻代声表韻/字ト 『反文切海j 所F罵再小晋類』 形再式講成 上韻代声韻表小字 所f属同小音類J 再形式構成

72. 重唇140 m-lQN 

1敢 重 唇 独 mb-lQN 

1 今えをチニn2t 
経)亥軽唇独 W-IQN 

2 討を 隔 ii長牙独 k-lQN 

3 壬75泉4、 釘ぇ私牙独 弓g-lQN

4 i玖 活支ゑII是正蕗 71 tS-lQN )1存 五歯 71 tき-lON

5 Z五 ~~ i1frt舌頭67"""68 t-lQN みi舌頭 68 t-lQN 

6 刻奇 等:j花夜、 舌頭 67 t-lQN 

7 五持 多妻Zモ舌頭独 nd-loN 月言 舌頭116 nd-l0N 

8 ;存 i言嬬舌頭 独 nd-iQN 葱 苦 頭 独 nd-lON 

9 imt 係託、 最頭 83 tS-l0N M仁
菌頭 83 tS-l0N 

10 ゑ iFもすmt禽頭独 S-lON f編 歯頭独 S-lON 

11 対存 言n安ヌメ~I~昏宵 流嵐 独 主-10N

存え 流底 86 r-lON 

f三Tλd 流風 96 dZ-lON 

上記の反切下字を帰納すると，つぎの一類になる c

反切下字 安(綴)→綿一党=雪I~t -lON 

反切下字が一類であるのに，韻国で上二設が使われているのは，一段目に軽

唇音，正歯音を，二段自に重震音別o.624で)，菌頭音を配置したからである O

舌頭音はあとのグループに入っている O 流嵐音は iーにはじまる形式がないた

めに，上に丸印が置かれ， また上声韻形式の区ZlQNは， 乙の韻図に登録され

ていない O
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小韻 5と6はいずれも ti加を代表するが，両者は声認の違いを反映してい

るのであろう O 新版 F同音』では，ノト韻 5は舌頭音小類73lと属し， Jj¥韻 8の文

字は独字の項に入っている O

f文海雑類』には，この韻類に所属するつぎの文字

続 税夜、 n初 QN伊 72)<誓えば>と衿雪委長1hllQN出 4)

く獲得する>が含まれる O

この韻母は舌上音と喰音には結び付かなかった O 韻母と声母の連続関孫をつ

ぎに表示する G

ぷfl重
軽唇 舌頭 上舌 牙 頭歯

正
喉

流
唇 菌 嵐

w- t-nd- k-kh- ts-s一 t量一 き-HZ-

I)g- ndz- hl-

No. 6221 0 治lQN klQN O WIQN 
韻図75を筆者の再講成形式に

O tSl号N O t1QN O よって書き改めると，左のよう

O iこ7よる O

:tiQN 

tIQN (平声72韻代表字〉
wlQN は， 韻 図 の 言 語 で は

t1QN (上声64韻代表字〉 [品lQNJ であったと考えられる。

76. 韻~76 上声65韻

韻国76は，酉夏語上声65韻の音節形式を図示したものである o No. 622の韻

図では (15b)上一段のみが使われ，重

が長 亡〉 c> Cコ 街~ I 唇・軽唇音の枠と喉音の枠に文字があ

るほか，流嵐音の欄に丸印が上下に二
G 

つ置かれる o No. 623の韻圏 (77b)は
O 

No. 622 と一致するが， No. 624 (47a 

タ生 下設〉には流嵐音の丸町がない O この

ぁt 韻類の所属字は少なく，重唇音71の四

字と，喉音の一字に隈与れる O 筆者は

図76 上声65韻 No.622 その韻母の形式を _W~ と推定した O
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1 総重唇 71 p_W~ 23長喉独 ?_We 

手宵e O o 0 pW~ 
韻図76をこの再構成形式をもって

書き改めると，左のようになる O 上

声65韻の文字は会長<溝>が正し

O 

O 

戸~ (上声65韻代表字〉

上 く，類似した字形万長<部姓>は

ちTlufi 平声 3韻に罵する。この韻類

の代表字 pW~ は，くおたまじゃくし>を意味する O

77. 韻図77 平声73韻・上声66韻

韻国77は，西夏語平声73韻・上声66韻の特定の音節形式を図示したものである O

o 〈コ o Cコ 労支

jJえ Cコ 7乙7ラt~凡 o Cコ

。教

O o 

ゑ支

為jL

函77 平声73韻・上声66韻 No.622 

Cコ 〈コ 〈コ O 方支
令子主 街~t。

No. 623 (部分，一段目)

平韻代声表韻小字 F反文切海J 所F属同小音J類

73. 1 場) TiE弟愛舌頭日
2 労委 孝三校軽唇独

No. 622の韻図 (16a)では，一段自

は重唇・軽唇音の枠，二段呂は牙吾と

喉音の枠にそれぞれ西夏字があり，流

嵐音の模は上段右側に一字置かれるの

みで，ほかは丸印が三つ使われる。

No. 624 (48b上段)は， No. 622 と一

致するが， No. 623 (78)には重唇・軽

唇音の二段巨と，喉音の一段目に書き

込みがある。注字は，筏~t 平33韻 pWe

と舜 令 市 ( 平66)?に読める。

筆者は，平声73韻・上声66韻の韻母

として-~を堆定した G

『文海Jの平声韻各小韻代表字と反

切，それに相応すると考え得る上声韻

形式をあげる O

再形式構成 上韻代声表査員小字 所f屠同小音』類 形再式講成

n-e 

w-e 表軽唇 15 w-e 

ゑえ軽唇 16 もN-e
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守畠A日4;，4L 
'? 7 牙独 k-we 

ー~

Z反 喉 33 手w-e

3 ヰ会 f&~~支流愚独 r-e iZ 流愚 51 r-~ 

これ与の反切下字を整理すると，つぎの一類に帰納できる O

皮切下字 秀支 ーーーーー→
守ーーーーー・ 政 -~ 

小韻 2に属する二字は， I日坂 W~司音J では，軽塁音IJ\類16 と独字に分けられ

るのに対して，新版 f同音Jでは， w文海Jの組織と同じく，二字で一類〈小類

27)をなしている O

新寂 『同音』 小類 27 小類 24 韻図の位置からみると，

活支 受ゑ 多え 上声韻牙音独字は，合口

平73 平73 上66 韻であった。 kw~ として

!日坂 『詞音』 独字 小類 16 おく。

この韻母と声母の連続関係を，つぎに表示する O

ぷ~I 霊 軽唇 頭舌 舌上 牙 歯頭
正

E長 流
露 嵐

-e w- n- r-

-we k- ?w-

No.62210 O O O we 韻図77を筆者の再構成形式に

?w~ O kw~ O O 書き改めると，左のようになる O

o r~ 韻図の言語では w~ は [M~J
o 0 
w~ (平声73韻代表字)

になっていたのであろう O

w~ 上声66韻代表字)

78. 韻図78 上声67韻

韻図78は，西夏語上声67韻の形式を園示したものである o No. 622 の韻図

C16b)では，一段目喉音の枠と流嵐音下段に西夏字が置かれる o No. 623， No. 

624共に No.622 と一致するが， No.623の韻図では喉音の文字が異り， 重
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キ好+走チ・ 続ao o o o o Eコ ζ〉 〈コ

点隠4A 

O 

存主
No. 623 (ー設吉と書き込み)

唇・軽唇昔の丸印の下に書き込みがあ

普託 るoafL凶<編>は上声31韻に属す

jnt るO

筆者は上声67韻の韻母を -WI~ と推
国78 上声67韻 No.622 

定した G この上声韻には桔riSする平声

韻がなく，所属字はつぎの四字に限られる O

キ浮十晃手、
解E 喉 64

No. 622 戸1~ O 

?WIe ~与d与1t. 龍、 流132 rWIe 

O O 01 乙の二形式共に韻図に記入さ

O ! れたことになる。筆者の再構成
rwie 

戸時(上声67N:R代表字)

上

形式をもって，韻図78を書き改

めると，左のようになる O

79. 韻図79 平声74韻・上声68韻

韻図79は，西夏語平声74韻・上声53韻の特定の形式を図示したものである O

滋 o O c> o 

o o o 。 写仁

o ~t 
。ゑ芹

Il~ゑ
え~ごηと

図79 平声74韻・上声68韻 No.622 

No. 622の韻図(17a)では，一段目の

ロ侯音の枠と二段自の重唇・軽唇音の枠

iこ西夏字があり，流風吾の欄の右側上

下に文字，左制上下l乙丸印が置かれる G

No. 624 (49a上段)は No.622と合致

するが J No. 623 の韻密 (80) は重唇

No. 623 
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-軽震音一段自の丸印の下に書き込みがある O その文字は lu(上。と読める O

筆者は平声74韻・上声68韻の韻母を -It;!と推定した G

『文海Jの平声韻各小韻代表字と反切，そしてそれらに桔応すると考え得る

上声韻形式をあげる O

平韻声代韻表小字 F反文切海』 所F罵同小音i類 再形式構成 上韻代声韻表小字 所『属同小音』類 再形式構成

74. jF先重唇 4 m-le 

I 首化 iit仁成重唇 5 ロl-1e u今 重唇 5 ロ1-1~

2 "諸 訟ヒゑ九重唇独 mb-l~ 

3 子政 jmtî~Tt舌頭口 n-l~ 双~J :J.と 舌頭172 n-l~ 

4 言伝 来首)[咲 30 ?-'í~ 

5 百践 ;委tii喉 60 ?y-l~ 3コ2て主n IJ侯 70 手y-l~

6 筋t ~J悉流愚16~17 吋 三発 流風 16 r-le 

7 存じ IZね流患 17 r-l~ 

8 易存 25孤/流愚独 sZ-le 三?与流風独 sZ-le 

9 存じ at 荷主軽唇 11 W-le ~~ 軽唇 10 W-le 

上記の反切下字を整理すると，つぎの二類になる G

反切下字 a 歳()義)ご飢

b 気(議);=:::= 諸君 -I~ 

しかし， 乙の abは声母に対して相祷的な分配を示すかち，再者は一つの

韻母 -It;!を代表していると考えたい G 韻図では， 軽唇音にはじまる音節が合

口韻形式のように扱われて二段自に置かれている O 流嵐音形式はr1t;!と HzIt;!

が登録され，上下に並んでいる O 左棋の丸印iまその合口韻が欠けることを意味

する O

小韻 6と小韻 7の分割誌，声語の弁別 E平声と平去声3を反映しているのであ

ろう。その両類をめぐって『同音~ (新版と IS版〉と F文海』の組織を対照して

示してみよう G
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i日叛 F詞音J 小類 16 ノト類 17(五字一類)
へ

…-筋;;4.。 j務t持舎 存主 存七 ~it 
平74 平74 平74 (平74) 平74 平74

J 

新版 F同音』 小類 16 /J¥類 17

F文海J /1¥吉見 6 r1~ 小話 7 rl~ [平去声 ?J

この韻母 -r~ は，かなり限定された声母としか連続しなかった G

¥¥¥声母j

韻母¥¥:
軽
唇

重一一層
舌
頭

舌
上

歯
頭

可美 涜
嵐

立i
菌牙

?ー?y- r-HZ-

O 

C 

o rí~ 
o HZl~ 
?yl~ (平声74韻代表字〉

?yl~ (上声68韻代表字〉

-Ie j m-mb-w-n-

v
m
.
0
 

q
L
 

つ中PO
 

O
 

N
 

O 

O 

O 

O 

80. 韻図80 平声75韻・上声69韻

手2玩包 〈コ Cコ

会ゑ o o o o 

ζコ Cコ
ー~

~4与 てコo 

説経t
苔毒事

;訟t

図80 平声75吉[1.上声69茸1No. 622 

O 
韻図79を筆者の再構成形式を

wi~ もって書き改めると，左のよう

にts.るO

韻図の言語では wr~ は[品r~J

であったと考えられる O

韻図80は，酉夏語平声75韻・上声69

韻をもっ特定の音節形式を図示したも

のである G 討0.622の韻図(l7b)では，

一段目は牙音，歯頭・正歯苦と喉音の

枠に，二段自は喉音に，そして三段目

は舌頭・舌上音の枠に，それぞれ西夏

字が記入される C 流嵐音は上段下段二

字づっ計四字が並べられる O 討o.624 

の韻図 (49a下段〉は No.622 と合

致するが〈ただし舌頭・舌土音の三設呂は

蒜となる)， No.623 (80b)では，重唇

.軽唇音の調と喉音の捕に書き込みが

あり，流麗音の配置が少し異っている。
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そこでは左右二字の間に丸印を二つ挿入する O

をi;;う?k へ¥ G 重震・軽唇音の書き込み;ま，二段呂が wur (喉

i主
音一段自と司じ文字)， 一段 呂は khI吾〈上8)

。孝之 <米>であり， 喉音の棟は円台(平78) <亡>

。得 c lU2 (手2)<乱>と読める O

~IIる n4 筆者は，平声75韻・上声69韻の韻母を -urと

推定した O

員ち Q 節仁
『文海』平声韻各小韻の代表字と反切，それ

言。毛主 らに相応すると考え得る上声韻形式をあげる O

No. 623 (流愚音類と書き込みの部分)

平韻代声韻表/宇j¥ F反文切海』 所『属同小音J類 形再式構成 上韻代声韻表小字 所『属同小音』類 形再式講成

75. 1 乏ノ{;丹~r-三 夜組重唇143 mb-ur 

2 jおt jIt J愛重唇 50 立l-ur *~と重唇独 立l-ur

3 号交じ 11者]Hlft重唇 50 m-ur 

4 
4芭3P.A 賭五l牙問 k-ur 綴じ牙133 k-ur 

ーニ:z...
メ号発山メ4土似1・しL 茜頭1085 J混じ ts-ur 

6 11ft 1Ml n存仁牙独 IJ-ur 

7 長τ子Jえ 幸Ztt℃軽唇独 w-ur 

ー 特係t喉 788 立存え‘ ?-ur 

9 i雪 」1乏与じ・d4会11t‘し 流嵐 7 r-ur 

10 客寄ヒ 者散L流風 7 r-ur 刻?主流風 7 r-ur 

協 涜風 68 t-ur 

毛事 設経t流風

。時

守i玄F] 11 Hz-ur 涜風138 Hz-ur 

12 寺受 三z投-じ→3仲1舌頭独 n-ur 

13 宏文2え 4争最牙 59
3曹 -ur

{国小韻11の哀切上字は sZーであち，上声の流思音138には，チベット文字表音 grzuがあるから
両者は対をなすと考えられる O
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以上の反切下字を整理すると，つぎのようになる O

反切下字 a 結t=館七(級);=::=枕(念。

b 夜 -2訟:t;::=. ~Ì 

C T!(玄)ご長 -ur 

この三類の中，実際には a類と b類は mーと rーを初頭にもつ形式で対

立している G

IJ¥Ifl-l 3 mur 航

/焔 2 mur ~.支

小韻 19m i;仁 反切下字 a

小韻 5 m j11t 反切下字 b 

小韻 3と10は所罵字数が多いのに対して 2と9の方はそれぞれ一字に限ら

れる〈後述)0 反切下字 a と bが系聯しないから，この二列を -ur と-ur2と

して弁別するととも可能であるが，この反切下字の二類辻，いままで扱ったよ

うな別々の位置を韻図上に与えちれていない G 韻図の上では一類として扱われ

ている。具体的に言うと 9rur も 10rur も韻図上では経t~こよって代表さ
れることになる。したがって mur とれlr の『文海i における分割は，声誌

の相違を反映したものであったと理解したい G 反切下字 ab c 三類はともに

一一つの韻母 -urを代表したのである。

r~百]音Jl Cl13版〉重唇音50と流嵐音 7を『文海』の組織と照合すると，つぎの

関係になる O

F同音Jl(113版〉 重唇 50 6字一類 〈最後の二字の配列頭序は変えた)
，崎、

nlt 13ヒ ~nl.t 7it 
〈ー

7え
平75 平75 平75 平75 平75 〈上69?) 

， 

F文海』 平75 小韻 2 小韻 3
[平去声 ?J

F同音Jl(1日版〉 流恩 7 5字一類

3妻 降五t 経 t25t 各労t
2ーニjユ百二-

平75 平75 平75 平75 平75 上69

f文海J 平75 小韻 9 ふ韻 10

[平去声 ?J
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韻図 No.622 の喰音の調の一段目と二段自の文字は逆であってほしい O 二

段目の文字 (/J¥韻8)が一段自に置かれ，一段自の文字〈小韻7)が， No. 623の

ように重唇・軽唇音の横の二段目 iこ配置されるのが正しい形と思われる。また，

この韻母は舌頭・舌上音とは結び付かないため，三段自の文字は何を示すのか
・奇..... ム

詳かではない。~たであれば抱負2 (平27)0 

流嵐音は西形式が登録されている o No. 622 と No.623の記置に具捧形式

を挿入しよう G 乙こでは平声 ISzurと上声 ISzurが対照された乙とになるが，

韻留の言語では ISz- 盃ーの対立であったかも知れない。

No. 622 lur rur No. 623 lur O 了ur
〈上〉 (上)

Kzur Kzur Kzur O Kzur 
〈上〉 〈上〉

No. 623の韻図は，軽唇音 wur を二段自に書き入れ，関口韻対合口韻のよ

うな扱いをしているため，流嵐音には合口韻がないことを丸印で示したのであ

ろう。

韻母 -ur と声母の連続関掠を，つぎに表示する O

ぷき|
重

軽唇 頭舌 上舌 牙 頭歯
正

喉 涜嵐
唇 歯

-ur 1万一 n- k-I)- ts- ?- r-Kz-

9曹ー

No. 6221 wur tsur kur O O 
韻図80を筆者の再構成形式を

?ur O O O O もって書き改めると，左のよう

O O O t主主良2? O になる C この韻図では上声韻代
lur rur 

〈上〉 表字として，平声86韻の文字が
Kzur Kzur 

〈上) 復われるが，乙れは誤りであっ
mur (平声75韻代表字〉

て， *託 mur(上69)が正しい cmザ(平86)

81. 韻図81 平声76韻・上声70韻

韻図81は，西夏語平声76韻・上声70韻の特定の音節形式を圏示したものである O

No. 622の韻図 (18a)では，一段目歯頭・正歯音〈これ法誤りで，牙吾に霊くのが

正しい〉 と喉音の枠にそれぞれ一字， それに流嵐音i乙2字が上下に記置される

q
u
 



2う3bC ~)~、 o o o 「。 〈コ

li条

もヰ No. 623 <.重害・軽害者の部分)

昇玄 のみである。 No.624 (50b上段)

Y425:h 、
は， No.622と変ちなく， No.623 

の韻函 (82a) には，重唇・軽暑苦

7L!号市← 
の丸SPの下に一字の書込みがある。

この文字は平声59韻 Pll，lで，平声

図81 平声76韻・上声70韻No.622 
76韻の plur と近い形を示してい

るC 筆者は平声76韻・上声70韻の

韻母として， -Iur を推定した。

?文海J平声韻各ノj¥韻の代表字と反切，そしてそれに相応すると考え得る上

声韻形式をあげ、る c

平韻声代韻表/字j¥ F反文切海」 所F属同小音』類 耳形式構成 上韻代声表韻小字 所F罵同小音』類 形再講式或

76. 1 ~)文 ニj弓5ζバ汚メλ 牙 38 k-lur 誘E牙 37 k-lur 

2 Z存 Il1t滋牙109 1)-1Ur 有と 牙109 司一1Uf

3 占bF吾辛aム、』 説11ft限 25 ?y-lUr 来 11長 25 手y-lUf

4 薬 品212玄 nf完25 ?y-lUr 

各支流底139
車母

KZ-1Ur 

5 !f姿 12建主流風 78 r-1Uf 3ゑ流昆 78 f-1Ur 

8 芳メ34JZ え 話 4本流嵐 78 了-1Ur

上記の反切下字は系聯し，つぎの一類にまとまる O

反切下字 ??とや降)一家=努ご滋 1Uf 

『同吾j f日坂の喉音ノト類25，流嵐音小類78にあたる形式を，それぞれ小韻 3

と4，IJ¥韻 5と6の二類に分割するのは，声母と韻母の対立ではなく，声調の

違いによったものと考えられる。

(13) 流麗音小類139に;土，漢字表音己移足がある o 138即位(上69)139 Kzlur (上70)と並ぷ。
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F同音j18版 喉音 25 五宇一類

予審 夜 7委 多 ?菜、
平均 平76 平76 上60 上60

、ーーーーーー、】，

『文海i 小韻 3 tl¥韻 4

[平去声?J [平声] [上声]

『同音』新坂 独字 小韻 34二字 小韻 33三字

流愚音ノト類78は，総計18字からなむ，平声十字=小韻 5 [平声]，平声五字=

小韻 6 [平去声?]，上声二字=ノト韻 5に相応する E上声]， 一字=上声字?に分

けちれる O 乙の韻母は結び付き得る声母が限ちれ，五種類の形式しかない。

ぷ~I 震 軽
唇

舌
頭

舌
上 牙

茜
頭

正
歯

喉
流
風

k-l)- 'y- r-HZ一

No. 622 I下ylur O kiur 

nur 

HZ1Ur 

下ylur(平声76韻代表字)

?yIur (上声70韻代表字)

O O 
韻図81を筆者の再構成形式で

書き改めると，左のようになる O

82. 韻図82 平声77韻・上声71韻

円安
韻図82~ま，西夏語平声77韻・上声

にコ くコ 〈コ 〈コ 71韻の特定の音節形式を霞示した

11刃ヒ
ものであるoNo. 622の韻図(18b)

Cコ 〈コ <::> 〈コ
では，一段目歯頭・正歯音の枠と

O 子長在 二段自重唇・軽唇音の枠にそれぞ

~ー『 れ一字記入される廷か，流風音の。
持ヒ

欄に上下二字が並べられる o No. 

jfヒ 624の韻図 (50b下段)は， No.622 

誇仁
と一致するが， No. 623 (82b)で

;ま，喉音と流嵐音に書き込みがあ

図82 平声77韻・上声71韻 No.622 るO 上の方は ?I合〈平78)-kaw(平
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。完
全民

43) と読めるが，下の書き込みはよく判読で

きない。

筆者辻，平声77韻・上声71韻の韻母として

-Irを推定した c

『文海』の平声韻各小韻代表字とその反切，

それにそれらに相応すると考え得る上声韻形

式をあげる O

〆ノ
O 

手季tt0 係

。傍L

No. 623 (曝音と流思音の書き込み部分)

平声韻小
額代表字

77. ブ去宇
ベ日し

託

t
~仁
枝
村
証
コ
一
結
旬
以
綬

T
訟
匁

3
L
e
j
t
割

『文海j r同音J
反切 所属小類

ム主E 吾~.r重唇独
苅G1tL 

;度 ~fit 舌頭独
録;希歯頭 51

j長夜歯頭 52

12tj託流麗 34

絡筑流麗109

m錆t軽唇 9 

府系t軽唇 9

a認房義牙二独

再構成
形式

mb-Ir 

n-Ir 

tS-Ir 

tS-Ir 

r-Ir 

HZ-Ir 

W-Ir 

W-Ir 

1)W-Ir 

J
頴

独

独

mm

賠

駅

唇

唇

頭

『

所

重

重

舌

幹
一
一
拡
張
件
以

声
代

-
3
4
R
E
A
f
s

上
韻

21E 涜思 33

先仁流愚109

筑軽震独

宛軽唇 9

符牙邸

再構成
形式

mb-Ir 

ffi-Ir 

n-Ir 

r-lr 

HZ-Ir 

W-Ir 

W-Ir 

1)W-Ir 

上記の反切下字を整理するとつぎの二類になるが， それちは，一つの韻母

-Ir を代表していると考えられる O

反切下字 aifじ(務)一成ニ夜←腕(彰)

b ~nt (枕)=;元

(tslrと wlrが，それぞれ二つの小韻に分割される。)

小韻 3 反切下字 b類 歯頭 51 小韻 7 反切下字 b類 流嵐 5

小韻 4 a類茜頭 52
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もしこの二小韻が -lr2 と -lrを代表していたとすると，韻図上，前者がお

そちく三段自に配置されている筈である。しかし韻圏82でlまこれらの形式は一

段目関口韻と二段百合口韻扱いを受けた軽唇音に分けられるのみで，三段自は

使われていない C したがって『文海Jに見られるこの分裂も韻母の対立を反映

したものではなく，声調の差異によってなされたものと見たい O

小韻 3 tSlr， 7 Wlr仁平去声]:小韻 4 tSlr， 8 Wlr [平声3

流嵐音ノト類109は五字かちなり， その所属韻は， 平声 8韻・上声 7韻と平声

77韻・上声71韻に分かれる O

ふ

X
ぶ 訟も

平 g 上 7

dfじ ヂ長じ11じ
上 71 平 77

具律的に形式をあげると， Zl (平8・上7)と HZlr(平77・上71)が司一小類に入

っていた乙とがわかり，韻類相互の関係が証明される O

この韻母 -Ir と声母の連続関係を，つぎに表示する O

ぜ~I 重
唇

軽
唇

舌
頭

歯
頭

舌
上

喉 流
風

正
歯牙

w
 

噌

hυm
 

m
 

fι n- 耳曹ー ts- r-KZ-

No. 622 I 0 

O 

tSIr 

O 

O 

O 
o nr 

o KZIr 
plr (平声77韻代表字)

pIr (上声71韻代表字〉

韻図82を筆者の再構成形式に

よって書き改めると，左のよう

になる G

O 

O 

O 
WIr 

83. 韻図83 平声78韻

韻図83は，酉夏語平声78韻の特定の音節形式を図示したものである。No.622 

の韻図 (9a)では， 一段呂舌頭・舌上音の枠を除いて全部の枠に西夏字の記入

があり，流鼠音の欄ほ丸印が上下に二つ並べられる o No. 624 (51a)は No.

622と一致するが， No. 623 (84a)の韻図で誌，流嵐音の模に上段丸印，下段

には西夏字一字が置かれている O この文字は平声78韻に属する(小韻 5)か与，
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キ五 j殿、 仏; O 受青

てコ

C 

一二2ムH
-

え

事々
t

フ
引

民83 平声78韻 No.622 

小
字

韻

表

・

、

，

芦
代
宝
円
広
三
存
在
-
恨
汀
以

平
韻
ヲ

J
H
Z
A
手

Z
-相
手
メ
/
ノ
メ

1

2

3

4

5

6

7

8

 

口
δ

可

t

i
i
葉

3

3

主

虫

庁

庁

三
4

3

3

主

主

め

!

c

u

E

U

曜

劇

唇

唇

唇

独

震

以

歯

歯

町

一

仇

軽

軽

軽

喉

涜

牙

E

正

教

ぽ

免

組

一

骨

骨

3
骨

-T
左
取

-
1
Z
咳

vu
切
矛
s

事
守
治
刈

4
h，
戸
ノ
ノ
事
4

5

2

ロ
反
仁
ヒ
じ
故

E
Jタ
え
る
以
広

Z
守
ザ
キ
ヲ
今
一
λ

メ
皮
.d刈
C

7

5円

O 

~~ I No. 623 (部分流属音)

ここに記入されるのは玉しい O 筆

者は，平声78韻の韻母を -1邑r と

推定した O

『文海J平声韻各IJ¥韻の代表字

とその反切をあげる G

再題成
形式

W-I邑r清

W-I邑r

W-I邑了

?-I邑r

き-I吾r

i王-1邑r

tき-1邑r と

tき-1邑r

この反切下字を整理すると，つぎの a類と b類になる O

反切下字 a 粍ご佐(菰)

，.. :: コ同 ，ヒ
b 到J4 )長~←一知丈 一助

この a類と b類ば，軽唇音を初頭にもつ形式で対立するが，それちの形式

は，韻図の上で辻，小韻 1の訴はって代表されているから，小韻 2と3~ま，

さきの諸韻と詞むように，声調の相違を反映したものと考えられる c
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H3坂 F詞音』 軽唇 33(三字一類〉

支コ三日コ m玄h 
2ゐ'..1.入. 

平78 平78 平78

F文海』 小韻 1 小韻 2 'J¥韻 3 WI吾r WI邑r wler 

〔平声〕 〔平声〕 〔王手去声1]

新版 F詞音』 独字 独字 独 字

乙の韻類iま平声韻のみで，上声韻の代表字がない O しかし， r文海J による

と上声の注をもった小韻があって，実際誌は上声韻もあったことが判明する O

小韻 7 到了 t雲市 〔上声〕 く方便〉

小韻 8 22、 総 r (平声J<左>

!j¥韻4の声母は，東部の茜夏語では ykーの形をもっていた o ykーの方が古

い形態を代表している C

f~ [ 標準形]袖:聞方言形]ykI合間漢字表音夷格<亡>

この韻母と声母の連続関係をつぎに表示する C

重 軽唇 舌頭 上舌 牙 頭歯
正

5民 流
唇 歯 民

w- k- tきー ?ー 重一

No. 622 I ?Ier tきIer kI吾r O WI邑r 韻図83を筆者の再構成形式に

O よって書き改めると，左のよう

O になる O 乙の韻匿の枠組に No.
'1邑r(平声78韻ft表字〉

623に記されたむ訟を追加す
平

べきであろう O

85. 韻図85 平声79韻・上声72韻

韻図85~ま，酉夏語平声79韻・上声72韻の特定の音節形式を図示したものであ

るo No. 622の韻図(19b)では，一段目は牙音と露頭・正茜晋の枠に，二段目

は露頭・王歯音と喉音の枠に，三段目は重春・軽唇音と牙音の枠にそれぞれ西

夏字が記入され，流嵐音の欄は右棚上下に酉夏字が二字，左側上下に丸印二つ
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o 5R j急 Cコ 〈コ

以) Z市 〈コ £コ 〈コ

市浪 i主
I I 

o 〈コ 〈コ

o 〈コ 忍fと (") 

2も 耐1~示 fコ ぐコ o 

。号先 o o ヌ百ヒ O 亀も
c 議 。粍

Ml O ー毒呂妻ι 

努じ No. 624龍類代類表字を略する

菌85 平声79韻・上声72韻 No.622 

が並べちれている o No. 624は，枠組みは No.622と相違がないが，記入さ
"3-ー

れる字形が異り， 討0.624の方が正しい場合が多い o No. 622のあi又は平38

k-eY 裁は平65HZEは平11凶でいずれも書き誤りであろう C しかし

No. 624の2託は認証の誤りと忌われる o No. 623は，討0.624 の字形を
Jチ岬 F

書いているが，そのほかに流愚音の欄の左側に17人 sWifi(平11)<吉祥>の書

き込みがある O 筆者;ま，平}~79韻・上声72韻の韻母として-Irを推定した O

『文海J平声韻各小韻の代表字および反切，そしてそれらに相応すると考え

得る上声韻形式をあげる O

平韻声代韻表小
字

『反文切海
j

所
F属関小音』

類 再形式
講成 上韻声代韻表小字 所

F罵毘音小類』 再形構式成

79. 1 1l~ft 三品約i舌頭独 nd-ir 
日
3
長
73
丹

舌頭174 nd-ir 

2 }主 知市~l 牙国 k-ir 会牙凶 k-ir 

3 ~B-1} 完 治牙独 IJ-Ir 

4 言弘 作議正富 68 tS-Ir 

5 及室 =mZ k
，A 

mA j 
I、
j 歯頭 53 ts-ir 
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6 取) ;参議 喉独 ?y-lr 多tt喉 37 亨y-lr

7 議 彦磁) 流思 11 HZ-lr 11Z 流風 11 HZ-lr 

8 ~1国久ら 言i術 流麗 4 r-lr え* 流底 4 r-lr 

9 4若~.:.干ムt ?表彰) 流嵐 4 r-lr 

信乙 軽唇独 W-lr 

10 総1・nl鉱員t夜牙 96 k-wir平 桑元 牙 96 k-wir 

以上の反切下字を整理すると，つぎの一類と一字にまとまる。

反切下字 1 1術一例ー郊(銭)~ i1i~1 ~議 -ir

E 函乙 wlr 

反切下字 Eの文字は上声72韻に属する文字であり，平声韻の反切下字として

小韻10のみに使われ，平の注がつけられる o 1類の反切下字をもっ文字ば，韻

図の一段目と二段自に置かれる O 韻国三段自 lこは，反切下字 Eの文字 (No.623) 

とそれを反切下字とする kwirが記入される G 一段目と二段自は，一段自信Ir

kir二段自白 tsirのように相祷的な配霊を示す関口韻であり，三段目誌は，

それに対する合口韻と合口韻扱いをされた WIrが置かれたのである G

流嵐音の梼は nr と区ZIrの代表字が上下に並べられ，それらに合口韻形式

が存在しなかったことを左側の丸印が指示している O

!日版『同音』の流風音小類 4は， 28字で一類をなすが， 平声79韻・上声72

韻のほかに，平去声の字が含まれていた O 小韻 9 rir C平去声〕 がそれにあた

る。

この韻母と声母の連続関係をつぎに表示する O

ぷ?lz 軽
唇

舌
頭

舌
上

牙
歯
頭

正
歯

鞍
流
嵐

r
 

・
電

i w- nd- k-ョ ts-

k-

tきー 手y- r-HZ-

一曹lr
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。

の

捻

・

段

酉

は

印

仏

国

唇

つ

る

屈

も

目

守

あ

音

を

唇

回

れ

欄

丸

N

韻

軽

替

い

怪

ひ

て

ぶ

で

h

喉

音

重

'

ぞ

の

に

は

の

・

に

て

ZE

れ

考

ぬ

と

上

は

枠

れ

音

下

川

町

お

唇

印

れ

>

け

ち

と

も

(

枠

舌

自

の

そ

愚

上

出

8

重

丸

さ

枝

分

れ

る

た

は

の

・

段

音

'

流

側

引

札

の

'

入

<

<

入

す

し

で

音

頭

三

茜

に

o

左

白

子

自

に

記

お

わ

き

応

一

不

図

上

舌

'

正

み

る

'

九

九

段

枠

が

U

V

書

'

一

相

図

韻

舌

は

枠

・

の

れ

字

旅

ヵ

一

の

字

じ

取

に

可

。

υ
に

訪

日

長

閑

切

醐

岬

対

日

ι
…

…

比

持

ト

加

ム

齢

に

む

提

U

形

位

舌

二

べ

と

音

記

下

あ

致

で

と

ぞ

訟

ω

k

け

'

は

げ

そ

節

仏

は

'

す

音

牙

が

上

っ

と

幻

枠

れ

.

は

U
.
は

s

何
日
り
で

J

今
、
て

音

N

自

に

た

唇

は

字

側

二

2

お

の

そ

件

之

一

rwん
あ

り

U

し

の

段

枠

い

軽

目

夏

右

が

位

(

音

て

デ

取

す

す

で

誤

一

そ

定

て

特

し

切

の

と

反

韻

母

び

弓

韻

よ

声

の

お

上

韻

字

ね

表

濁

声

代

乱

。

上

の

一

十

・

韻

る

韻

小

げ

一

一

部

各

あ

声

声

を

百

平

平

式

は

一

'

J

形

誌

は

海

韻

阿

世

者

文

声

韻

筆

f

上る

No.522;O 

?yir 

O 

tきir kir 0 0 

tsir () 0 0 
o k曹 ir 0 wir 

o rir(上〉
o Hzir 
'ylr (平声79韻代表字)

?ylr (上声72韻代表字)

86. 韻図86 平声80韻・上声73韻

ぇi写 ミ〉 O 湾 亡〉

害者 ぷ三乏』 ~IHt つ えを

O る注 o cコ ?毛乙

o O 守安j ごコ o 

。マi支

O 忍

訪E

合
韻密86 平声80韻・上声73韻 No.622 

三J~ c>薮 ーMヤわA乙

No. 623 ( 一段吾部分)
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韻図85を筆者の再講成形式を

もって書き改めると，左のよう

どなる o No. 624の nrは平声

韻である o tsir tsir wirは， No. 

624の正しい字形にしたがって

与えている C



平韻代声韻表小字 F反文拐海J 所f属同小音j類 形再式構成 上韻声代韻表字小 所F罵同音小』類 再形構式成

80. 1 1，支17も 抗23重唇独 立1-ar 桜重唇独 ロ1-αr

2 五五 jfit級重唇独 mb-ar 4目4玉~乙重署110 mb-ar 

3 ~i 長!互協舌頭独 t-ar 

4 挙 jZA椛舌頭独 nd-ar 

5 会 議批牙独 kh-ar 

6 民芳 織1~ 喉 49 手-ar え芝 日侯 50 ?-ar 

7 長支 三五多量喉独 x-ar 

8 ~t ;政金喉独 手-ar

9 ーー ー 脅主2Z流麗 1 バ4i2iA4 流風 1 丹長 r-ar r-ar 

10 す長 夜七銭流愚103 Hz-ar 

11 =長 森tn~t 流組02 Hz-ar 抗流風日2 Hz-ar 

12 経 )者.7E軽唇 39 w-ar 杭軽唇 24 w-ar 

13 ~I~G 号??を牙 68 k-曹 ar

14 7を 弱含;危歯頭独 tsー曹ar

務喉独 ?war 

15 Y主・逗11bゑ 喧愛会t::特5l乙 Eド・l人 7い7 x-War 

16 -fdqL圭-E 71.支:最重唇独 p-ar2 

17 五五 縦議長重唇独 mb-ar2 

18 る長 会託瓶茜頭 97 ts-ar2 

19 務 ~え百分野牙独 k-曹 ar2合

上記の反切下字を整理すると，つぎの四類になる O

反切下字 1 a n~t(枝) -+-~~ご鴎 -ar 

綬ノ

b 舵=姦 -ar 
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豆 建ご }ñ三(~'\1t) 一 曹or

E 保 ご紡 -or2 

IV 1蕗 C?)附? -or 

反切下字 I類 abの文字は韻匿の一段自に配宣され，関口韻 -arを代表し

たo II類の文字は，韻図二段目にあって合口韻ーもr をあちわす。反切下字韮

類は韻図三段呂に置かれ， 1 • II類と対立する-ar2 を代表した o N類の文字

は平声17韻に罵する (man)0 韻図の四段自にある文字は，牙音類 (k-)に誤ら

れるが， rr文海Jの小韻19に該当する O その反切下字はE類十合によって指示

されているかち -War2で島ったと考えられる O

関口韻と合口韻の対立は，小韻 7xar 小韻15xWar の形で最も明瞭にあら

われ，韻図 CNo.623) で立小韻13kWarに対する kar を牙音の棟一段自に記

入している o 18) tsor2 14) tsWar もやはり同じ関合の関係を示し IJ¥韻 6

?ar ~乙対する合口韻として韻留の喉音の横一段自に-i:f ?worが置かれる C こ一 指民

の文字は上声73韻であろう o IJ¥韻 6?ar と小韻 8?ar は，声語の相違を反映

したもので，ノト韻 8が平去声であったと考え与れる O

小韻 6 五言 ?ar (平去声)

小韻 8 託手or C平声)合手or C上声)

あとのセットがこの韻類の代表字として長われる。罰様l乙流嵐音類i乙嘉する

区zar ~ζ ， Jj¥韻10と11がある。小韻10が平去声であったろう O

剤師』小類 119r1l会姦tuZGT目

崎間基 tlst Kzar何:杭
これらの韻母と声母の連続関係をつぎに表示する G

Jf| 重
軽唇 舌頭 舌上 うr 茜頭

唇

-or I m-mb- 1万一 t-nd- k-kh-

ー曹ar I ー k- ts-

ts-

一曹αr2 I k-
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No. 622 I ?ar O (kar) tar O 
韻図86を筆者の再構成形式を

手war tswar k曹ar O war もって書き改めると，左のよう

O tsar2 O 。 pαr2 になる O

O O k曹ar2 O O 
o rar 牙音の一段目 (kar) は， No. 

O Hzar 623による。

?ar (平声80韻代表字〉

手ar(上声73韻代表字〉

87. 韻国87 平声81韻

韻図87は，西夏語平声81韻の特定の音節形式を国示したものである o No. 622 

の韻図 (20b)では，重喜・軽唇音の一段自に一字置かれるのみで，ほかは丸印

が合計六つある o No. 624 (53b)は乙の

形と一致するが， No. 623の韻函 (87b)

では，流嵐音の輔の上段右側に一字，上

段左弼と下段左右に丸印がある O 乙の文

ぜコ Cコ fつ O j?桑

。

No. 623 
O Z長

字は h五〈平14)く退く>で，この韻類と

関係があるようには見えない G なお重唇

・軽唇音に書かれた字形は， r文海』に

登録された形とはやや異っている O あと

で掲げる phiarに対して piarを表記

するため作ちれた字形であろう。

この韻類には平声韻のみで上声韻iまない G 筆者

はその韻母として -Iar を推定した Q

『文海Jの各小韻代表字と反切をあげる O

O 

-
-
L
-久

乙
フ
ヌ
官

国87 平声81韻 No.622 

〈コ o

〈部分流風音)

平韻代声韻表f字j、 F反文切海j 所f属同小音J類 再形式構成

81. 1 '1 ぎ;;(をし 弘、Ji去重唇独 ph-lar 

2 泌ヒ iiti jfる重唇独
m-}ar 

3;4i JZ前L牙山 kh-lar 

41j暴 ?出晶玉歯 55 き-1ar
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上記の反切下字は一類に系聯する C

反切下字 紘一編~鹿 -lor 

とにあげた小韻からわかるように，乙の韻母は極めて少数の声母に唄って連

続した c 許される形式は phlor， mlor， khlor， Slor と韻図にある plor の五音

節しかなかった C その中，無声無気音

にあたる plorのみを韻図に登録した

のである O

韻図87を筆者の再構成形式をもって

書き改めると，右のようになる O

88. 韻図88 平声82韻・上声74韻

O O 

O 

O 

O plor 

slor (平声81韻代表字)

平

韻図88~ま，西夏語平声82韻・上声74韻の特定の音節形式を図示したものである。

No. 622の韻図 (21a)では，一段目は

ヲ!支 亡コ o o jあヌ 重唇・軽唇音と喉音の枠，二段目は舌

頭・苦上音の枠，一段目ほ重喜・軽唇

Cコ <:) o .手ユ1コ2 o 
音と歯頭・正歯音の枠，四段自は牙音

o 25 《コ Cコ ~~ 
を除くすべての枠に，それぞれ西夏字

易及 江主
が入っている C 流風音は，上段右側に

告為 書今 o 
一字あるのみで，上段左側と下段左右

o -g矧23iti に丸fPが置かれる o No. 624 (54a)の

o o 韻函は， 枠組は No.622 と一致する

~~ 
が，書き誤りと思えるものを除いてF若

干の文字が違っている G 一段自の重唇

gt ・軽唇音の枠には ~fl及品 (No. 622の文字

と共に所属不詳〉が，三段自の歯頭・正

函館平声82韻・J:fif74韻おo.622 歯音の枠 ~C ~i jm (所属不詳)がそれぞ

れ記入されている O 筆者泣平声82韻.J:声74韻の韻母として -ar を推定した。

「文海J平声各小韻の代表字と反切をあげ、る。栢応する上声韻字は不明で(I)

るG
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韻平声代韻表小字 反『文切海j 所f属同小音類j 再形式構成

82. 1 zz 託支え軽唇 34 w-ar 

2 2民 評議重唇112 ph-ar 

3 点三 5レJ拝冬~-wt主二11 重唇独 ロ}-ar

4 4九品-i i ]t ~1厳正歯 49 s-ar 

5 t~ 九治正歯 49 き-ar

6 2玄 手12政牙 55 kh-ar 

7 良民 字，;(人才 2う4みぇλ 歯頭独 tsh-ar 

g 支i支 毒殺 11侯 32 手y-ar

9 ~Ij 172む流風 74 r-ar 

10 え2ユiiiHt 三守支+チえ・ -日aiえL 涜風150 r-ar 

11 寺市 持 J~市舌頭独 t-war 

12 おl 総布舌頭日 nd-war 

13 ?千九 ~ ぉ~久円 ヰ二口1I=:Ii 言。 kh-ar 

14 ゑ令 託存九牙独 司-ar

15 首長 なじ rli舌頭157 t-曹ar2

16 ゑ~;{ヱiJI21s2t? 舌頭 55 nd-曹ara

17 市今 Z託偽歯頭独 ts-wara 

18 長た 命示今日 手-war2

上記の反切下字を整理すると，つぎの一類にまとまる C

反切下字 Ia 君主(縦)一線ご話

b 車百 一一一う

..J，.:4 

E 手m;::コ

~ï常=椛=姶

良市(季五)
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一

一

ご

福

偽

ja今(滋)
需今 _War

2 

この I類を反切下字とする文字は，韻陸一段目と三段目に量かれ，II類の文字

は舌頭音に限って慎われ，韻園二段目に配される G そして韻図の四段自にある

文字は反切下字E類をもっている。

I類には関口韻 -ar，H類にはその合口韻 _War， 1H類にはそれらに対立する

-War2を推定したい C 韻図三段目の文字は，軽唇音 war と玉歯音 tsar2であっ

たG 前者辻本来一段目あるい立二段昌に置かれるべきものである O 後者立正歯-

音小類84C新版『同音』小類120西字一類)に寓するが，所属韻がわからなかった O

E繍注21

いまこの韻図の位置から上声74韻 -ar2であったと推定できる O

新版『同音J 120 ~ア
!日版 84 J(.人 首長 7Z :院 tきar2

罪 すだま 誠

小韻 4とノj¥韻 5は共に tsarで，反切上字を共有し，下字も系聯する(1 b)。

小韻 8とおも同じように反切上字詰系聯し，下字は I類に属する C ノト韻 9と10

も詞様の関係にあった。

これら泣声謡の弁別を反映し，一方が平去声の音節を代表したと考えたい O

IJ¥韻 9 rar C平声〕小韻 4 sar C平去声?J 小韻 6 khar C平声〕

5 sar C平声〕 13 khar C平去声?J 10 rar C平去声?J

なおQ[ c軽唇音独字〉は上声明 war2であったろう G

~ ..lo営， _:J:. ....L...l. 

F文海雑類J にはーと声74韻の文字がある G 言長 E反切] f設rx~ 1nt ndzar 

〈上74)[ndz-ar (平82) の上]く減す>

これらの韻母と声母の連続関係を表示すると，かなりすき聞の多い形態であ

ったことがわかる O

¥田母声¥母¥| 重 軽岩 頭'Z. 上舌 九七 歯ー 1五
自{去 話i

唇 頭 甚[ 愚

-ar w- kh-1J一 tsh- 三一 手y- r-

ndz-

_War t-nd-

-ar2 ts- ts-

ー暫ar2 t-nd- ts- 下一

-146ー



書き改めると，右のようになる O

韻国88を筆者の再構成形式によって No. 622 

89. 韻図的平声83韻

韻図89は，西夏語平声83韻の特定の

音節形式を図示したものである o No. 

622の韻図 (21b)では，一段呂のみが

使われて，舌頭・舌上音と牙音の枠に

一字づつ記され，イ告には丸印が置かれ

るo No. 624 (58b上段〉もこれと同じ

である O 筆者法，平声83韻の韻母を

-ar2 としたが，いま改めて-ar2 とし

ておく G これには明瞭な対音根拠がな

いが，あとであげるように小韻 3が平

声23韻 (-0) の文字を反切下字として

いるからである o (-or2 -0) 

こり韻類は平声韻のみで相応する上

声韻を欠いている o W文海J平声各;J¥

韻代表字と反坊をあげる O

平声韻小
韻代表字

83. 1 務
2 毅
3 殺

f文海』
皮切

f毘音』
所属小類

詰凱h雪薮支 重唇叩

;萩i蔽在幻i刻1¥庇?先t舌頭独

号殺会2幻11活青 舌頭u

~~窓郎:μ~I\庇託 舌頭u

筋笈牙独

該 ~'l鼠克牙独
~ --iを件→.-
尋今 R凡習頭 4b

4 z主
役5 

6 院
久
松

7 

?yar 0 

o 0 

o tきar2

0

0

0

 

}

r

ら

?

c

m

m

 

r

n

2

 

o
m
O
恥

4
2
U

可4
E
i
u
 

戸 ar2 おもち O 

o rar 
o 0 
?yar (平声82韻代表字)

'yar (上声74韻代表字〉

c> O 後毅 O

o 

c> 

~II主

張

図89 平声83韻 No.622 

再構成
形式

ロl-or2

t-or2 

th-or2 

th-or2 

k-oち

I)-or2 

s-or2 

上記の反切下字を整理すると，つぎの一類と一字にまとまる O
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皮切下字 I 笈→ ~II託(務)~詑 叫

宜妥}ち(平23=-0)

I類を反切下字とする文字が韻図の一段目に配置されていて問題はない G

ノト韻 3と4で舌頭音147類 thar2を分割するのは， や iまり声調の弁別を反映

したのであろう。

出版 F同音j147 ~を 五支
~ 

侃え (三字一類)

「文海』 小言員 4 小韻 3

新版『同音J 独字

〔平去声〕

小類 154
〔平声〕

「文海J小韻 5~ま， w同音』の組織とつぎのような関係を示している O

i自版「同音J j受
眼

2陸
秤

経
目

独字 小類 176(二字一類)

『文海J 小韻 5

新寂『同音』 小類 186(三宇一類〉

No・叫 O O koら tor2 O この韻母 -ar2は， m-t-th-

。 k- 1)- Sーとしか結合しない O。
韻図89を筆者の再構成形式をも

SO!・2 (平声83韻代表字)
って書き改めると，左のように

平

なる O

90. 韻国90 上声75韻

韻図90~む西夏語上声75韻の特定の音節形式を図示したものでるる o No. 622 

の韻図 (22a)では一段目のみを装い，牙音，露頭・王歯音と喉音の枠に文字が

入っている o No. 624 (58b下設〉は No.622と一致し， No. 623の韻図 (88a)，Aι 
には重唇・軽唇音の丸陪の左上にゑ芝の書き込みがある O 乙の文字は平声80韻
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&11主 ~fu 2長 <:> o 峰三沿。
No. 623 (部分)。

〈コ Wぼである O

稲長
筆者は上声 75韻の韻母を -Iar

と推定した O それに相応する平声

jnt 韻類はない。つぎにその代表字と

推定形式をあげる O

国90 上声75韻 No.622 

代表字 所『属同音小類』 再形式構成 代表字 所f罵詞ヰ小j韻 再形式構成

1 Z長 牙独 k-lar 5 ~~度 舌 頭独 nd-lar 

2 持5牙独 喜一iar(?) 6 者ヒ 喉38 手y-lar

3 る自 正歯独 tき-tar 7 i~長喉 76 'y-lar 

4 又ぜ考骨ザえ、。
小韻sと小韻 7の分割はおそろく声調の桔違を背景としてなされたのであろ

。
ヲつ

乙の韻母は上に見たように， k一号一(?ー)ts-nd-?yーと極めて摂定された声

'ylar tきIar klar O 
母としか連続しなかった O その中，

無声無気音 klar，t善治r，?ylar の三

形式が韻図に登録されたのである C

韻図90を筆者の再構成形式で書き改

めると，左のようになる C

O 

O 

'yIar (上声75韻代表字〉

上

No.622 

91. 韻函91 平声84韻・上声76韻

韻国91は，酉夏語平声84韻・上声76韻の特定の音節形式を図示したものであ

るo No.622の韻図 (22b)では，一段自己重唇・軽唇音の枠と舌頭・舌上音の

枠に，二段目立，歯頭・正歯音を除くすべての梓に西夏字が記入される O 流風

音の模は上方左右に文字があり，下方左右には丸EPが置かれる O

No.623の韻菌 (88b)には，一段呂喉音の枠の丸印の右側に注字二字が書き
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o o 

ヤ
比
比

差
丹 O 

ζ〉 事支給

夜、協局者

2Z滋
<:> <;) 

f1生

it 

ヰ品情。
乱

No. 623 (喉音の注字〉

込まれている O

系保?Ier (平花)k品位7)

→?延長 (?佳品(平27) と ?ur 

(平84)の関係を示している)

筆者は平声84韻・上声76韻の韻

韻図91 平声84韻・と声76輩iNo. 622 母として-¥irを推定した。

f文海』平声韻各小韻代表字と反切，そしてそれらに栢応すると考え得る上

声韻形式をあげる O

平声韻小
韻代表宇

は 1 J九
22た

3 百三)

4 IX IA 

5 t1 

令
託
防
以

9itlJ 
1 0 2ヒ

-w宇

11 与え、

『文海J r同音』
反切 所属小類

11 32 圭唇 7 

d旬、率~ 主 唇 独
自~ 1>~ 

1手tl~ 重唇 17

争ZtZ七重器独

創支度三 舌頭独

牝
山
花
毅

一
初
送
綿

;:f145 

II{定独

流嵐 85

議会支舌頭独

~~ ~九軽震32.40

iiえZL舌頭 独

-150-

再構成
五三式

上声韻IJ¥ F同音J
韻代表字所罵小類

再講成
形式

p-B-r 

ph-B-r 

ロ1ーをまr

m-ur 議重唇 11 ロl-B-r

t-ur 

IJWー甘T

ゑ
従
ぶ
業
以
ゆ Kz-ur 

舌頭117 n一世r

牙独

自性独

。曹-H-r

XーをまTx-ur 

流嵐 85 r一日了r-ur 

流風 72

n-B-r 

1高l-ur 手今軽唇 32 w-ur 

tーをまr



12 古Gl起支三 翁務舌頭口 th-Hr 

13 会売 λ手ん手44L 出I~玄品 舌頭129 nd一日f

14 局者 三舎誌牙 10 k一号r

15 え民i 手;ぽ牙 12 ヨ曹ーをまT

16 ~~ Z7能牙 12 弓曹ーをまT

17 百長 織統喉独 ?-Hr 

181ft zsm喉独 Xーをまr

19 E立i 系i何じ茜頭 44 tsーをまT

頭舌-続

弁J~ 牙 12 ず一昨

rfiL 流麗 39 l-ur 

上記の反切下字を整理すると，つぎの一類と一字になる。

反切下字 I ~ヒ一派(腕)一家ご)忽

II rnじ(上問 -ur 

E にあげた一字は，小韻 6にのみ使われている O したがって，小韻 8を除け

ば全部の小韻の反切下字が系聯するから， この韻類ほ一つの韻母-¥lr のみを

代表していた乙とになる O しかし，一方で韻図では上二設が捜われている O 反

切から見ると， この韻図の二段目ほ本当の合口韻ではなく，一段自に重唇音

p¥lr，二段自に軽唇音 warを並べたが，舌頭音，牙音，喉音も同じように合口

韻的な扱いを受けたのであろうと理解したい O 韻図の上で対立する舌頭音一段

目と二段自の文字は，反切上字は高じ文字で下字も系聯するから，その弁別は

声謁の栢違を反映していて，おそらく一方は平去声であったものと考えられる G

小韻 5 韻函一段目 i~ え反jzl

j反れ

tHr 

ザ役目図韻韻 国 r C平去声?J

同様 ~CIJ'¥韻15と16は，反切上字も下字も系聯し，同ーの音形式を指示した G

おそらく小韻誌は平去声であった G

F
D
 



小韻 16 

生
凶
~
コ
以

4

9

A

2

訟

ヰ;局主

計詩

ずぽ 〔平去声?J<第四の>小韻 15 

l)Wur <皇>

それらに対して，小韻 6が l廷r[上声1 を反切下字とするの誌ザ町〔弓~arJ

を伝える意留があったためと考えたい O

小韻 5 希 ~@1ñt ザ伝r(l)1{urJ く山>

流嵐音の平声韻には lar音節はなく， 小韻7の rarに浪ちれたが，上声韻

には， rarと Hz町と larの二形式があった O

-'3iZFiL，ラA 『 rur (上) <影 > 流風 85 漢字表音ロ羅

J~~ Hzur (上〉 く露> 流風 72 口移則 grze 

おじ tur (上〉 く経 典> 流展 39

乙の中 rarと lar が韻留に登録されている O 韻留の左側の文字は流嵐音

39/J¥類に入る。『文海雑類』には，この韻類に属するつぎの文字がある O

与!立 1t~色勾r (平位)<洗う>流嵐独

この韻母一軒と声母の連続関係を表示する C

ぷオ 重 軽唇 舌頭 上舌 去二 頭歯
正

喉 流麗
唇 歯

w- t-n- k-l)曹ー ts- X一宇一 r-，Bz-
m- th-nd- t-z-

No.民 O
?ur 

O O tur pur I 
韻国91を筆者の再構成形式を

O kur hまr wur もって書き改めると，左のよう
tur rur 
(上〉 にすよる O

o 0 
流嵐音の音節 Hzar(上)勾T

xur (平声84韻代表字)

xur (上声76韻代表字) (平)はと乙には記入されてい

ない。
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92. 韻国92 平声85韻

韻図92~ま，酉夏語平声85韻の特定の音節形式を図示したものである o No.622 

(23a)の韻図では，上一段のみが使

われ，牙晋，歯頭・ E歯音と喉吾の枠

にそれぞれ一字，合計三字が並べら

れる o No. 624の韻図 (56a下段)は

No. 622と一致し， No. 623 (90a) 

には，涜嵐音に二字書き込みがある O

3iauZ42(平69) <宝>

反E242〈平間 <左>

いずれも平声69韻の文字である O

筆者は平声85韻の韻母として，

-~r を指定した O 乙の韻母は平声のみで，上声韻はなか

ー7s守.-ニ， ih l 五色 Ji みZ. 。 o 

O 

。

~ト
4ニ:..
1 11 

子じえ

図92 平声85韻 No.622 

2段。

託。

小
字

〉

韻

表

支

払

コ

凡

i
，
五
社

賠
謀
-
反

.
4
f
γ
μ
7
-
-
H

涜(

1

2

3

4

5

 

q
u
 

ヮ“F
O

R

U

 

。。

O
 

N
 

6 

っ7こ9

F文海』平声韻の各小韻代表字とその反切を，つぎに

あげよう O

反『文切海j 所『属再小晋』類 形再式構成

本芳重唇独 mb-訂

訴?言牙出 k-gr 

2E5花王歯独 tき-gr

ヰ援すずじ正歯独 tsh-gr 

7M音色正富独 き-gr

j殺意喉独 ?-gr 

反切下字を整理すると，つぎの ab二類になるが，両者は初頭音i乙関して

補い合っていて，一つの韻母 -~r を代表した。 a 類ほ重春， 牙，喉音の音節

に， b類は正蓄音の音箭に夜われた O

-153ー



品がり
↓
電
波一一一一

下切反

-~r 

乙の韻母誌上に列挙したように， mb-k-ts-t晶一量一?ーの声母とのみ連続

tおr kdr 0 0 

O 

O 

'dr (平声85韻代表字)

平

No. 622 

93. 韻函93 平声86韻・上声77韻

した O その中，無声無気音の kgr，

tおr，?訂の三形式が韻図92~こ登録

されたのである O 韻図92を筆者の再

構成形をもって書き改めると，左の

ようになる O

韻図93は，西夏語平声86韻・上声77韻の特定の音節形式を図示したものであ

るo No. 622の韻函 (23b)では，一段自は吉頭・舌上音の枠を捺く全部の枠，

二段目 iま歯頭・正茜音と喉音の枠，三段自は舌頭・舌上音と喉音の枠，四段呂

は童頭・王歯音の枠にそれぞれ西夏字が置かれる O 流員音は五段目右側上下に

二字，左側上下は丸EPが記入され

ている o No. 624の韻図 (56b)は

No. 622 と一致するが， No. 623 

(90b) は，喉音の横四段目にある

丸印の左側に二字の書き込み〈音

2長 j免、 活民 o 11完

~3 玄n三2I23r 4 ぐ〉 O o 

λλ 高玄 て') ぐコ おた O 

Cコ 1すt O O O 

O Ai玄Mι-

→火→み・去λ』、

12T 

図93 平声86韻・上声77韻 No.622 
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ー? 守安L 0 
令悼'J

五ゑλ

為 。ゑヒ
~ 

j玄。

ぐ) 0 

Of?と

No. 623 (喉音の書き込みと流愚音)



注〉があるのと流嵐音の祷が相違している O

喉音の吾注: 震え ?ifi(平29)く伯父>+益出r(羽2)<盗人>→市

筆者誌平声86韻・上声77韻の韻母として，ーむを推定した O

F文海J平声韻各小韻代表字とその反切，および、それちに桓応すると考え得

る上声韻形式をあげる O

平韻代声表韻小字 『反文窃海』 所『属同小音』類 形再式構成 上韻代声韻表小字 所『属同小音類』 形再構式成

86. 1 ま亭λ う 12tjt忌重 唇 77 m-lr 

2 話吾、』 ~~~腕重唇独 mb-ir 会重唇独 mb-ir 

3 民民 ?えjiえ、牙独 k-ir 

4 it忌 1iZZ是正歯独 tき-fr

5 長芝、 守?i是正醤独 さーまr

5 d定 ÎÍl~l ~tl、喉 95 'Y-lr 後殴 2 'Yーまr

7 ií~ i t ~~f:二重唇独 p-壬f

8 i夜 IJr乙設牙独 I)-Wlr 授、牙独 弓一曹ir

9 52ヒ 2，Z当髭 」布ι- 正握106 ts-曹ir
芳lt 正歯独 tきー曹lr

~ 

λノ亙lJHえTい ? 10 五言 きー曹まr

11 設す 姉言~喉 68 ?ー曹lr .ゼ占dえ『 犠 68 ，-曹まr

12 すL n元京じ流嵐独 堂一曹まr

13 jllt ~1 議舌頭144 tーまら

そ政舌頭 81 nd-ir2 

14 や[f Zえ京花歯頭独 tsh-ir2 

15 言語 玄ifjiE歯頭独 Sーまr2

16 2Z j長k脱却長 6 ?ーまr(2) 合同 手一圭r(2)

17 1¥1支 君主持l芳独
I)g_wまr2 死刑 司g-曹まr2

18 J4G4レu 京芸おrt流愚日 rーまr2 2長流風 21 fーまr2
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i
'
k
-
ν
い

お
捻

Q

d

O

 

T

i

q

L

 

言~1¥花瓶W

jji該 Joも醤頭独

KZーまr2

会
牝

之
本
，
手
動
文

流嵐独 KZ-まr2

流愚 84 rーまr2

ts-wir2 上

上記の反切下字を整理すると，つぎの西類になる G

反切下字 I 紘 一 保 =ZE ーまr

E 
-1z3『もこコ

• 
官房 ー曹まず

E 
ー引手品

車ニコ ~Jlt 一王r2

IV 統一致 "，ま了
2

反切下字の弁別は，韻図各設の配置と対応し，一段目は反切下字 I類(小話!

1かち 7と小韻16)に，二段目は反切下字 I類 (;J¥ft員8から13) に，三段呂は反

切下字E類 (;J¥韻14と15.小韻18と19)に， 四段呂は反切下字w類〈ノj¥韻17と20)

にそれぞれ対照される。 (;j¥ft員2の反切下字j官民法j誌の誤りであろう d また百類の

設 は 上声76韻ず-urである。〉 乙の韻図の配置は. 1類が -ir. n類が吋，

董類が -ir2，N類が
_wir2であったことを明瞭に示している G 小韻16は韻図に

よると?一台2 の筈である C

つぎに流風音の形式を整理しておきたい o U文海j は平声韻を三形式，上声

韻を別の三形式に分ける。その中，上声韻の叙 rU2 と手会出2を分ける

のは出版 f同音Jの弁別法と合致するが，新坂『問音Jでは再者が合ーして一

類となる G

i日版 F同音J21 綴 ， Zit， lえ， 話， を~'l 84誇， 菜， 干支， Z2 
類字五 四宇一類

新版『同音j22 、

九字一類

したがって，薪版 F毘音Jの組織によると， 平声を三形式 rir2Hzir2 zWir. 

上声を二形式 rir2と Hzir2に弁別したことになる G

No. 622の韻図では，平声の二形式のみが登録され， No.623では三形式が
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あげられる O 具体形式でその記置を示すと，下のようになる O

m
.
0
0
的

0
・叫

o
o

g
 

No. 623 ， 
r圭r2

KZ壬r2

O 

O 

No叫

上声77韻

向かうTまrz11え
務t

平声86韻

14七 Aヨ，
月rまrz

敵 天の河KZまrll契約KZまr2

令t 濡粟主曹まr

に記録されてい『文海雑類』このほか誌も流嵐音平声86韻の形式があって，

~ ~~え、三主

るO

流恩独重い(平86)主壬Y

ゑ勃 ~t1 五え主凡 流嵐 111感える(平86)zIr平

そのほかつぎの二字がある。

争後~
メ-1一五i昆

『文海雑類』には，

品会
歯頭速疾〈平80)ndzir2 

存支jt之、対夏 正 歯独穏遺(平86)nlr 

つぎに表示する Oこれらの韻母と声母の連続関係を，

ぷ~I 流
嵐

喉
正
歯

菌
頭牙

舌
上

舌
頭

軽
唇

重
唇

圭一手y-ts-s-
n-

k-1)-p-m-

mb-

一圭r

き-

r-KZ-

?ー

手-

tき-s-

tsh-s-
ndz-

1)-

t-nd-

一曹まr

ーまr2

ts-司g-
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韻国39を筆者の再構成形式をもって

書き改めると，右のようになる O

94. 韻図94 平声87韻・上声78韻

韻函94は，酉夏語平声87韻・上声78

韻の特定の音蔀形式を図示したもので

ある o No. 622の韻図 (24a)で誌上二

段が使われ，一段目は，舌頭・吉上音

と歯頭・正歯音の枠に，二段呂は舌頭

・舌上音の枠にのみ西夏字が置かれて

いる。流風音の欄には，右側上下に二

字，左側上下に丸印二つを記入する G

No. 622で誌上声韻代表字を誤って上

と書いているが，この韻類は平声韻と

上声韻が揃っている O いま他の韻図か

与改めた o No. 624 (57a上段〉と No.

623 (91b)の文字の記置は No.622と

一致するが，後者l乙;ま重喜・軽唇音の

欄と喉音の梼に書き込み(音注〉がある C

~~ pl (平8) 官も WI は 7)

?五条 ?1合 併8) 1王将附3)→

?d写V

筆者は，平声87韻・上声78韻の韻母

として， -1況を推定した O

f文海J平声各小韻代表字と反切，

そしてそれらに相応すると考え得る上

声韻形式をあげる O

手まr tきまr kir・ O pまf

手曹まT tき曹ir O O O 
?まr2 O O tまr2 O 

O tき曹Ir2 O O O 

O rまr2
O KZまら

円r(平声86韻代表宇〉

手まr(上声77韻代表字)

No. 622 

O j抗 o tし O 

O 亡〉 O lu存 O 

o 1¥地

O ー尋事乙h 

1nE 
者え

密94 平声87韻・上声78韻 No.622 

(\ー~ 務;
B
4
ν

い
4-n 

A

陪
考
会
ル

0
 

0
 -

2
A
H

弘
毘

0
3き
手
メ

No. 623 (書き込まれた文字)

『文海.lI r同音j 再講成
反切 言奇異小類 形式

平声韻小
韻代表字

87. 1 tヒ デユレ ~7 舌頭独
対じ民弘

四
叫

上声韻小 『同音J 再講成
韻代表字所属小類 形式

t-ldr 



2 frÍl~ ;孟長良舌頭独 nd-l~r 

3 忽t ヰ~ ~~t 牙 34 司宵-i~r 子11ぷノ. 牙 34 E曹-l~r

」回ι『

取を歯頭 654 jれ 言語忽E歯頭 64 tS-l~r tS-l~r 

5 お免 1型~先ι h長~じ 流風151 主-l~r ?悦流嵐128 r-l~r 

6 4轟ヨ乙チ -寺..;z，霊hjS混a九じ流風134 ßZ-l~r 持及 流嵐133 sZ-ldr 

7 f五 語随舌頭目7 nd-r1~r j生 舌頭 65 nd-r1~r 

上記の反切下字はすべて系聯して，一類をなしている C

反切下字 I 政情)→疏=銑(紛)=，凶

韻図二段自 の 文 字 は ， 政 組問音Jにはないが，乙れ誌小韻 7の 文 字 路

から派生した字形である o U文海』で小韻 7が流嵐音のあとに置かれて別扱い

され，しかも，流思音の rl~r を反切下字とするのは，おそらく ndrl~r を表

示するためであったと考えられる o ndr'í ~r に対立する無声無気音 tr'í ~r を表

記するため ndrIdr に手編をつけて作ったのが韻図二段自の文字である O し

たがって，韻図の舌頭・舌上音の梼は，一段 tl~r 二段 trl~r の対立を示して

いる C

この韻母は， t-， nd-， I)w -パS-，r-， HZ-， tr-， ndrーの限られた声母とのみ連

No.mjO 
O 

tSldr 

O 

O 

O 
o r1dr 
o ßZl~r 

tI~r 

trl~r 

O 

O 

Dr~r 平声87韻代表字)

Dldr 上声78韻代表字)

95. 韻図95 平声88韻・上声79韻

続した。

韻図94を筆者の再構成形式を

もって書き改めると，左のよう

になる O 韻類代表字は No.623

によっている O

韻図95は，西夏語平声88韻・上声79韻の音節形式を図示したものである O

No. 622の韻密 (24b)では，上一段のみが使われ，牙音の枠に西夏字が記入さ

れるほか，韻類代表字を除いて他に文字の記入はない o No. 624の韻国 (57b)
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O 。務じ

O 

O 

説ヒ
.M.♂』

白及

o O 

も同じ形をとるが， No. 623 (91b) 

ほ上段右半分が欠けていて， 牙音

のととろはない O

筆者はとの韻類の韻母を -l¥H 

と推定した O 所罵字は僅かであり，

しかも牙音類に限定され， w文海』

では平声韻は小韻一つ (四字)，上

声韻は小韻二つ (二字と五字〉 のみ

であって， 合計十一字がそこに所

韻図95 平声88韻・上声79韻 No.622 罵する G

88. 

1 

平声韻小
韻代表字

認じ

F文海J
反切

家~ru

『同音』
所属小類

牙 47

再構成
形式

k-lur 

上声韻小
韻代表字

主.，..J-

員弘
一ユ『
支え

F同音i
所嵩Jj¥類

牙144

;j二 47

再講成
形式

k-lせT

k-Iur 

反切下字は， 上声40韻に罵し ?Idwであったから， この小韻辻反切を忠実に

読めば kidWを代表したことになる o kldw→k泊 r 土声韻の牙音144小類はそ

の音形式を推定する明瞭な根拠に欠けるが， {反りに krur としておく C この文

No. 622 O 

96. 韻図96

O klur 

O 

O 

kIur (平88韻代表字〉

kIur (上79韻弐表字〉

平声89韻・上声80韻

字は上声韻代表字として袋われ

ている O

韻図95を筆者の再構成形式を

もって書き改めると，左のよう

になる O

韻図%は， 西夏語平声89韻・上声80韻の音節形式を図示したものである O

No.623 の韻図 (25a)では， 一段自の重唇・軽唇音と牙音と喉音の枠に， そし

て流嵐音上段に， 西夏字が一字それぞれ記入されている O

筆者はこの韻母を -or と推定したが， いまそれをつr

白必 牙音小類144と小類47!j:，声調で対立していたのかも知れないが，

異がなかったのであろう。
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。 急設 O 読A

話t
。

話
除
去
官

芸
員
￥
ク
メ

陸路平声89韻・上声80韻 No.622 

見るように，反切下字に平声49韻(-~fì) の文字が使われているからである O

(-:>r : -:>n) 

『文海J平声韻各/ト韻の代表字と反切，それちに相応すると考え得る上声韻

形式をあげてみよう O

平韻代声表韻/字j¥ 『反文切海』 所F罵局小音J類 形再式講成 上韻代声韻表小字 所『属同小音J類 形再式構成

89. 1 匁ヒ ;お安否ゑ軽唇独 w-~r 平 j2f2 n 軽唇 40 w-~r 

2 ~t 幸ムZ年 軽唇独 w-~r 

3 緑 桑 I}存 牙 1虫 k-~r 

4 ~[ j最低 喰 12 手-~r 書今+示# 喉 13 手-~r

誘じ流嵐 50 r-~r 

反切下字は一類であるが，相互の間で系聯が完了しない O

反切下字 官僚)ーえ一五(平49-~ -~r 

i品〈上80?~r) 

'lIt 
小韻 1と2は，反切上字が系聯し，共に w:>rであったと考えられる O しか

し，乙 ζ で二つの小韻に分割されているのは，おそらく声調の相違を反映して

いて，後者が平去声であるのに対し，前者は平声であったのであろう C したが

戸。



って小韻 2には平49韻 -onの文字を反切下字として採用し，前者には平の注

をつけたのである O

『文海』によると，乙の韻類の音節は， wor， kor， ?or，と I・orの形式に限ら

れるから，そのすべてが韻図に登録されていることになる O 実際には『文海雑

類~ ~乙は，そのほかに tぬor が含まれている O

尋ゑ 堂穴
ιdaqt 

又
ー
も
'

A
U
 

O
R
U
 

とr
 

3
 

L
u
 

v
S
 

+
L
 

コ『
n
H

Z
T
o
h
 

紅

No. 622 1り r k~r O O 
r~r 

f¥ 
¥ーノ

字。r(平声89韻代表字)

?~r (上声80韻代表字〉

97. 韻図97 平声90韻・上声81韻

1高'~r

正歯-独

韻密96を筆者の再構成形式を

もって書き改めると，左のよう

になる G

韻図97~ま，西夏語平声90韻・上声81韻の特定の音節形式を国示したものであ

る。 No.623 の韻図では上田段が残

。手主 路 O O 
ーJる』えんι、、 り，下半分は韻類代表字のところを

~~t 僅かに残してイ告は欠けている C 残存

O c 〈コ O ゑ 部分の一段目は，重唇・軽唇音と歯

頭・正菌音の枠，一段目は重唇・軽
O O G o 7通二一J

唇音の枠のみに酉夏字があり，流嵐

O O O 音の欄は欠けた部分に入っている c

おそらく重唇・軽唇音の頴の二段呂

と呂段自にも文字が書かれていたも

のと考えちれる O 筆者はこの韻類の

韻母を -Ior と推定した o No. 623 

の韻図の喉音の一段目に置かれた丸
図97 平声90韻・上声81韻 No.623 

印のところに注字が二字書かれる O

これは音注であって，あとの文字の字形は怒じ kl伽

ろう o

h討(平78)-khioN (上48)→?iON(?Ior (上81)に ?iON(上48)の注が与えられて

いる。)
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7文海』平声韻各小韻代表字と反切，そしてそれらに相応すると考え得る上

声韻形式をあげる。

90. 

平声韻小
韻代表字

1 ふ
後
路
索
後
此

『文海J Ir同音』
反切 所屠小類

独

日

独

独

mw

独

九

九

唇

歯

唇

唇

唇

思

愚

風

重

正

軽

重

軽

流

流

流

抗
議
汎
コ
一
子
一
括
後
後

ふ
む
紛
設
秘
焔
議
粍
欠

再講成
形式

上声韻小 f罰音J
韻代表字所罵小類

系住重唇独

~~f 重唇独
メλい

投正握 51

総 軽 唇 独

2 

3 

4 

5 

6 3
3え
品
売

2
7人

三
引
到
-
哨
吾
首
手
前

立l-lOr

tき-lor

W-lOr 

ロ1-lOr2

W-lOr2 

HZ-lOrz 

了一lOr2 風流
ム
つ
以7 

8 r-lOr2 

上記の反切下字は，二類に分かれ，互に系聯しない O

反切下字 I ;託 = 意 -lor 

n ?i l~ ~稜 -10ら

再構成
形式

ph-Ior 

ロl-lOr

tS-lor 

羽1-lOr

r-lOr2 

韻密97の構成からみると，反切下字 I類は一段自に置かれ -Iorを， II類は

三段呂にあって -10むを代表した G この韻図は乙れまでの原射を破り，重唇音

・軽唇音の欄に m1or，mIor2を記入している O その二段目と四段自にはおそら

く合口韻扱いをされた w10r と w1or2が置かれていたに違いがない C

また，小韻 7と8の分割は声認の弁別を反映したものと見たい O

これらの韻母と声母の連続関係は，かなり限定されていた G

ぷ~I 唇重 唇軽 頭吉 上舌 牙二 歯頭
正 日民
歯

一lOr ph-m- W- ts-

-lOr2 ロ1- W -
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韻図97の欠けているところを補って，

筆者の再構成形式をもって書き改め

ると，右a のようになる O

98. 韻図98 平声91韻・上声82韻

韻国98~ま，西夏語平声91韻・上声82

韻の音節形式を密示したものである O

No.622 の韻密(la) では， 一段自

の牙音，歯頭 .jf菌音と喉音の枠に

それぞれ一字と，流風音の枠に上 F

二字を記入する o No. 624 の韻図

法， No. 622 (58b) と一致するが，

No. 623 (1 a)には，そのほかに重唇

・軽唇音と舌頭・舌上音の丸EPの F

i乙書き込みがある。記者は判読し難

いが，後者は?必(平49) と読める O

筆者はこの韻母をつr と推定して

いたが，先に平芦89韻・上声80韻を

O tきIor O C 立l10r

O O O O (wlor) 

O O O O 紅llor2

O O O O (wior2) 

(r1orz) 

(Kiior2) 

mi:oら〈平声90韻代表字)

mlor2 (上声81韻代表字)

No. 623 

ff~t えコえザ才じ ー沼ーム4三宮-Z 
Q 己〉

ロ
仲
村
コ
ザ
絹

士一及

2
E

デ
ヌ
-
忍
ぶ

図98 平声91査員・上声82詔 No.622 
-:>r に替えたため， この韻母を -or

としたい。この推定形は，この韻類で反切下字にと

声47韻 (-ON) が使われている事実によって支持さ ォ支忍ナ 。 O 

支存 J三記毛iτi 

No. 623 (書き込み)

上韻代声表韻小字 所『属同小音」類 形再講式成

ーュ
重 吾 独 mb-or れ

ヌ3E 牙106 k-or 

Jnll~ 牙 14 IJ-or 

れる。

『文海Jには，つぎの六つの小韻が含まれる。

平韻代声援表小字 『反文切海i 所『属同小音類i 形再式講成

91. 1 j会会 コ~ ~i 重唇出
mb-or 

2 頚ミ 両銀牙106 k-or 

回 No. 622の韻障は，平声91韻以后各頁の左慨に七字二行の韻類代表字が並べられている〈本稿
(上)p. 115参顛)。
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3 A2d苛+仁+- メノ舛日土守予い考ftn歯輯醐頭関1ロ2 ts-or 

4 取ヒ 認葱 11長独 手-or

5 -RZa5 --、 夜設.流風 59 Kz-or 

5 二え司L#ニ:t 君子七夜流風独 r-or 

上記の反切下字は ab c二類に分かれて相互に系聯しないが，いずれも

-orの表記を意歯したものと考えちれる O

長切下字 Ia .ー月.ヤ2ヤ完ア『同
‘一一一ー一一 詫(涜)一一一一一一〉

b ぇマzー/'A. 一一一→ 忽出7一例 C Z夜〈平57-10) -or 

乙の韻母iま極く限られた声母とのみ連続し，平声91韻・上声82韻には， mbor， 

?or tsor kor O 

kor，弓or，tsor， ?or， Kzor， rorの音節し

01かなかった。その中，mborと号orを捺
ror 

Kzor 

kor (平声91韻代表字〉

kor (上声82韻代表字〉

1 いた全部の音節が，韻菌98に登録され

iている O 韻図98を筆者の再講成形式に

iよって書き改めると，左のようになる O

99. 100. 韻図的と100 上声83韻と84韻

韻図的と100は， それぞれ西夏語上声83韻と84韻の特定の音節形式を国示し

O Cコ ζ〉 O 寺金 O Q O Eコ 2民t

o O 

o O 

銭も )~七

~ñt jiiも

一
図99 上声83韻 No.624 図100 上声84韻争時 No. 624 

働上声84韻の代表字として焼(上7SI) が使われるの辻誤りである。

Z-u 

n
h
U
 



たものである c

局図 No.624(59aと 60b)では，同様に一段昌の重唇・軽唇音の枠にのみ西

夏字が置かれている。 No.623のと声84韻の韻図 (71a)は韻類代表字を含む下

半分が欠け，一段呂の文字の下には万緑の書き込みがある。これは一字のご

とく見えるが，実は二文字好件をつめて書いた形であって，上の字の音注

らしく， pill (平11)一口Wor→p_Wor と読める。筆者誌上声83韻に _Wor(?)， 84 

韻に-W::>r (?)を，それぞれ推定した c いずれも明確な根拠を欠く O

またそれらの上声韻には相応する平声韻がない。いま判明している所罵字を

つぎにあげる O

と83.1 殺 重唇独 p-曹or(?) 上位.1 ~~七 重唇? p-曹 or(?) 

2 石千え 舌頭独 th-曹or(?) 2 名尋 重層独 Wor(? ) 

3 長元従手IL舌頭 132 n-曹or(?) 3 )~t 舌頭 154 -乃r(?) 

( 1¥1 i~七舌頭悶ま西字一類) ( ~受諸孝舌頭1町三字一類)

と声83韻の舌頭吾132類は新版・ i日版『同音J 共花田字一類で， ーとにあげ、た

三字のほかに命山(ちりめん)が加わる G

し三ずれも確かな根拠をもたないが， 韻図的と100を， つぎのように書き改め

ておく。

C O o 0 pWor 

O 

O 

。-or(上声83韻代表字〉

韻函 99(No. 624) 

101. 韻関101

。 o 0 0 p~r 

O 

O 

U-曹 ort上声84韻代表字〉

頴図 100(No. 624) 

韻図101は，酉夏語平声92韻・上声85韻の特定の音節形式を図示したもので

ある O

No. 622の韻図 (25b)では，一段自は牙音と歯頭 .JE歯音の二つの枠に，二段

自は歯頭.lE歯音の枠に文字がある。流嵐音の欄には右側上下に文字が置かれ，
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O t， 7託 て3 o 

<0 先 て〉 ζ〉 o 

o 1訂

。私

)ま
元金

図101 平声92韻・上声85韻 No.622 

議}者 売乙 。
。 治 。。

義長 c j教 G 

。
No. 623 (下部が欠ける〉

Cコ

。
.....h-
升今

左側上下には丸印がある o No. 623の韻図 (lb)誌， 一段目喉音の丸印の右下

ど書き込みがあるのと三段自重唇・軽震音，牙音，喉音の枠に西夏字が記入さ

れる点で， No. 622と異っている o そして No.623 tま流嵐音の右下の文字以

下の部分が欠ける O 筆者は平声92韻・上声85韻の韻母を -tr と推定した o No. 

623に書き込まれた文字はつyir(平86) と読める O その文字は，非緊喉音であ

り，乙の平92韻母の緊喉母音-むとの関連を示したのであろう O

f文海』平声韻各小韻代表字と反切，そしてそれらに桔応すると考え得る上

声韻形式をあげる O

平韻代声頭表小字 『反文切海j 所F属同小音』類 再形講式成 上韻声代韻表小字 所『属同ふ音J類 再形式構成

?をi 重唇独 P凶?)

92. 1 10仁 ~~・jl] 牙170 k-ir 

J4t五nL 牙 66 kh-ir 

2 ;ま 議筋 E握 16 tき-ir 万全 正歯 16 ts-ir 

3 -r 持j~l 歯頭 28 ts-主r

4 2五 五昼?記涜底126 l-ir 

5 Zi日JJL ~~尚流嵐15 HZーまr j量流思158 Hz-ir 
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6 A升冬L Z市絞 重唇 83 p-曹きr

7 3該 認証容k牙 56 k-可r

8 絞 流草寺牙独
k-曹ir

9 集長 交を~l支犠独 手一曹ir

上記の反切下字は，つぎの二類にまとめ得る C

反切下字 1a 焔(初)ご枕 b ~ (平3同

II a 銃口孝 b 恥ご三枝 吋

I類 a ば小韻 1から 4までに使われ b は小韻 5~と誤ってあらわれる o b 

は平声30韻 (i-) であり， ここでこの文字が反切下字として使われることは，

平声92韻を -tr とする考えを支持する O そして I類誌韻図の一段と二段に置

かれ，関口韻-むを代表した o II類 a はJj¥韻 8と

8 (重唇と牙〉に， b (.ま小韻 7と9 (牙と喰) にそれ

ぞれ使われ，韻図では三段自に置かれる O これは合

一段 歯

H

頭

ト

〉

E
誌

歯

お

〈

牙

ι

。
二段

口韻 wむを代表した O 換言すると，韻函の一段に

正歯音，二設に歯頭音と分配したため， No. 623で

は三段目を合口韻にあてたのである O

小韻 1と2の間にある上声韻は， 1E3版『同音Jでは，牙音66類に扇し，

三段 ヨ
-r

そこ

では上声85韻と上声61韻が一類をなしている C

11=1寂 F再音』牙 66

治 ~1花絹ヒ i妬~~t. 反事 長治 蕩 ?骸 九字一類

上85-ir 上61-i

!日版『同音J牙音66類に， 上声85韻 -tr と上声61韻 -tが胃居することは，

筆者の再構成形の妥当性を証明する O 新版 F同音』ではつぎのようになってい

るC
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75小類〈六字一類)

上声85-ir
F 

係 jl九 1l1~ヒ ]Mi ;託 j託

5事長前 !雰 ;駁 J色 平良
J 

上声61-i 上声61-iI日版『同音JI174 
(二字一類)

76小類〈六字一類)

旧版 f同音』王宮16には，平声合2韻と上声85韻が混在するが〈小韻2にd5たる)， 

新版『同音Jでは小類20に平声韻， 21に上声韻とはっきりと再者を分担する O

上85
平92 上85 平92

i日版『同音J正歯16 ~全 滅 錆ヒ牙会 jま !季 )え (七字一類)
O 

上85
一-"、ーー

E歯171E. ，ー打ι酬3La-ats -- 務 O

(三字一類)

新坂『同音』正歯292古今残 放夜 手t j雰;安易 交示七
O 

J 

上85 (八宇一類)

正調21 以南 (二字一類)

』ーーーーー、.，--"

平92

『文海J小韻 5~と栢JZする旧版『同音』流風158類も，平声韻と上声韻が混

在している O

!日坂 F同音』流嵐158 あえ
平92

湯
川
民

;孝子
上85

-
4

丹一一泊

u…
川
上

(四字一類)

新版『同音Jは，乙乙にあたる部分を欠くため，小類の分割形態を対照して

あげるととができない O

小韻 7と8は，声語の対立を反映した分割であろう o (小韻3は平去声〉

『文海雑類JI~とは，平声92韻に罵するつぎの文字がある O

後 支援 lir (平92) <落す，失わせる>
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との韻類に罵する音節形式は多い数でiまないが，

孫をつぎにあげる O

¥¥声母| 重

i頴母¥)唇

-ir i ph-? 

一可r i p-

軽
唇

舌
上

舌
頭

五二

k-kh-

k-

二つの韻母と声母の連続関

歯
頭

E 
歯

11民 流
患

t-KZ-

フー

O O 

O 。
O P曹tr

ts- ts-

韻函101を筆者の再構成形式をも

って書き改めると，右のようになる O

No.622と No.623を統合した形に

なっている O

102. 韻図102 平声93韻・上声

86韻

o
c
t・

T

T

4

)

 

-a・
・
・
$
・

4

・
「

J

v
s
s
f
L
 

&
z
z
u
&
z
z
b
 

kir 

O 
K曹tr
o tir 
o Kzir 
t塁打(平92韻代表字)

tS甘く上声85韻代表字

O 諺l弘 c C 

言。

後も

F~t 

韻国102は， 西夏語平声93韻・上

声86韻の形式を図示したものである O

No.622の韻図 (25) では，一段目

の牙音と茜頭・正歯音の枠，および

流愚音の枠の上方に一字記入される

のみである O

筆者は，この韻類の韻母を -r~r と

推定した O

『文海iの平声93韻は歯頭音と涜 誤図102 平芦田龍・上声86韻 No.622 

嵐音の二小韻からなり，上声85韻の所属字は西字あることがわかっているむそ

の両者のつながりを考察しよう O

平声韻小
韻代表字

F文海j r民音j 再構成
反切 所属IJ¥類 形式

93. 

4

レ
1
u
-
レし

一手足

--zE

ヲ
旬
ヴ
辺

1
i

つμ

zi言歯頭 78

姥誇流風 66

tS-l;:)r 

t-l;:)r 
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上韻代声韻表小字 所『属同小音』類 再形式構成

隊七 重唇 10 mb-l;:)r 

弘 牙114 k-l;:)r 

~~七茜頭 79 tS-l;:)r 



二つの反切下字は互に系聯して，一類をなしている O

反切下字柔O~'託)ごゑ儒) -l~r 

重唇音小類目立， 舷七R号の二字で一類をなす。共に上声86韻であろう G 牙

音114(1日版〉は三字弘 隊長長で一類をなし，新坂でも同様であるか

らは2a)，最後の文字も上声86韻である O

小韻 1 にあたる f同音~歯頭音小類78 と小類79は，平声93韻と上声86韻に割

当てられる O

!日版醐 78 市販制 務 主会 主託 平93 tSl~r 

!日版歯頭乃(新版 90) F~t 版本 宮支 上86 tsi~r 

この韻母と連続する声母は， mb-， k-， ts-， 1ーに限られ， あとの三声母と連

続する形式が韻図に登録されたので

ある O 韻函102を筆者の再構成形式

をもって書き改めると，右のように

なる C

103. 韻図103 平声弘韻

韻図103は， 西夏語平声94韻の特

定の音節形式を図示したものである O

No.622の韻函 (26) では，一段自

の牙音と喉音の梓にそれぞれ一字が

あるほか，流感膏の枠の上方のみに

一字が董かれている O

筆者はその韻母として，一%を推

定した O この韻類は平声韻のみで，

上声韻としてとくに韻類を設定して

いないが，あとで示すように，その

上声韻形式法実際にはあった O

O 

No. 622 

房言
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tsI~r kl~r O O 
H;)r 

O 

tsI~r (平声93韻代表字)

tSl~r 上声86韻代表字〉

o 命? ぐっ 《二J

ゑヲ
O 

扇
否ゑ

匿103 平声94韻 No.622 



r文海J平声94韻は，つぎの六つの小韻からなる。

平韻代声韻表小字 『反文切海』 所F罵同小音i類 形再式構成

94. 1 iIiD 号完全百 牙独 k-曹O

2 結 」子三私lノl~ヘi 牙 1虫 I)g_WC) 

3 J2〈子L惇ナ ゑ降)桑 正歯 独 きー曹。

4 )藷 えマてーJえ4善3良ι 
E侯独 ?_WO 

5 昇長 3;31 J桑 涜嵐101 1-曹。

5 義Z ~Iî 扇長流風間 ト曹0渇

乙れらの反切下字は，二類に分れるが，共に _W<;> を代表していたと考えた

し， 0 

長切下字 I a ，3、4aE .丹.. ←一一一一一一一ー色ム j省1 b j急ご諒 官。

小韻 5とノト韻 6は反切下字も上字も系聯するから，との平声韻の流思音形式

は実際に辻毘ーであった C それ故韻図では，小韻§の形をもってそれを代表さ

せた O しかし， r文海Jで二つの小韻に分割したのは， おそ iろく声調の相違を

根拠としたのであろう O ノト韻 6は平去声であったと推測できる G

流嵐音にはじまる音節には，上声韻をもついま一つの形式があった o r文海

雑類』に登録されるつぎの五字の形である O

忽五
4村ー

会先 姦 n~干〔反切] ~~~第三託 〈平94の上声)

流風37hlwC)・

韻図にはこの形式は記入されていな

いが， この韻類には kW<;>I)gw<;> sw<;>フW<;>

lW<;> hlw<;> (上〉の六形式があったこと

になる O 韻図103を筆者の再構成形式

をもって書き改めると，右のようにな

るO

手曹O O 

No.622 

k曹 o

lwo 

O 

O O 

戸。〈平声94韻代表字)

平

以下，平声95韻， 96韻， 97韻の三つの韻図は，現存していない O あるいはは
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じめからなかったのかも知れない G 平声95韻ほ，これまであげた韻図の記入原

期から言うと，いずれの枠にも丸印が置かれる筈である O これちの韻類は僅か

な小韻からなっているため['文海』の!J¥韻に基いて各韻図を作る仕事は，困

難ではない O

104. *韻図104 平声95韻

凱
取
宅
い
戸
川

λ
Y
Jハ

J
λ
d
F

1

i

q

L

 

~ ー晶"'-
五と到言 舌頭 175 向 N 根本

務;訟 牙独 凶<;lN 党語・西蔵語の表記に使う

小韻 1は三字からなり，;訟<玖>

~nt<東>の二字も同じ音節形式であ
る。反切下字は互に系聯していて，

類でるる O

O O O O O 

G 

O 

74455343 C 

韻図104(推定譲元〉

-l<;lN( ?) 
ーム.L.、

反切下字 えltzコ徽(叙)

105. *韻国105 平声96韻

1 統
蒜
努

2 

3 

4+材、-T.'7.. 

~iえを字 舌頭独 t-UN 部姓，地名また冬至 tUN-tsi(上部の意

~~S 努 歯頭独 tS-UN 部姓，地名

読者手喉独… 紅色

反切下字ほ互に系聯して一類をなす。

る号、いずれも部姓，地名または漢語を表記 1
0 託行tO o 

する文字である O 。
o 

話今

韻国105 (推定複元〉
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106. *韻図106 平声97韻

1 位

溢

仕

2芝芝号魚主 E歯独き叩) 楚語釘

長託迩危Eι」 犠叫独 M鴻噸叩♀K約〈け?) 光が明主M山カか7T，tJ.究なさま2 

反切下字は系聯して一類をなす。
奈川

O 。 O o 

反切下字金ご危 -m;t(?) 。
崎 2~に日乙

が所属する O いずれも特別な音節形式

であった C

。
/岳
寸サー

韻密106(推定護元)

以上『文海』の組織と韻図?五音切韻Jの枠組かち西夏人によって認定され

た西夏語の音節形式を提示した c

f文海Jの組織は，さきに述べたように，平声と上声の大区別の上に立って，

韻母の差異と声母の対立かち，各韻類内部のあり得る音節形式を小韻の形で設

定したものである O しかし，反切上字も反切下字も系聯しながら，つまり声母

も韻母も同じ単位でありながら，なお且つ二つの小韻に分話されている場合が

少なくなかった。ここではそのような分割をもたらしたものは，平声対上声以

外の声読の対立，つまり十二世紀の初めの頃から標準的な西夏語において，音

韻論的対立となりつつあった平声と平去声の対立を反映したものであろうと考

えてみた O

『文海Jが編纂され，新版『同音iが刊行された頃の西夏語に法，平声対上

声のほかに，平去声という実質的には新しい声調が，平声から分裂して誕生し

ていたのであろう O

ここで再構成した西夏語の音韻体系は，いま述べた声調の対立を含めて，将

来西夏語を何らかの形で伝承した現代語が発見された時に，その言語の音韻体

系との聞に一定の対応関係が成立することによって，確認されることになるで

あろう O 十二世紀西夏語とそれを今に{云承する体系とを比較検討できる時期の

到来を，期待したい。
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反切上字系聯表

西夏語の初頭音〈声母)には，つぎの単位が認め与れる o (西夏人の分類名称に

よる)

重唇音 p- ph- ロ1- mb- きp-
車母

軽唇音 f- w一 勾v-

舌頭音 th- n- nd-

舌上音 も一 ヰh- IIp- 島d，-

牙 3日生二 k- kh- IJ- IJg- 9曹ー

菌頭音 ts- tsh- ndz- s-

五歯音 ts- tきh- n- nd主一 s- きtきh-

u民 三日笠二 '?- x-

流風音 hl- 主- 主- KZ-

つぎに， Ir文海Jおよび『文海雑類J において， これらの単位を代表する反

切下字の系聯関係をあげたい。まずここで袋う符号を説明しよう O

A B 

(1) A→B A←B A と B の直接の系聯を示す。たとえば，初=夜

A の反切上字が B であり， B の反切上字が A である関係を示す。

(2) A二}B A と B の間接の系聯を示す。すなわち，上声の小韻 A は，そ

れ畠体ほ反切表示をもたないが，それに相応する平声小韻 A'の反切上字が
A B 

B である関係を示す。たとえぼ 諸 ー 犯 は A の反切は不明であ

A' 

るが，それに相応する平声小韻君主の反切上字が， B であることを示す。

(3) A・B A と Bが同じ小韻に属し，司音節であることを示す。

(4) A(B) A が属する小韻の代表字が B であることを示す O

平30
(5) A 反切上字の上につけた数字は，その上字の所属韻を示す o(その文字が

反切上字として使われている韻類を示すのではない〉

間 11世紀の茜夏語には，古い子音結合がまだ残っていたものと考えられる。 F文海j Iこはそれが
ところどころ記録されて，不短期な反切を作っている。

鵠韻図において，関口韻の枠iζ入れられた w-ほすでに無声音化して[M.Jでるったが，合口韻
の枠に入った軽唇音は [wJであったと見られる。一般に子音の変遷について詰，別稿で論じ
たし可。
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重勝背:p-plト・ m叩 mb-

平1 平9 平部

p叩 i) そ~~戸 みnす~ 青葉一五示
平5 平11 平30 上3

詳京 刷叫抑制争 行一→ 批(を)-22→?

平71 平60 平59 平67

iv) 務→ Jl1fu一散・免ロ ~m (緊腕)

上51

v) fl~. 11奴ー?
平l 平8

pか i)徹・1女・1裕ロ紘

し平11

~n 仁(百五)

平11 平30

ωj柔-3幸一
~ 

平9

平3 J j長七

千件ご 上8

1 、Zえ1

平 ?平14

一帯え戸2 2交は前)

平
総約時付

立
昨

鞠
殺
一

一
一
苧
脱

却
鱗
判
一
弘
し

一一一
朝
一
腕
町
一
転

平14 上59
、~~主 立弘 、

11) 引斤一→ 元11 ー-+ "( 

平64 平67
""，_:::1噌，叩

iii) 苅 ・ 'n~ft (緊附)

平74 平75

iv) 稀ロ批(枕)一条
平75 上71

v) 紘 一報ー?
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平65 平1 上12

vi) 託(設計一流・偽ー 11骸 vii) 紘一?
¥羽/会、上7

をあ{為) ゑ隊、

鞠
一
符
鞠

dm

一

み

m

h

F

Z
山

z
f」

f
t
k

一
清
和
者

報
私
↑

一
鞠
花

↑¥一↓

羽
税
M

請

時
一
一
却
一
切

笠
此
引
~
敏
明
丞

=
一
羽
信

玄
払
鞄
紘
刊
紙
一
平77 上71

ii) 従~ ~1t 

軽唇音:f-w-l1JV-

平10 平29 平1

ιi  ) 主主 → 叡 -+  ~~i. inn. (長崎)

平11../ 

併〈犠苦〉
上56 平65 平58

w-: i) 数--3以後|わ→夜、

、平67 平59 平59

12L-2長 =ー経i
平67，/上52ノ 上60

桜 伶( 叡) ←翁
平74 上72 平82 平77

ii) 手t ・ ~I~ ご at←腕ー Jj:る・私
¥立 ヘ平7f

-ñ~ 7吾両
平8 上27

U2正直 マ亨
Ill: 一一~ 71Bえ も一一

上7~

T前

平10 平29

務←統
¥平:51

万員f
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再平2 平10

II)V-:わね(猿)→駁=侃
、々上§

51E係者)
平12 平7 平14 平12

ii) 漁料一夜・宗ご霧・tiー)忽

舌頭音:t-th-n-nd- (舌上苦汁ーや-Dp-Ilpd，ーと正歯音邑ーを含む〉

t-: i) 

平1 平30

必?→引 ー
もノ亡豆
父 cぺ 寺田

一
部
受
，
h

ベ

r
u
μ
B

・E

・-z-z
‘.

3

2

ツメ

日
》
ノ
コ
ヘ
i

平
コ
え

一
i
-
y
i
M
 

ぷ
ヴ
刊

平67 平59 平67 平58 平65

ii) 枕(荻)一長ニコ報・玩-Z長一双←鉾
でノー¥上60

jin 必ヒ 忽
平32 平5
ーム~ ~-/ 

iii) 1fT久 ζ コ 5曾
平日 平3 平30 平1

th-: i) 悌ご尚・該←- ~手 -ZE-翁ー鼠
三j/戸、1::1 "¥子11 3JL30 
4恥寸~ Zl* t1.￥ ι~. 7J 
~え 級・官え 111久← ILえ

制吉頭音と舌上音の反号上字詰，弁射されていないように見える。実際には舌上音の反切で判明

7品~ 'ZJ，;::Z 手.¥::I ・...-.
しているのは版・誇口→妄阪→~Jñじに限られる。

『毘音』舌上音類小類の所罵韻を， I日坂と新販を対照してつぎにあげておく。

田坂 小類 1 ? 小類2 ? 3 (上48)~lON 
新版 小類 1 ? (独字の項に移動) 2 (上48)IlplON 

4 (上48)時d，lON 5 (平10.上9) ~i / (正歯音類?)
~""オ『ト

3 (上48)将 lON 4 (平10) ~i 5 Il此 I~配

(113)独字 1 (平29)~ifi 2 (平41)~eN 3 (上36)斗eN

(新) 1 (平29)Ilpifi 2 (平41)IlpeN 3 (上36)IlpeN 

4 (上40)やldW(?) 5 (平55)ポON

4 (上40)やldW(?) 5 (平55)ばON 6 113版小類2

(俊市)十21
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ζ
氏名

二
加
将
司
徳

一
ヘ
¥

平
山
一
知

7
-
昨日玖

平
手
烈

平65 平36(?) 

山滋(秀)→議

出会l~

平10 平29 上10 平30 平3

繍・伝一獄-+1mt(民)=キ紘一流
〈舌上四 (言上) (舌頭) . "- ↓平11

すえ ¥ ゴ説、

i平57

I~t 
ぞーーー

平32 平1

1尋← i民

n-: i) 

色

沼
「
例
制

【引っ人，
h

上l
Z4~ 
T支え

ム鴻一
民
椛一，〆

刊
初
出
・
一
泊

平73 平77 平75 平84

iv) ;度(戒1));::::= 1ft v) 誠一 ZL
上12 平7 平14 平5 平31

vi) 仏=ヰ枇=殺 ←海(絹)ー綾
平32ノ

~l~ 
上11

vii) 務 (相応する平声小韻なく系聯不詳)

平4 平11 平3 平30

nd-: i) 綴ー紘一 i駁ごす主~ l詳

香菜/(議平3)・長持

倒 この文字は本来，苦上音l1pーでd5るが，舌頭音?と正歯音かの表記にも震われる。
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おノ手

平
ふ
引
'A

m明
占

い

は

ド

-

耳目

2

J
レ

一一τ者
:

¥

 

和
三
時

活

G
h民

平
ム
口
氏

5

ノノ，
A

ご矧

平14 上29

i) 芳考ー→ na 
~，)< ~ lJ.玄

平65 平58 平67 平59
ー今ム -w-ナ‘ ，二2ι ー・ 必 Jフ.....- ~ 

iv) 弘一政→安委→劾・這・廷・説(緊喉音)
上7:?¥上60/
硫定(忍)

牙音:k-kh一司一ずー昭一

平11 平3 三四

k-: i) た=九←薮.t.苓
平9 平4 平27 上4

ii) 耐ーを(含〉ごピiE-Z百(弱t)
事ノ
モt~え

平5 平32

iめ ぎあー→ 考芝一一
λIAIλ民... 

平53 平38

浩一都

徐
氏緊

口

・合

始

日
平
白
人
}
花
百
ほ
れ

平
固
化
戸
平
司
令

鞠
綴
部
一
級

制
一
級
鞠
-
帯

平59 平79 平76 平92 上72

vi) 京一馬 ---T ~}X，ご託一物
マ/¥平5号 K¥平67

玄殿、(~n~) jlt 
平79 平92

山 ~~fit ~コ骸

nυ Q
U
 



欠切反

究
明
引
か
附

豆
諸
制
後
平9 平4 平29

kh-: i) ~1 --?  立打5ケ4 ニF 一コ- ;{写Jヲt 

平11 平1 平11 平3 上10

ii) 一1手守ー--t 民一 ZZニコ紘 ι ・ 安全L

平32 平7
、』稔上33係長〕

?で'l~議

、l
ノ

・2
2
‘

-
-
宅

F
4

平13 平53 平38

反ヒー惣 =22る
平14 平7 平14

mt ~ ニ11メえ ー←二~ 計Aぞ七

平32ノ

号化
平75 平79 平76

!)党→街)-Z存

iv) 

ヨザ i)

平5 平13 平53

凶穀(永)→統一統
¥な/

受元
平27 平昌 平1 平27 平58

1)"-: i) 低一劾一級=数←一成
平5ノ

ゴf~

な
れ
?
l

平84 上71

発~ ~~. ~~ 
平84/
鮮・3市/
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平11 平3 平11 平1 平11

I]g-: i) 彰一:沼郡ご殺・話一薪一被
上10 グ~ . 平お J戸 、上77

ffi受(危)漁・制 服託

日
弘

上

M
m民

有
一
広
一
一
川

平釘

題頭音:ts-tsh -ndz-s一

平11 平30

ts-: i) 五→ポ
平8ノ
活と

ーーー令

←一一

平3

係(徐)

平77 平68 平77

ii) 筑→会議ご鋭
平59
:2J 

z山 i耳元 ーーーー..... ・
‘-ーーーー

平79

3委・苅
平12 平1 上10

iv) 銃一読5-m-j批

怒・
γ
L

m
行
設
敏

幻
げ
が
¥

引『一銭
F

人
外
人
ト
主

ー
グ
ヌ
ヱ
崩

引金

部
長
¥

一
平
併

Y↓
ノ

一
1
2
瓜

ι

平
え
庁

与問
羽一一句

平32 上12

i) ヱノ ムラユ
子え ー→ ええ3

平8 平2 平30 上3

叶z-: i )紘一級ご議←~
平30/"イア¥平11 ¥王子¥平2 平均

Ld『 ・ム 、::2 ~ム ームユ cr文海雑類』反

額 融ミ 烹-iキ Z広 三弘←以L切土字を含む)
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平61 上52 上61 上52
Xコ 話会レ 11三 lJ:0 

ii) 五日・民LニコI!n←一一 註式 (r文海雑字』反切上字)

s-: i) 

な
が
や

.三
P
A
r
T
J人

平
に
や
;
万

五
円
以
は

平
投
句
ぷ

泊
三
足

取
以
以

上3 平3 平30

獄・経一蒜
平; 上沼f
-1+ヂ‘ ヨヲー=
焔→ 晃 三

乎
十
時

ーー一ー+
‘ーー- 手袋(絃)

平11 平30

出限・ in~ ~コ含
平67 弓Z69 ?上52

iv) 紘一→扮ー帰 級〈反切なし〉

上29 上12 平7

V) ??女ー ヌ降、;:::::= 1I諒 (r文海雑字』反切上字〉

正菌音:t孟一時h-nd量一言ー計ぬ一

平9 上26 平9 平2
フケ L ~ ー畠04 ー盆』

ts-: i) 以、→続=司 三li~ nlnニコ
・¥ 平沼

愁 ¥j霞
批出

1

dy-』

zu
ノ
ノ
必

刊
す
人

平32 平7 平14

均話→表ご危
平79 平59 平67 上52

山総・3ぎ→鋒=j包・伝一旗〈緊喉音)
平59 平69

iv) 似=臥、(蹴音〉 V〉 j散(所属韻不詳)

tsh-: i) 

平34

at ー一一→

平29 平2 平均 平57

5各一枇=脆一色、
平26ノ T平10"-¥ 平10

rt&務長と 敵(諒)
平14 平59 平9 平お

か あ←ぬ←殺←議
2

ζ

T

 

2
句
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なか飢 ーー皿ーー+
←ー一一

平59

鋭i(緊喉音)

平10(?)

iりかおー;跳
上6

v) 局長(反切なし)

平57 平67 上52

ム予 .YI}~ → ヨプ
官一 :i) 取し一→ 1~長 ←一 昔ilcr文海雑類』反切上字〉

上9

ii) 筆!ニ 字上切反
E
E
d
 

類雑海文

必

-nu

上
訂
以

上32 ? 平2

3京一悦←一焔
--=:.... 

iv) 君主 (所罵韻不詳〉

上沼

v) 雪 ー Ilitcr文海雑類J)

き i)
平57

6方

X'f' -ーーー令

平10

j龍一

れ
則市

お
2

乙

3
ぐ
む
平
4

2

G

上

列

山

川

判

〆
一
¥

二年山
平沼 斡ノ

平13 ノ忽-71i-話事

需・級平9i 郭 51¥ヘトー
話会 fJf仁包萩

~ ...¥.0ι-

3乞・長良

ザ地
-ーーー---l惨
骨『ー・ーー

平29 平2

楚益
上9 平2 平10

iii) 詑当金芝、=儲
平14
2 民

iv) 机ご

上9 上80

廷溺きtきh-: 

事司

喉音 .?- x-

蒙 (所罵韻不詳〉

平7 平32

者一言宗 3除〈所罵韻不詳〉

立
花k

じ
玄
令
ハ

制手y-?wーと?ーは，反切上字で弁男目されていなし可。
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平3 平69

係・後=寵
平29ノ 平3""¥ 平沼 平4

煮えー;住 友← ~~t~ ・綿

平9

線一
平4

気仁→一
∞
ぬ
ド
品

-Fη

平
和
4

-

三

?- • 

ぷ似
平11

続
平2 平30

紘一額一
¥子36

グ宅L
~，..体

平76

業・琴
平79

M 
上77

?二4
lt~ 

一↑
立
批
?
靭
姉
立
紳 百ーーーーー

+一一一ー--争--争

上10

2尋

一一

z
え
・

1
?に

7
弁

〉

L

f

h

刊
行
ル
官
上
諸
君
怒
。
行

ー一一一今、z，ノ
・'
i

，
哩

i

ー一→

民
苓

平7

iZじ

iv) 

靭

w
紘

一一
平67

忽}

一--4>
+-ーーー

平58

5支勝一

v) 

平75 平78

潟+-コ手ji
上77

1翁ー

vi) 

平3

=偽
平11

溺 -zz
平10

蜂軽唇音)L(殺←

vii) 

x-: i) 

平27

1除-一一ー令
令一一五世

鞠
ム
洋
気

、E

，，
，.，z--.

，
A
 

平2 平29

該ー紙
上ぉノ ↓ 
~~ (設)~1~ 平36

n昼←箭ヒ

平
之
は

-185ー
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上25 平1 平10

主人 玄士一一 2蚤
月式当 11同一向一

ー金

、......フ

信



ニ倣
平14

Yゑ←ー
廿十

7
一
円
川

平
当
節

~OO (所罵韻不詳〉

5
-
2
n
N
 

上
正
取

平14

~-ft 

一一..... 
e一一ー

平7
..W-;J・
r::lJ _ 一一→
之ιλ‘ ←一一

、1
2ノ

・
を

i.，a--

(皮)→務

設以

〈所罵韻不詳〉

叢(彰、)ご
平32

怒(彼)→
平14

慈愛一

iv) 

平69

ネラ
Lλ 

引
税
世

平67

鋭畠ミイラヲ =ヨ
メ立- 11':;く宅 一

ー---+

向 -m
zj平59

平58

言
平29

]111 
上60

一位ー

許
ナ
↑
降
陪

一
や
パ
ヤ
久
り
h

v) 

ーーーー+

一字情
ーーーー幽4・
令ーーーー

平92

~I~) 

、EF
J

・2
A.，A

 

平30

i主
上5

以、一ーー一'‘ーーーー・

平3

j玄←
手14

1者、3
8ノ

・2
ム

・唱'且
.
 

• 
，E

A
 

一一

編(所罵韻不詳〉

一立匁

iI1乙〈所属韻不詳〉

平86 平79

33L→ 11主
平75ノ

経ヒ(議)

ーーー-a.
+ーー

上10

4ヂ亘
J足元

平69

殺ー与え
平11 平30

扱=有
平58 上8

(議)→長花
平77

す子ヒー忽在→

-ー一一一+hl-: i) 

iv) 

v) 

r
 

平76

詑(t t婆)
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平79
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・
宅
事
&
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平67 平1 平日 平69

まー i) ゑも→名→ j出\~ruた以前)
平67 上1~ 平11ノ?平S

潟→~，存 fi~ 2お

柔平6 一也上B ・恥
上27

世i日誌'- (反慢なし〉

K¥平jZωも

平10 上2 上9

出原→ 委缶詰
平77 平75 平79 平86

z-: i) 蒜じ→ 客百三→ 寸寂官.(;-ーー--:砂 !玄
平75ノ ¥平87

官各 協(設)
平92 平67 平66 ? 

Zin‘JλL ←一ー一-ーAニ- 2J之み丞 iii) 織→議

掲拙論〈中)(p.7)の平声ー韻小韻5，6， 20をつぎのように訂正する。

5 ~t， 主タアT会1r.fl:会 舌頭 31 th-u 

6 it 口読会 舌頭146 n-u 

20 .不~ ~tm~ 舌頭独 n-u2 

補註 1) もしそうであれば，長窃下字宜類が合口韻を代表した乙とになり， lwawであった可能性

[p.63] が大きいが，韻図の二段自に丸印が記入されていない事実と合わなく詰る。

補注2) この音節ほ，韻図の位霊から言えば，正歯音の無声無気 tsーにはむまる t治らであった

[pてと考えざるを得ないが， r掌中引では， 1)託く議>と系務する安く皮>1乙尼責，

面f+く罪〉に尼責(?)の漢字表音がある。したがって， 誤図では tsarz. r掌中珠iでは

nd.iarzの関係にあったことになる O
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